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     序章


    



    　バキンッ──！


    　それは、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトの剣が折れた音だった。彼女の心が砕けた音だった。


    　ビルが崩れ、アスファルトが陥没し、瓦が礫れきが散乱する街に、その音は甲かん高だかく反響した。


    　誰も、彼も、動かない。動けない。


    　地面に倒れた友とも月づき未み由ゆを挟んで向かい合う遠とお見み啓けい介すけとアリッサを眺めながら、エノク＝ケテルは唇くちびるを歪ゆがめた。血に濡ぬれた腹部を押さえ、笑った。


    　息を吸うと血が喉のどに絡まって咳せき込んでしまう。けれど笑うことはやめない。


    　絶望した。


    　彼女は、絶望した。


    　ただひたすらに、そのことが嬉うれしかった。


    　剣の破片は形を失い、金色の光へと変わる。そしてその光は、緑色の蔦つたに絡め取られた。


    　細い蔦が爆発的に膨ぼう張ちようし、アリッサの姿を覆おおい隠す。緑に輝きながら、蔦は太い幹へと変わる。ひびわれた路面に根を張り、《物質界マルクト》と繋つながる世界樹に変じる。


    　傍そばにいた遠見啓介と友月未由をも呑のみ込み、大樹は天へと伸びていく。


    　突如として現れた巨大な質量に大気が引き裂かれ、強い風が巻き起こる。少し離れていた場所に立っていた二人の少女──朝あさノの宮みや陽ひ名なとツグミは突風に吹き飛ばされて地面を転がった。


    　それを横目で見ながら、エノクは凄すさまじい速度で成長していく大樹に近づく。手にした三日月鎌を振るって強風を打ち払い、道を拓ひらく。


    　大樹の傍に辿たどり着いたエノクは幹に手を触れた。それと同時に、成長した大樹は空の逆樹に接触する。伸びた枝同士が蛇へびのように絡みあい、天と地の大樹が融合していく。緑の葉が眩まばゆい光を放つ。


    　そしてエノクも輝く大樹の幹へと身を浸す。水に潜るのと同じぐらいの容易さで、エノクは大樹の中へ足を踏み入れた。


    　わずかな波紋が大樹の表面を伝い、天頂の逆樹にまで届く。


    　それはエノク＝ケテルが、《形成界イエソド》の具現たる《楽園の守護者ガブリエル》の意思となった証あかし。


    　左右に広がった大樹の枝は翼となる。枝に茂る緑の葉は、光り輝く羽根となる。


    　空を覆っていた根の天てん蓋がいがひび割れる。卵の殻が割れるように。


    　狭く小さな街に閉じ込められていた異界の天使が広い世界に産うぶ声ごえを上げようとしていた。


    



    
      ＊

    


    



    　緑の光が蔦となり、檻おりとなり、闇やみとなり、あたしを──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトを閉じ込める。


    　地に伏したミユと、壊れそうな表情を浮かべていたケースケの姿も見えなくなる。


    　あたしの中に満ちていたモノが──《天使王ミトロン》の力が流れ出していく。緑色の闇やみへと溶けていく。


    　あたしは、ミユを斬きった。エノクの言うとおり、あたしは願ったのだ。ケースケとキスをするミユを見て……祈ってしまったのだ。


    　あたしがその場所にいたいと。ミユにいなくなってほしいと。


    　そして──願いは叶かなえられた。


    　気が付いた時、あたしの右手は剣を振るっていった。それはエノクの干かん渉しようによるものだった。でも同時にあたし自身の意思だった。だから事前に察知することも、止めることもできなかった。


    　ミユを斬ったのは間違いなく、あたしの心だった。


    　あたしは大切な友人を、自分で切り捨てたのだ。ケースケにとって、とてもとても大事な人を手にかけたのだ。


    　その上、必死に守っていた《天使王ミトロン》さえ奪われた。


    　皆で力を合わせてレンダイを倒し、やっと光こう明みようが見えてきたというのに……あたしが台無しにした。ぶち壊してしまった。


    　許せない。


    　許せない、許せない、許せない……アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトが許せない。


    　あたしがなりたかったあたしは、こんなのじゃない。


    　お伽とぎ噺ばなしの英雄みたいな……強い魔術師になりたかったのに。


    　脳裏にお母様の声が蘇よみがえる。優しい昔語りを思い出す。


    



    　──勇敢な王様はね、攫さらわれた聖女様を助けに向かったの。


    



    　そんな風に勇気溢あふれる人間に憧れた。


    



    　──長い長い戦いの末、王様は悪い魔法使いを倒して聖女様を救い出したわ。


    



    　そんな風に誰かを救える力を欲した。


    



    　──でも王様は自分も大おお怪け我がを負ってしまった。そんな彼を助けようと聖女様は星ほし竜りゆうに祈り、魔法の力で傷を癒いやしたのよ。そして互いを救った二人は恋に落ち、結ばれた。


    



    　そんな風に……誰かに愛されたかった。


    　けれど今のあたしは、思い描いた未来の自分からは程遠い。


    　どうしようもなく弱くて愚かな魔術師だ。


    　あたしは、あたしが憎い。


    　あたしは、あたしに絶望した。


    　だから、いらない。


    　あたしなんて──もういらない。


    



    
      ＊

    


    



    　黄昏たそがれ色に染まる小さな島国から遠く離れた異国。


    　大洋を挟み、何時間もの時差があるその大国は既に深い夜の中にあった。灰色の髪を持つ少女がいる病院もとっくに消灯時間となり、病棟は静まり返っている。


    　けれど三階の病室でベッドに横たわる彼女──美み澄すみ透とう子こは、ずっと眠れずにいた。


    　胸の内側がざわめき、瞼まぶたを閉じても眠気がやってこないのだ。


    　透子はそっとベッドから降りると、窓に歩み寄ってカーテンを開く。数え切れないほどの星が、夜空で瞬またたいていた。


    　この病室から見える星空は好きだった。けど今夜は、どこか怖こわい。


    　瞬く星たちが悲鳴を上げているように見えて、透子は無意識に手を伸ばす。だが窓ガラスに指先が触れ、その冷たさで透子は我に返った。


    「アリッサ……」


    　形容しがたい焦しよう燥そう感かんを覚えながら、透子は友達の名前を呼ぶ。


    　透子がかつて宿していた天使の欠かけ片らはアリッサの中にある。だから二人は繋つながっているはずだった。


    　しかし、今は目を閉じて彼女のことを思っても、存在を感じ取ることができない。


    　透子はベッド脇の机に置かれた写真を手に取る。それは送られてきた手紙に同封されていたものだった。写真の中では、海を背景にして水着姿のアリッサが友人たちと一緒に笑っていた。


    「また、会えますよね……？」


    　笑顔でＶサインをする彼女に指で触れながら、透子は小さく呟つぶやいた。


    



    
      ＊

    


    



    　風が潮の匂いを運んでくる田舎町。


    　教科書が詰まった重い学生鞄かばんを持ちながら、予備校からの家路を辿たどる少女──近こん桐どう咲さき。


    　長い坂道を上っていた咲はふと立ち止まり、赤く染まる夕焼け空を見上げた。


    　疲れたわけではない。武道を嗜たしなみ、人一倍体力のある咲さきはこの程度では疲れない。


    　かといって咲が足を止めた場所には何もない。店も、自販機も、横断歩道もない。偶然顔を出した近所の知り合いも、壁の上に寝そべる猫も、通行人に吠ほえかかる犬もいない。


    　それでも咲はその場を動かなかった。


    　赤から藍あい色に移り変わろうとしている黄昏たそがれの空を見つめ続けていた。その顔には困惑と不安の色が現れていた。


    　説明のつかない胸騒ぎ。咲はそれを抑え込むようにして胸に手をやる。


    「──啓けいちゃん？」


    　漏れ出た不安は、従弟いとこの名を紡つむぐ。


    　その声は海風に攫さらわれて、誰に聞こえることもなかった。


    



    
      ＊

    


    



    　洋上の小島。時間の断層で覆おおわれた簒さん奪だつ者しやたちの聖域──方はこ舟ぶね。


    　その中心にある《箱庭ガーデン》の最下部は、重力さえも逆さになった隔離区画。


    　木々に囲まれた隔離区画の敷地には鳥居と社、木造の住居が並んでいる。そこは《求もとめし愚ぐ者しや》を祀まつる神社であり、彼を閉じ込めておく牢ろう獄ごく。そしてもう一つ、大きな役割を担う場所だった。


    「空が、軋きしんでいますね……」


    　巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとった女性、ヴェル＝クラノ＝ストーリングが空を見上げて呟つぶやく。だがそれは偽りの空だ。地中にあるこの場所からは本物の空を見ることは叶かなわない。


    「恐らく《天牢ウオルフ＝ライエ》に負荷がかかっているのだ。望ましくない方向に事態が転がっているのであろうよ」


    　答えるのは平安時代の貴族を思わせる装いの男性、ホリィ＝ライト。


    　彼らは社の前に立って、赤く染まる夕暮れ空を眺めていた。この空は偽物。けれど偽物だからこそ、本物が存在する。今、隔離区画の壁面に投影されている黄昏たそがれは美み傘かさ市から見た空と寸すん分ぶん違たがわぬものだった。


    「本当に、その時が来たのでしょうか」


    「さてな。来るかもしれない──スーラはそう言っていた。我らが知りえるのはそれだけだ」


    　ホリィは地面に横たわった人形ドールを指し示す。それは彼らに伝言を持ってきたスーラの器だった。


    「ドールとの接続が切れたということは、スーラは方はこ舟ぶねの外に出たのですよね。おかげで詳しく話を聞く時間もありませんでした……。ねえ、あなたがここへ招いた男の子は、今の事態に何か関係しているのかしら？」


    　そう言ってヴェルはホリィの顔を下から覗のぞき込む。


    「世の中に、関係のないものなどないよ。だが我も何が起こっているかは知らぬ。不愉快なことにな」


    　視線を逸そらすホリィを見て、ヴェルは溜ため息いきを吐つく。


    「まあ、そういうことにしてあげましょう。けど──分からないのはやっぱり不安ね」


    　表情を曇らせたヴェルを横目に見て、ホリィは小さく咳せき払ばらいする。


    「……我が深しん淵えんなる闇やみを創り、汝なんじが《流れし星ほし竜りゆう》の力で星を廻まわす。《天牢ウオルフ＝ライエ》の運行を監視し、宙の形に留とどめておくのが、我らの──この場所の役割。そして鍵が開いたときには、正しく宙を落とす。我らはただ、為なすべき時に為すべきことをすればいい」


    　だから何も考えなくていい。不安に感じる必要もない。


    　ヴェルは声にしなかったホリィの意図を読み取って苦笑する。


    「そうね……私たちは宙を見守り続けるしかない。でも、どうしてかあの子の顔と声を、さっきから思い出すの。あの子は方舟にいて安全なはずなのに、胸騒ぎが収まらないの」


    　空に視線を戻したヴェルは、声に不安を滲にじませて呟つぶやく。


    「──アリッサは今、どうしているのかしらね」


    　その問いに、ホリィは何も答えなかった。
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     第一章　幸福の街、絶望の檻


    



    
      １

    


    



    　ぐらぐら、ぐらぐら。


    　ゆさゆさ、ゆさゆさ。


    　その揺れは何かに似ていた。自分の意思とは関係なく、体が翻ほん弄ろうされる感覚。


    　これは……何だっけ？


    　一瞬──身を切るような冷たさと底知れない暗さへの恐怖が脳裏を過よぎって、身を震わせる。けれどその感覚はあっという間に遠くなり、手た繰ぐり寄せる間もなくすり抜けた。


    　同時に、朦もう朧ろうとしていた意識が覚醒に向かう。長い夢を、見ていた気がした。


    　体は暖かいものに包まれている。瞼まぶたを閉じていても分かるほど、世界は明るい。


    　冷たさも暗さも、そこにはない。夢と一緒に消えてしまった。しかし揺れだけは変わらず続いていた。


    　揺れている。誰かが僕の体を揺すっている。


    「お兄にいちゃん、いい加減起きてよ！」


    　耳に届く馴な染じんだ声音。強く体を揺らされて僕は重い瞼を持ち上げる。


    「え……？」
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    　声の主は予想がついていた。聞き間違えるはずのない声だった。だからこそ──驚いた。


    　セーラー服姿の少女が目の前にいた。僕の肩に手を置いて、間近から見下ろしている。


    「誰、だ？」


    　思わず、問いかける。すると少女は眼まな差ざしを険けわしくし、僕から離れて腰に手を当てた。怒っているぞと主張する、胸を張ったポーズだ。長い黒髪を束ねたポニーテールが、動いた勢いでぴょこんと跳はねた。


    「もう……お兄にいちゃん、寝ね惚ぼけないで！　お母さん、朝ごはんが冷めるって呼んでるよ？　早く着替えて、下に下りてきてね」


    　呆あきれたような声で言うと、少女はきびすを返して部屋を出ていく。僕はまだはっきりとしない頭脳を無理やり動かして、状況の把握に努める。


    　まず周囲を見回す。僕はベッドの上にいた。それも二段ベッドの一段目。頭をぶつけてしまいそうなほど天井が低く、ベッドの脇には上段へ昇るための梯はし子ごがある。


    　眩まばゆい朝日が射さし込む窓際には勉強机があり、黒い学生鞄かばんが置かれている。壁際のハンガーには見慣れぬ制服がかけられていた。


    　──え？　僕は何を考えているんだ？　見慣れないとか、そんなはずはない。あれは僕の制服だ。僕の通う〝奈な波なみ高校〟指定のものだ。それにここは僕の部屋。さっき起こしてくれたのは妹の由ゆ衣い。僕を「お兄ちゃん」と呼ぶ人間は他にいない。顔も声も仕草も、間違いなく由衣だった。戸惑う方がおかしい。


    　たぶん……「誰だ？」なんて口走ってしまったのは、由衣が急に大人びて見えたから。僕のイメージしていた由衣の像とズレがあったから。


    「……まあ、あいつも中学生になったんだもんな。少しは変わるか」


    　僕はベッドから降りると、二段ベッドの上を見つめる。かつてこの場所は由衣の領土だった。隣に自分の部屋をもらってもしばらくは遊びに来ていたが、いつからかそれもなくなり、今は僕の物置となっている。そんな〝思い出〟がすぐに蘇よみがえってきた。


    　冷たい秋の空気に触れ、意識がはっきりしてくる。目覚めた直後にあった奇妙な困惑は、もはやない。


    　僕は制服を手に取ると、着替え始める。時計の針は、七時二十分を指していた。普段は確か──七時に目覚ましをかけていたように思う。恐らく寝惚けてアラームを止めてしまったのだろう。


    　よくあることだ。特別なことでもなんでもない小さなハプニング。僕が何度となく繰り返してきたこと。つまりこれは僕の〝日常〟だった。


    



    　制服に着替え、昨夜のうちに教科書を詰めておいた鞄を持って階段を下りる。灰色のブレザーが少し体に馴な染じまない。冬服に衣替えしたのはつい先日だ。クリーニングで服が縮んだか、僕の背が伸びたせいかもしれない。


    　階段を下りると玄関前に出る。そこには靴くつを履いている途中の親父と、鞄かばんを抱えたお袋の姿があった。親父は靴を履き終わると靴ベラをお袋に渡して、代わりに鞄を受け取る。


    　僕は足を止め、その光景を眺めた。何な故ぜか──目を逸そらせなかった。


    　細身の体をぴしっとしたスーツで固めた親父は、そこで初めて僕に気付いたように視線を向けた。


    「い……いってらっしゃい」


    　反射的に僕は言う。その声はひどく掠かすれていた。だがそのことを気にした風もなく、親父は小さく頷うなずいてから背を向ける。


    「……いってくる」


    　低い声で告げ、親父は玄関の扉を開けた。


    「いってらっしゃい～」


    　お袋は微ほほ笑えみながら手を振り、玄関の前まで出て親父を見送る。


    　親父が最初の角を曲がるのを見届けると、お袋は回れ右して家の中に戻ってきた。そして僕がまだ玄関に立っているのを見つけ、眉まゆを寄せる。


    「啓けい介すけ、何をやってるの？　早く朝ごはん食べないと遅刻するわよ？」


    「え──あ、ああ」


    　僕は我に返る。会社へ出勤していく親父と見送るお袋。そんな毎日目にしているはずの光景だったのに……じっと眺めてしまっていた。


    「はいはい、急いで急いでー」


    　お袋に背中を押され、僕はリビングに移動する。食卓には由ゆ衣いが座っていて、慌しく部屋に入ってきた僕とお袋の方を向く。


    「お兄にいちゃん、おそーい」


    　せっかくあたしが起こしてあげたのに、という顔で僕を睨にらむ由衣。


    「……おはよ」


    　その視線を受け流し、僕は自分の席に着いたのだった。


    



    　朝のニュース番組を観ながら朝食を急いで食べ、僕は玄関に向かう。扉の前では由衣が貧乏揺すりをしながら待っており、「早くしてよ」と僕を急せかした。


    「先に行けばよかっただろ？」


    「……お兄ちゃんを放っておくと遅刻しそうで心配なの。バスに乗るのを見届けないと、一日落ち着かないよ」


    　由ゆ衣いは肩を竦すくめて言うと、僕の腕を引っ張る。


    「二人とも気をつけてねー」


    　台所から出てきたお袋が手を振る。


    「いってきまーす！」


    　元気よく由衣が返事し、僕も「いってきます」と小さく返した。


    　二人で家を出る。すたすたと早足で進む由衣に僕は引き摺ずられるようにして足を動かす。角を曲がる直前に振り返ってみると、お袋は親父を送り出したときと同じように玄関前から僕らを見つめていた。


    「────っ」


    　不意に視界が滲にじむ。


    「お兄にいちゃん？」


    　歩調が鈍った僕に気付いて由衣が振り向く。僕は慌てて滲んだ涙を手の甲で拭ぬぐった。どうしたのだろう、今日は朝からどこかおかしい。


    「……何でもない。ちょっと欠伸あくびが出ただけだ」


    　口に手を当て、僕は欠伸の真似をする。少しわざとらしかったかもしれないと心配したが、由衣は素直に信じたようで「夜更かしをしてるからだよ？」と呆あきれた顔をした。


    　そこからは同じ速度で並んで歩く。


    　由衣の通う中学は歩いて二十分ほどの場所にあるが、僕の高校は徒歩で通うには少し遠い。だからこうして一緒に登校するのはバス停までだ。この辺りに住む奈な波なみ高校の生徒はみんなバス通学をしている。


    　バスの本数はあまり多くない。一本乗り遅れると時間を大幅にロスしてしまう。だからゆっくりしている時間はないのだが──。


    「あ」


    　突然、由衣が立ち止まった。数歩行き過ぎてから僕も足を止め、由衣の視線を辿たどる。道の端、電信柱の傍そばに黒い子犬の姿があった。


    　──どくん。


    　心臓が大きく跳はねる。僕は無意識のうちに胸を押さえた。心がざわめき──軋きしむ。いつの間にか僕は一歩後ずさりしていた。


    　何だ？　僕はあんなに小さな子犬を怖こわがっているのか？


    　自分の反応が理解できず、僕は首を振る。当然ながら由衣は怯おびえた様子もなく、まじまじと子犬を観察していた。


    「野良犬……かな？　でも首輪つけてるね」


    　由衣の言うように、子犬は銀色の首輪をしていた。身動きもせず、青い瞳ひとみでじっとこちらを見つめる子犬。けれど由衣が一歩近づこうとした途端、身を翻ひるがえして走り出す。


    　その姿はあっという間に見えなくなった。


    「行っちゃった……」


    　残念そうに肩を落とす由ゆ衣い。


    　僕は溜ため息いきを吐つく。残念だからではない。安心したからだ。本当に、滑こつ稽けいなほど僕は安あん堵どしていた。


    　どうして僕はあんなにあの子犬が怖こわかったんだ……？


    　考えてみても分からず、首を捻ひねるしかない。


    「あ、道草してる時間ないんだった！　お兄ちゃん、急がないと間に合わないかも！」


    　走り出す由衣。


    「……由衣が立ち止まったんだろ」


    　僕は後に続きながら軽口を返す。だが、頭の中は先ほどの子犬のことで一杯だった。


    　あの青い瞳が忘れられない。


    　逃げてくれて安堵したのに、何かをひどく間違えてしまった気がしていた。


    　宙から見た地球のような綺き麗れいな青色を思い出すと、胸の奥が波打つ。


    　走りながら視線を巡らせるが、子犬の姿はもうどこにもなかった──。


    



    　停留所にはちょうどバスがやってきたところだった。駆け込んだ僕を乗せると同時に扉が閉まり、バスが出発する。


    　窓の向こうで手を振る由衣に小さく手を挙げて応え、僕は空いている席に座った。そしてバスに揺られること十五分。奈な波なみ高校前という、そのままなネーミングの停留所に到着する。バスの中は既に奈波高校の生徒で一杯。一斉に動き出した人波の一部となって僕もバスを降りる。


    　少し塗装の剥はげかかった校門は半分ほどが開かれており、脇には女の先生が立っていた。周囲の生徒が「おはようございます」と挨あい拶さつする中、僕は何も言わずに門を通る。知らない先生に思えたからだ。しかし数歩行き過ぎてから、あれは担任だったと気付く。


    　──やっぱり今日は変だ。担任の顔を忘れるなんて、寝ね惚ぼけているにも程がある。


    　頭を押さえ、首を振った。


    「啓けいちゃん！」


    　その時、横手から声が響く。


    　足を止めて声の聞こえた方向を向くと、目つきの鋭い女生徒が僕を見ていた。今度はど忘れすることもない。彼女が誰かは声を聞いた時点で分かっていた。


    　名前は近こん桐どう咲さき。一つ年上で、今は高校三年生の僕の従姉いとこだ。彼女は手ぶらで、校門から歩いてきた風ではない。


    「咲ねえ、おはよ。今、登校してきたんじゃないよな？　バスに乗ってなかったし」


    「ああ、ちょっと空手部の朝練に参加してたんだよ。受験生とはいえ、勉強ばっかだと体に悪いからな」


    　咲さきねえは自分の背後を指差して言う。その先には空手部の道場がある。この学校の空手部は強豪で専用の施設を持っているのだ。三年生の咲ねえは既に引退しているのだが、こうしてよく顔を出しているらしい。


    「学校終わってからも予備校行ってるんだっけ？　確かにストレス溜たまりそうだなあ」


    「他人事みたいに言ってちゃダメだぞ？　啓けいちゃんも来年は──」


    　僕をジト目で睨にらみ、詰め寄ってきた咲ねえだったが、突然言葉を切る。そして、さっと僕から離れた。


    「……咲ねえ、どうしたんだ？」


    　変に思って僕が訊たずねると、咲ねえは目を逸そらして言う。


    「いや、汗臭いかなと思って……」


    「別に大丈夫だけど」


    　僕がそう答えると、咲ねえは安心したように息を吐く。


    「だ、だったらいいんだ。さあ、そろそろベルが鳴る。教室に行くぞ」


    　促され、僕は校舎へと歩き出す。咲ねえは僕から一定の距離を保ちつつ、隣に並ぶ。よく分からないが、まだ匂いを気にしているらしい。


    「……体を動かすのも気持ちいいけど、もっと何か別の気晴らしをしたいなぁ」


    　ふと、独り言のように呟つぶやく咲ねえ。


    「気晴らしか……旅行なんかは？」


    　僕は少し考えてから言う。


    「いいね。旅したいなー、旅。ほら、だいぶ前に啓ちゃんたちが家族で客船に乗って太平洋横断旅行しただろ？　あれぐらいスケールの大きい旅がしたいな」


    　咲ねえは空を見上げながら、懐かしむように言葉を零こぼした。


    「──え？」


    　思わず声が裏返った。鼓動が早くなり、息が苦しくなる。


    　家族での旅行。確かに行った……でも──。


    「ん？　まさか忘れたとか言わないだろうな？　三年前の夏休みに行ったじゃないか。あの年は啓ちゃんたちがいなくて退屈だったなあ」


    　覚えている。僕らは大きな客船で長い船旅に出たのだ。由衣はすぐに景色に飽きてしまったが、僕は楽しかった。船内で友達もできた。美み澄すみ透とう子こさんという女の子で、今でも文通が続いている。


    「あ……そういや、そうだったな」


    　思い返せば楽しいことばかり。


    　何な故ぜ、咲さきねえが旅行のことを口にした時、あれほど動揺してしまったのだろう。それがすごく不思議だった。


    　考えている間に、下駄箱の前までやってくる。学年が違う咲ねえとはそこで別れ、僕は自分の教室に向かった。


    　三年前の、夏。親父とお袋、僕と由ゆ衣いで行った家族旅行。


    　その長い、長い、船旅の記憶を頭の中で辿たどりながら──。


    



    　そこからは〝いつも通り〟の繰り返し。


    　授業を受けて、友達と喋しやべって、昼休みにはお袋の作ってくれた弁当を食べる。クラスメイトの多くは小・中学校からの顔馴な染じみで、気を使う必要もない間柄。


    　とても快適で、時間があっという間に過ぎていく。嫌いやな思いなど一度もすることなく、その日の授業は終わった。


    　級友たちと一緒に下校し、バスに乗る。そして停留所に止まるたび、段々と人数が減っていく。


    　やがて乗客は──僕一人になった。途端に車内が広く感じる。


    　窓から射さし込む黄昏たそがれの光、座席から感じるバスの振動、揺れる吊り革、黙々とハンドルを切る運転手の背中……周りに人がいなくなると多くのことが見えるようになる──感じられる。


    　僕は夕暮れの町を走る箱に乗って、帰るべき場所に運ばれる。自宅最寄りの停留所で降りると、そこには由衣の姿があった。


    「由衣？　何やってるんだ？」


    　真っ赤な西日に照らされて長い影を引きながら、由衣は笑う。


    「お兄にいちゃん、よくこの時間のバスで帰ってくるから……待ってみたの」


    　照れ臭そうに答える由衣。黒いセーラー服のスカートの裾すそを摘つまんだり離したりしながら、僕の顔を下からチラチラ窺うかがう。


    「熱でもあるのか？」


    「あ、ひどーい。せっかく心配してあげたのに」


    「心配って……」


    　僕は戸惑う。確かに朝からいろいろと妙な感覚を味わっていたが、由衣には悟られていないと思っていた。


    「だって今日のお兄ちゃん、どこか変だったもん。いっつも見てるんだから分かるよ」


    　自信満々で由衣は断言する。


    「……そうだな。確かに変だったかもな。でも、たぶん僕の勘違いというか……気のせいだったんだと思う。心配かけて悪かった」


    　僕は由ゆ衣いの言葉を認め、その頭に手を乗せた。


    「わ、やめてよー。あたし、もう子供じゃないんだから！」


    　頭を撫なでられて由衣は焦あせり、すぐに僕の手から逃れる。


    「はは、じゃあ帰るか」


    　僕は笑って、歩き出す。頬ほおを膨ふくらませながら、由衣は後ろから付いてきた。


    　だが──。


    「…………っ!?」


    　僕は立ち止まる。僕の家へと続く、細い一車線の道路。その真ん中に、小さな黒い影があった。赤い夕日に照らされながら、青く輝く瞳ひとみで僕を真っ直すぐに見つめていた。


    　朝も見た黒い子犬だ。


    　町から音が消える。遠くから聞こえていた車のエンジン音、鳴き交わすカラスの声、風に揺れる木々のざわめき──その全てが唐突に途切れた。


    　残ったのは自分の心音だけ。どくん、どくんという音が体の内側から鳴り響き、速度を増していく。


    　逃げろ、逃げろ、向き合うな！


    　体が、心が、そう叫ぶ。恐れることなどないはずの、小さな子犬。けれど、あれは僕を壊してしまうものだと、本能が訴える。


    　倒れた少女の姿を幻視する。絶望した少女の顔が脳裏を過よぎる。


    　何だこれは？　思い出したくない。思い出しては──いけない。


    　震える足で後退しようとした時、声が響く。


    「──お兄にいちゃん、もう無理みたいだね」


    　妹の声。けれど由衣は僕の後ろにいるはずだった。それなのに声は前方から聞こえた。まるで子犬が喋しやべったかのように。


    　路面に座っていた子犬が起き上がる。銀色の首輪についた鎖がシャランと音を立てる。


    「これ以上戦えないのなら……後はあたしに任せて。元々、一人で頑張るつもりだったんだもん。だから、大丈夫」


    　その声には寂しさが滲にじんでいた。そして、どうしようもないほど優しさに満ちていた。


    　胸が疼うずく。僕をがんじがらめにしていた恐怖さえも、一瞬忘れた。


    　離してはいけない。掴つかまなきゃ──。


    「……っ!!」


    　心の奥深くから沸き起こった衝動に突き動かされ、僕は足を前に踏み出そうとする。だが後ろから腕を掴まれ、僕は動きを止めた。


    　振り返る。セーラー服姿の由衣が僕を不安そうに見つめていた。


    「お兄ちゃん、どうしたの？　怖こわい顔してるよ？」


    　由ゆ衣いには子犬の声が聞こえていなかったらしい。


    　僕が足を止めている間に、子犬は背を向けて歩き出す。夕日の中を──遠ざかる。


    「あっ……」


    　思わず声を上げ、追いかけようとする。しかし由衣が僕の腕を強く握り締めた。痛いほど、強く。


    「ねえ……早く帰ろう、お兄にいちゃん。お母さんが家で待ってるよ？　帰るのが遅くなったら、お父さんに怒られるよ？」


    「家……」


    　朝見た情景を思い出す。出かける親父と、見送るお袋。毎朝、繰り返し見てきた日常。当たり前だった毎日。


    　帰りたい。玄関を開けて「ただいま」と言い、台所で夕飯の支度をしているお袋の顔を見たい。疲れた顔をして帰ってくる親父に「おかえり」と言ってやりたい。


    　だけど──由衣の手を振り払う。


    　夕ゆう闇やみに滲にじんで消えてしまいそうな子犬の背中を追いかける。


    　足を踏み出すごとに思い出す。偽りの記憶が剥はがれ落ちる。


    　親父とお袋は、もういない。三年前の海難事故で行方不明になってしまった。冷たい海の底に沈んでしまった。


    　人間としての由衣も、既にいない。だから成長することはない。中学生になることもない。セーラー服を着ることも……ない。


    「お兄ちゃんっ！」


    　背後から僕を呼ぶ声。彼女は本当の由衣じゃない。


    　僕が掴つかんでいなければならない手は、彼女の手ではない。


    　だから〝今〟がどれほど望んだ時間であっても、僕は認めるわけにはいかない。


    　けれど子犬に追いつき、手を伸ばした時──最も新しい記憶が蘇よみがえる。


    　僕にキスをした後、崩れ落ちた未み由ゆの姿。《天使王ミトロン》の剣を振り下ろしたアリッサの顔。


    　それは──僕にとっての絶望だった。


    　足が鈍る。息が乱れる。


    　あの時……どうすればいいのか分からなかった。何をするべきなのか分からなくなった。


    　失ってしまったことを理解したくなくて、思考を止めた。


    　たぶんそれが、最後の決定的な失敗。


    　アリッサの剣は折れ、エノクの樹に取り込まれた。その後どうなったかは……よく覚えていない。


    　だが恐らく、異界の《代界存在ロウラー》である《楽園の守護者ガブリエル》は顕現してしまっただろう。もしかしたらここは、エノクが神になった世界なのかもしれない。全てはとっくに手遅れなのかもしれない。


    　でも、由ゆ衣いは一人で戦うと言った。それなら僕もまだ戦わなければいけない。だって僕は決めたのだ。由衣の手は二度と離さないと。一緒に戦うのだと。だから──。


    　黒い小さな体を抱き上げる。すると銀色の首輪が光を放ち、黒い子犬は少女の姿へと変わる。狼の耳と尻尾しつぽを生はやした少女が腕の中に現れた。髪形はポニーテールで、青いワンピースを身に着けている。


    　中学生ではない、三年前の姿のままの由衣だ──。


    「お兄にいちゃん……いいの？」


    「ああ。由衣、ごめん。また一人にさせるところだった」


    　僕の言葉に、由衣は首を振る。


    「それでもよかったんだよ、お兄ちゃん。でも……ありがと」


    「一緒に戦うって大見得切ったのに、ここで逃げたら兄の面目丸つぶれだしな。なあ、由衣……ここはどこなんだ？　エノクが創った世界なのか？」


    　躊躇ためらいながら、震える声で由衣に問いかける。知ることは恐ろしかった。本当は聞きたくなかった。僕は倒れた未み由ゆと絶望したアリッサを見た瞬間、その先に続く未来を拒んだのだ。


    　僕は何も手放せない。失うことに耐えられない。


    　だから失なくさないように全力で足あ掻がいてきた。でも──そんな僕の在あり方が、あの悲劇を招いた。僕が〝僕〟であったから、大切なものを失った。


    　僕は気付いていた。全てはアリッサと未由を怖がっていた僕のせいなのだと。


    　そんな僕が壊れようとしているアリッサに言葉をかけられるはずがなかった。壊そうとしているのは僕自身だったから。できることは否定することだけ。愚かな〝僕〟を拒むことだけ……。


    　ゆえに僕は忘れていたのだろう。僕が〝僕〟であったことを──。


    　でも、もう構わない。僕は壊れてもいい。何があろうと最後まで由衣と戦う。たとえ全てが手遅れだったとしても。


    　僕はどんな事実でも受け入れる覚悟で、由衣の返事を待つ。由衣は僕をじっと見つめた後、端的に告げた。


    「この町は、もっと小さな世界だよ。お兄ちゃんの見てる夢」


    「へ……？　夢？」


    　戸惑う。何な故ぜなら、この町は──僕の故郷である奈な波なみ市は圧倒的なリアリティを持っていたから。アスファルトは触るとざらついていて、照りつける斜陽の光は熱を持っている。秋の風は肌寒く、空に薄く延びた雲はゆっくりと流れている。


    「うん、夢。でも、ただの夢じゃないよ。これは異界の天使が創り出した〝幸せな世界〟。光る葉に願って樹木化した人たちは幸せな夢を見ている……そんな風に鈴りんちゃんは言ってたでしょ？　たぶんそれと同じモノ」


    「じゃあ僕も、木に変えられたってことなのか……」


    　僕の記憶は、アリッサを覆おおい隠した緑の蔦つたが迫ってきたところで途切れている。あのまま僕も世界樹の一部になってしまったということなのだろう。だが由ゆ衣いは首を横に振る。


    「ううん、《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながったあたしたちは、異界の力と反発してる。だから吸収されたりはしないよ。ただ呑のみ込まれただけ。本当ならこんな夢も見ることはなかったと思うけど……」


    　由衣は言い辛づらそうに言葉を濁す。それで分かった。僕が絶望したから──僕自身が望んだから、夢に囚とらわれてしまったのだろう。現に由衣は、僕の夢の中にいる……中学生の由衣とは別に。それは由衣が自分自身の夢を見ていない証明。


    「悪い……僕のせいで」


    　ここは僕が願った幸せな世界。つまり〝不幸〟が存在しない場所。


    　三年前の海難事故こそが、僕にとって最大の不幸だった。だから事故が起こらなかった世界が創られた。両親と由衣が生きていて、当たり前の日常が続いていた世界だ。


    　一人きりになることがなかった僕は咲さきねえの家に居候することもなく、逃げ出すように遠くの学園を受験することもなかった。そんな……もしもの可能性。


    「いいよ……もう。中学生になったあたしを見るのは辛かったけど、お父さんとお母さんの姿は見れてよかった。だから、差し引きでゼロだよ」


    　由衣は複雑な感情の入り混じった顔で、ぎこちなく微ほほ笑えむ。それを聞いて、僕はちらりと後ろを見た。置き去りにしてしまった中学生の由衣は、もういない。見えなくなる距離まで走ってきたのか、それとも僕が夢だと自覚したことで消えてしまったのか──。


    　僕は由衣を抱き締めていた腕を解き、立ち上がった。


    「──ここから出る方法、分かるか？」


    　由衣に訊たずねる。どんなにこの世界が心地よくても、留とどまるわけにはいかない。ここにある幸せは、本物じゃないから。


    　脳裏にツグミの言葉が過よぎる。


    



    『たぶん、みんな知っているんです。どんなに信じたくなる夢でも、リアルな夢でも、それが幻だって。だから本当には満足できない。だから……ずっと眠り続けてはいられない』


    



    　それは決戦前に交わしたツグミとの会話。


    　ツグミの言うとおりだった。いくら夢に浸っていたくても、自分自身はごまかせない。これ以上眠っていることはできない。


    「えっと……お兄にいちゃん、とりあえず頬ほおを引っ張ってみたら？」


    　由衣の言葉に従って、自分の頬を思いっきり引っ張る。だが痛いだけで、変化は現れない。


    「……無理みたいだぞ？」


    　どうやら由ゆ衣いも夢から抜け出す方法は分かっていないらしい。


    「あ、あはは……ちょ、ちょっと待ってね」


    　少し焦あせった顔で腕組みをして考え込む由衣。


    　その間、僕は試しに魔術を使おうとしてみる。だが《姿の言葉シャープワーズ》を唱えても、変化は現れなかった。よく考えれば、夢の中にいる僕は普通の人生を歩んできた遠とお見み啓けい介すけだ。魔術なんて使えるはずもない。


    　後は目を閉じて念じたり、自分の頬ほおを叩たたいてさらに強い痛みを与えてみたりもしたが、どれも効果はなかった。ひりひりする頬を押さえ、僕は溜ため息いきを吐つく。


    　さすがに天使が見せる夢だ。普通の夢よりもずいぶん強固に作られているらしい。


    「あ、そうだ！」


    　煮詰まった僕だったが、由衣の声を聞いて顔を上げる。


    「どうしたんだ？　何か思いついたのか？」


    「うん。お兄にいちゃんの夢──幸せは、この町での日常そのもの。だから町から出れば、夢の外側に出るってことになるんじゃない……？」


    　あまり自信がない様子だったが、由衣は自分の考えを口にした。


    「そうだな……いけるかもしれない。試してみるか」


    「だったら、目指す場所は決まりだね」


    　由衣が僕の右手を握る。


    「ああ」


    　僕は由衣の手を引いて来た道を戻り始める。温かい団だん欒らんが待つ家から遠ざかる。


    　向かうのは奈な波なみ駅。


    　故郷に別れを告げる場所。新たな世界へ旅立つための玄関だった。


    



    
      ２

    


    



    　停留所に戻り、バスに乗って僕らは奈波駅へ向かう。一番後ろの席に由衣と並んで座った。


    　僕ら以外にも乗客はいたが、誰も獣耳と尻しつ尾ぽを生はやした由衣を気に留とめない。まるで僕らが見えていないかのようだった。音も遠く、彼らが交わす会話はひどく聞き取り辛づらい。


    　透明な壁を一枚隔てているみたいだ。


    　ここが夢だと自覚したせいかもしれない。


    　記憶を取り戻した僕と中学生ではない由衣は、夢から外れた存在。つまり、この世界の登場人物ではなくなったのだ。だから夢の住人は僕らを認識できない……という可能性は高いだろう。


    　けど──。


    　それぞれの会話に興じる人々の生き生きとした表情を見ていると、別の考えが湧わき上がってくる。だが、そんなはずはないと僕は首を振った。しかし一度頭に浮かんだ考えを打ち消すことはできなかった。


    　ここは……本当に僕の夢なのか？


    　未いまだにこんなことを思ってしまうのには理由がある。


    　かつて僕は鈴りんちゃんに言ったことがあった。夢の中では新たな出会いはないと。自分の知らない幸せを手に入れることはできないと。


    　だけど、こうしてバスの中を見渡すだけでも分かる。皆、偶然乗り合わせただけの他人だ。知らない顔だ。


    　町並みだって、僕は細部まで覚えているわけじゃない。宮みや島じまのように自分の町をくまなく歩き回った経験もない。それに僕が今朝登校した高校だって、本来なら想像もできない場所だ。担任の先生も知らない人だった。


    　たぶん、この世界は僕一人の記憶から構成されてはいないのだと思う。もしかしたら、果てなんてないかもしれない。そうしたら──。


    　ふと、自分がそうなることをわずかに期待していることに気付く。


    　……ダメだ。僕が望んだら、本当に夢が終わらなくなる。


    　知らない人間がいるのも、町があまりにリアルなのも、きっとこの夢を形作っているのが世界樹だからだ。現実の情報で夢を補強しているだけに違いない。


    　自分に言い聞かせるが、どうしても考えてしまう。


    　──この世界にも、アリッサと未み由ゆはいるのだろうか。


    　いたとしても、未由は辛つらい環境の中だろう。アリッサは《方はこ舟ぶね》の内側だろう。


    　だけど……やり直すことはできる。


    　僕がこれから戻る場所に比べたら、ずっとマシな未来を創れるかもしれない。


    「……妄もう想そう、だな」


    　自分に呆あきれ、僕は呟つぶやく。その声が聞こえたのか、由ゆ衣いが僕を見上げる。


    「お兄にいちゃん、手が震えてるよ」


    　由衣の左手と固く繋つないだ、僕の右手。確かに──震えていた。小さく、かたかたと。


    「怖こわいの？」


    　訊たずねられ、躊躇ためらいつつも正直に頷うなずく。


    「ああ、怖いよ」


    　馬鹿な考えを抱いてしまうほどに、怖い。


    「何が、怖いの？」


    　重ねて由衣は問う。僕は恐れている現実を口にする。


    「……目が覚めたときに、何を見るかが怖こわい」


    　夢から抜け出したら、まず未み由ゆの状態を確かめたい。アリッサがどうなったのかを知りたい。もし助けられるなら、どんなことをしてでも救いたい。


    　けれど、目の前にあるのが未由の死体と、完全に《楽園の守護者ガブリエル》と同化したアリッサだったら……。


    「何があっても、最後の最後まで由ゆ衣いの手は離さないって決めてる。スーラとの約束を果たす覚悟もある。だけど、それでも……怖いものは怖いんだ」


    　最悪である可能性は限りなく高い。


    　恐らく僕は、その現実をどうやっても許容できない。平静でいられるはずがない。だから自分の心が壊れる前に《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんする。発動条件が整っていなければ、整うまでひたすらに逃げ続ける。


    　たぶん僕に為なせるのは、それが精一杯だ。


    「そうだね……怖いね」


    　由衣が僕の腕に頭を預ける。それでやっと由衣も震えていたことに気付く。僕が震えていたから分からなかったのだろう。


    　あとは会話もなく、お互いの体温を感じながらバスに揺られる。


    　窓ガラスの向こうに流れゆく奈な波なみ市の風景を、ぼうっと眺め続けた。


    　そして十分ほどで奈波駅前に到着する。僕と由衣は手を繋つないだまま、バスから降りた。


    　頬ほおに当たる、潮風。


    　高台の上にある駅からは遠くの海も見渡せる。夕日が沈む赤い海をしばらく見つめてから、駅の中に足を向けた。薄暗い構内は静かで、誰もいない。駅員の姿もない。


    　けど、何かがおかしかった。僕は駅の中をぐるりと見回して──もう一度正面を向いたとき、違和感の正体に気がついた。


    　──自動改札機。


    　本来の奈波駅にはなかったもの。利用客の少ないこの駅では駅員が切符を確認していた。


    　それなのに今は、二台の自動改札機が設置されている。


    　閉じた改札機は、どこか扉のように見えた。内と外を区別する境界に──。


    「本当に、ここかもしれない」


    　僕は言う。


    　駅に来るまで、確信は持てていなかった。けど目の前に自動改札機が……本来存在しなかった〝扉〟がある。それは、この場所が夢の終端だという証あかしに思えた。


    　切符を買うため、券売機に向かう。


    　僕は少し考え、財布に入ってきた金を全て投入した。そして買える範囲で最も高い切符を二人分買う。それは、この場所から──心地よい夢の世界から一番離れた場所に行くという意思の形。


    　繋つないでいた手を解き、由ゆ衣いに切符を手渡す。並んで二台ある自動改札機の前に立つ。


    「行くぞ、由衣」


    　切符を持った手も、声も、震えていた。この先にあるものが、怖こわくて仕方なかった。だが宣言することで、踏み出す勇気を捻ひねり出した。


    「うん」


    　由衣は短く答え、頷うなずく。


    　二人同時に切符を入れ、改札を潜った。


    　その途端、何も見えなくなる。改札の向こうに見えていた駅のホームも、一瞬にして黒色に塗り潰つぶされる。


    　──ガコン！


    　改札の開く音が、やけに大きく暗くら闇やみの中に響き渡った。


    



    



    　潮風が鼻び腔こうをくすぐる。波の音が聞こえた。背中にはさらさらとした砂の感触。


    「ケースケ、ケースケ！」


    　そして、甲かん高だかい声。


    　体を揺すられて目を覚ます。僕を包んでいた闇に光が射さす。瞼まぶたの向こう側に広がっていたのは色鮮やかな世界。その中で最も美しい色は──金。


    「ケースケっ！」


    　輝くような金髪を持つ少女が、宝石のような碧へき眼がんで僕を間近から覗のぞき込んでいた。


    「アリッサ……」


    　少女の名前を呼ぶ。そして同時に気付く。これは夢だと。先ほどとは違う〝幸せ〟だと。


    「もうっ！　あたしを放って昼寝なんてしてるんじゃないわよ！　ケースケはあたしの世話係なんだから……そ、傍そばにいてくれないと困るじゃない！」


    　アリッサは頬ほおを染め、手を差し出してくる。


    　視線を移動させると白い砂浜が見えた。アリッサの向こうには、雲がすごい速さで流れる青空が広がっていた。


    　ここは、恐らく《方はこ舟ぶね》だろう。そして僕はアリッサの〝世話係〟としてこの場所にいるらしい。


    　それは本来、ジンの立ち位置だったはずだ。アリッサが開いた結界の穴から流れ着いた唯一の外界人がジン＝海かい道どう＝ロームウェル。なのに今は僕がその立場。


    　僕はジンのように《方舟》から魔術を奪って逃げたりはしない。だから、このまま《方舟》で一生を過ごすことになるはずだ。


    　これはそんな夢。あったかもしれない未来。


    　僕はアリッサの手は借りずに、体を起こす。


    「……ケースケ？」


    　握られることがなかった自分の手を眺め、それから僕を不安そうに見るアリッサ。


    　その表情を見て、心が痛む。


    　すぐにでも謝って、その手を掴つかみたかった。でも──この夢を受け入れるわけにはいかない。


    　それをすれば、また僕は何もかも忘れてしまう。夢の世界に浸ってしまう。


    　アリッサと二人きりで長い時を過ごし、互いに想いを育んでいくのだろう。もしかしたら子供を生なして、家族として生きていくのかもしれない。


    　想像するだけで、幸せな未来。選択肢や可能性は限られていても、満ち足りた人生を送れると思う。


    　それほどまでに、アリッサは僕にとって大きく、大切な存在だった。


    　本当に──この夢は僕が望んだ通りの幸せを与えてくれるようだ。そこまでして僕を夢に閉じ込めておきたいのだろうか。


    　ひどく、残酷だ。


    　夢を振り払うには、全ての幸せを否定するしかない。どんな理想的な未来より、過酷な現実を選び取らなきゃいけない。


    「なあ、アリッサ」


    　僕はアリッサの虚像へ呼びかける。


    「ケースケ、何？　すごく……怖こわい顔してるわよ？」


    　アリッサはおどおどと僕を見つめる。


    　この幸せを拒絶するのは難しい。由ゆ衣いですら入り込めないほど、この幸せは完成している。僕自身が──この夢を望んでしまっている。


    　それでも抜け出す方法はあった。これではダメだと言える理由があった。


    「僕は……アリッサの傍そばにいたい。アリッサに、傍にいてほしい。アリッサが、すごく、すごく大切だ」


    「な、何よいきなり！　あ、あたし急にそんなこと言われたって──」


    　慌てふためき、顔を紅潮させるアリッサ。だがその言葉を僕は遮さえぎる。


    「でも、同じくらい大切で……支えたい人がいる。その人がいない場所に、僕はいられない」


    「え……？」


    　戸惑うアリッサに僕は背中を向ける。


    　その瞬間、ぐるんと世界がひっくり返った。


    



    　体が転がる。頬ほおに畳の感触。目を開けると見知らぬ天井。そして──彼女の声。


    「啓けい介すけくん、起きた？　休みの日だからっていつまでも寝てちゃダメだよ」


    　仰向けに倒れたまま視線を動かすと、掛け布ぶ団とんを手に仁に王おう立だちする未み由ゆの姿があった。


    　──やっぱり、こう来たか。


    　これも、幻想だ。次にこの夢を見るのは予想できていた。アリッサとの幸せを否定できたのは、そこに未由がいなかったから。支えたい人が──いなかったから。


    　なら今度は、その願いを満たそうとしてくるのが当然の流れ。


    「ここは……どこだ？」


    　僕が訊たずねると未由は苦笑を浮かべた。もしかしたら現実ではもう見ることができないかもしれない笑顔に、涙が零こぼれそうになる。地面に崩れ落ちた未由の姿と重なり、今すぐ抱き締めて無事を確かめたくなる。


    「寝ね惚ぼけすぎだよ、啓介くん。もう笹ささ代しろのおじいちゃんちに来てから半年じゃない」


    「笹代の……おじいちゃん？」


    　だが衝動を全て堪こらえ、僕は平静に問い返す。すると未由は布団を置き、心配そうに僕を見た。


    「啓介くん……もしかして、さっきどこか頭をぶつけた？　笹代のおじいちゃんは、私のお父さんのお父さんだよ？　啓介くんが私をここまで連れてきてくれたの。一緒に逃げようって言ってくれたこと……忘れちゃったの？」


    　──ああ、そういう可能性みらいか。


    　僕はある程度状況を察する。


    　恐らく僕は友とも月づき家と学園から、未由を連れて逃げたのだ。何もかも捨てて、まるで未由の両親と同じように。たぶん楽な道のりではなかっただろう。だがどうにか父方の親類を見つけ出せたらしい。それでその家に居候をしている……。


    　──もしアリッサと出会ってなかったら……僕や未由に何の力もなかったら……こうするしかなかったんだろうな。


    　胸中で呟つぶやく。恐らくこれが自分たちだけの力で成し遂げられる最善の未来。未由と幸せになれる可能性の一つなのだろう。


    「啓介くん、ホントに大丈夫？　病院に行く？」


    　ずっと黙ったままの僕を見て、未由が手を伸ばしてくる。


    「いや──平気だ」


    　未由の指が触れる前に、僕は立ち上がる。


    「そ、そう……」


    　それでも不安な色を表情に浮かべる未由。


    　きっと本当に怖こわくて不安なのだろう。こんな遠くへ逃げてきて心細いのだろう。


    　支えたいと思った。ずっと支え合い、一緒に生きていきたいと願った。


    　たぶんこの夢でなら、その願いは叶かなうだろう。いろいろと苦労はするだろうけど、それでも幸せに暮らしていけるはずだ。


    　もう未み由ゆがいないかもしれない現実と比べれば、あまりに恵まれた世界。


    　でも、それでも──ダメなのだ。


    「ちょっと出かけてくるよ、未由」


    　僕は部屋を仕切る襖ふすまに手をかける。


    「え？　ど、どこに行くの？　まだパジャマのままだよ？」


    　確かに僕はパジャマを着ていた。だが関係ない。僕は今の自分を否定するのだから。


    　未由の方はよく見ればエプロン姿。確か未由はほとんど自分で料理をしたことがなかったはず。この家に来てから練習したのかもしれない。未由の手料理を食べられないのは、とても残念だった。


    「傍そばにいたい人がいるんだ。だから、ここにもいられない」


    　僕は未練を断ち切るように、襖を勢いよく開く。


    　──その向こうに広がっていたのは、黒い世界。幸せのひと欠片かけらすらない闇やみ。


    　溢あふれ出た暗闇は僕の幸せを塗り潰つぶし、呑のみ込んだ。


    　しばらく待ってみるが、新しい〝幸せ〟が提示される気配はない。


    　夢を創り上げている奴は気付いたのだろう。僕に完かん璧ぺきな幸せを与えることは不可能なのだと。


    　僕の幸せは矛盾している。どうしようもないほど破は綻たんしている。何も選べない、何も捨てられないから、絶対に幸せが成立しない。全てが満たされた幸せなど、僕自身も想像できない。そんな都合のいいもの、ありはしない。


    　だから僕を幸せな夢で閉じ込めることはできないのだ。この状況を招いたのは、こんなにも愚かな僕の〝在あり方〟なのに、今度はそれに救われた。


    「……皮肉、だな」


    　自分に呆あきれ、僕は呟つぶやく。


    　そこで、ふと気が付いた。僕の服装が変わっている。ボロボロになった傘さん陽よう学園の制服へと──。


    「まさか……」


    　カッターシャツの袖そでを捲まくり上げ、確認する。右手首に銀色の腕輪が嵌はまっていた。僕は本来の遠とお見み啓けい介すけに戻ったことを知る。由ゆ衣いも僕と一つになって、ここにいる。


    　ということは……夢から覚めたのだろうか。


    　黒一色に染められたこの空間は、現実なのか？


    　不思議な場所だった。全てが闇の中に沈んでいるのに、自分の姿だけはよく見える。光源がないというのに、だ。


    「やっぱり、これもまだ……夢か？」


    　僕は低く呟つぶやく。それは自問のつもりだった。しかし──。


    



    「ああ、その通りだ。ここは夢だよ、啓けい介すけ。ただし、今度は幸せな夢ではないがな」


    



    　返答があった。聞き覚えのある声が響いた。


    　闇やみの中にうっすらと緑の輝きが生まれる。その小さな光は闇の中に輪郭を描き出す。僕が立つ場所の姿を暴き出す。


    　そこは、牢ろう獄ごくだった。


    　ごつごつした岩に囲まれ、太い鉄格子が嵌はまった牢屋。それが僕を包んでいた闇の正体。


    　鉄格子の向こう側には、緑色に輝く三日月鎌を手にした人物が立っていた。


    　白く豪ごう奢しやな修道服を纏まとった金髪碧へき眼がんの少年──エノク＝ケテル。《群クラれウド》の党首であり、《楽園の守護者ガブリエル》の欠片かけらを持つ者。


    　そして、アリッサと未み由ゆを同時に奪った……僕の敵。


    　衝動が、体を突き動かした。


    「エノクッ!!」


    　叫びながら駆ける。拳こぶしを振り上げる。


    　ガンッ！


    　だが、鉄格子に肩がぶつかる。檻おりに阻はばまれる。隙すき間まから腕を伸ばすが、エノクには届かない。ぶつけられない怒りは言葉になって迸ほとばしる。


    「僕はお前を許さない！　未由を傷つけて、アリッサを絶望させたお前を、絶対にっ!!」


    　激しい怒りを込めて睨にらみつける。


    　そんな僕を見て、エノクは薄く笑った。


    「最後の一押しをしたのは自分だというのに、よく言ったものだ。キミには少なくともアリッサを救う機会があった。こう言ってやればよかったのさ。友とも月づき未由を殺したことなど気にしてないよ、とな」


    「エノ、ク……っ！」


    　あまりの台詞せりふに目の前が赤くなる。歯を噛かみ締めて、唸うなるように仇きゆう敵てきの名を呟いた。


    　確かに何も捨てられないという僕の在あり方が、この結果を招いた。何一つ選び取ることができなかったから、全員が傷ついた。アリッサと未由の好意に正面から向き合っていれば、違う未来があっただろう。アリッサの話をきちんと最後まで聞いていれば、エノクに付け入られる隙を作ることもなかっただろう。


    　それらは全部、僕のせいだ。だから僕は〝僕〟のために怒る権利なんてない。けど、アリッサと未由は別だ。二人があんなにも傷つけられていいはずがなかった。


    「がああああああっ！」


    　邪魔な鉄格子を掴つかみ、揺する。エノクにこの拳こぶしを届かせるために。けれど鉄格子はびくともしない。


    　腕力で抉こじ開けるのは無理だと判断し、右手を翳かざす。心の中で由ゆ衣いに呼びかける。《魔狼フエンリル》の力を引き出すために。本来の自分に戻った今なら、できると思った。


    「由衣！　《形式モード・貪れ魔狼デイバウアー》！」


    　叫ぶ。だが右腕に変化は現れない。由衣の声も聞こえない。


    「無駄だ、啓けい介すけ。夢の中にいる限り、魔術も《魔狼フエンリル》も使えないさ。ここは言わば異界──《楽園の守護者ガブリエル》の内側。力ずくでの脱出は諦あきらめるんだね」


    「く……そっ！」


    　悔しさを抑えられず、鉄格子を蹴けりつける。けれど足が痺しびれただけ。


    「どうだ、頑丈な牢ろうだろう？　ここはオレの──いや、先代《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の夢。彼にとっての原初の絶望。キミの生ぬるい夢と違って出口もない。己の幸せを──希望を全て拒絶したキミに、相応ふさわしい牢ろう獄ごくだ」


    　僕の手がギリギリ届かない位置に立つエノクは、冷然と告げる。


    「先代《頂の雄鶏ヴィゾフニル》の……夢？」


    「ああ、彼という〝在あり方〟が生まれた場所さ。キミは《方はこ舟ぶね》の誰かから、魔法の国の昔話を聞いたことはあるか？　悪い魔法使いに攫さらわれた聖女を、賢く強い王が助け出す話だ」


    　いきなりお伽とぎ噺ばなしのことを問われて、僕は面食らう。


    　何の関係があるかは分からないが、アリッサから聞いた覚えはあった。


    　それは星を神様として崇あがめる国での物語。


    　星ほし竜りゆうに仕える〝聖女レナ〟が悪い魔法使いに攫われ、王様は彼女を助けに向かう。そして敵のアジトに乗り込み、見事聖女を救い出す。


    　王様は悪い魔法使いとの戦いで大おお怪け我がをしてしまうが、聖女は星竜に祈って彼の傷を癒いやした。そんな、英えい雄ゆう譚たん。


    「……あらすじだけなら、知ってる」


    　話の細部までは聞かされていないので、僕はそう答える。


    　何な故ぜエノクはこの話を知っているのだろう。


    　これはアリッサが母親のヴェルさんから聞かされた物語だ。内容はどこにでもあるような昔話だが、星竜や聖女レナといった固有名詞は一般に広まっているものではない。たぶん《方舟》の関係者しか知らない物語なのだ。


    「そうか、なら説明する手間が省けるな。簡潔に言うと……だ。その昔話に登場する〝悪い魔法使い〟が先代の《頂の雄鶏ヴィゾフニル》なのさ。そしてこの牢獄は彼が生まれてから約二十年、幽閉されていた場所なんだよ」


    「な……？」


    　さらりと告げられた言葉の内容に息を呑のむ。


    　悪い魔法使いが先代の《頂の雄鶏ヴィゾフニル》？　ここがそいつの幽閉されていた場所？


    　お伽とぎ噺ばなしと現実をいきなり結び付けられて戸惑う。自分の立つ場所がお伽噺の中にある牢ろう獄ごくだと言われて困惑する。


    「また同時に、彼が一生を過ごした牢獄でもある。彼はね、ここで死んだのさ。つまりこの悪夢に出口はなく、キミは永遠にこの場所から出られない……」


    　エノクは緑の瞳ひとみに暗い光を宿らせて笑う。何もかも、既に手遅れなのだと宣告する。


    「──っ!?」


    　僕は改めて周囲を見回す。岩壁に囲まれた牢獄に、出口などは見当たらない。お伽噺と現実の関連性など、僕にとってはどうでもいい。今はこの夢に閉じ込められたことが、一番の問題だった。


    「くっ……」


    　諦あきらめられず、壁や床を手で探ってみるが、隠し扉の類たぐいも見つからない。


    　体から力が抜け、硬く冷たい石床に膝ひざを付く。エノクはそんな僕を哀れむように見た。


    「キミは愚かだな。どうせなら幸せな夢に浸っていればいいものを。幸せを拒んでも夢から覚めることはない。ただ、絶望が残るだけさ」


    「…………」


    　悔しくて拳こぶしを握り締めるが、言い返す言葉は思いつかない。


    　また……僕は負けるのか？


    　牢ろう屋やから抜け出す方法を考えるが、何一つ案は浮かばない。道具もなく、魔術も使えないのでは岩壁も鉄格子も破れはしない。完全に詰つんでいる。


    　由ゆ衣いと一緒に戦うと誓ったのに、こんなところで終わりたくはなかった。でも、何をすればいいのか分からなかった。


    　そんな僕をしばらく無言で眺めるエノク。だが退屈したのか、やがて一人で語り始めた。


    「──彼はね、世界に必要とされない人間だったんだ。要いらないから、この牢屋に押し込められて……いなかったことにされた」


    　エノクは牢屋の中にいる僕へ、まさにその〝彼〟を見るような眼まな差ざしを向ける。


    「なあ、啓けい介すけ。そんな彼がどうして悪い魔法使いになったのか、分かるかい？　魔法の国で皆から敬うやまわれる聖女を誘ゆう拐かいした理由が想像できるか？」


    　分かるわけがない。そんなことに思考を割さく余力もなかった。だから投げやりに答える。


    「……復ふく讐しゆうか？」


    　思いつく理由はそれぐらいだった。しかしエノクは呆あきれたように首を横に振る。


    「キミは同じ場所にいながら、全く彼のことが分かっていないな……。世界から必要とされなかった人間が望むのは〝誰からも必要とされること〟さ。だから彼は皆に愛されていた聖女を攫さらったんだ」


    　言われてみれば当然だった。望みとは、欠けたものを埋めるための渇かつ望ぼう。恐らく彼が欲していたものを一番多く持っていたのが、その聖女だったのだろう。


    　だがそこで違和感を覚え──ふと気付く。


    　エノクの言葉には矛盾があった。僕は出口がないという事実に打ちのめされていたが、お伽とぎ噺ばなしに目を向ければ粗あらだらけだ。


    「──待て。お前の言っていることはおかしい。悪い魔法使いはこの牢ろう獄ごくで死んだんだろ？　それなのにどうして聖女が攫えるんだ？　それにそいつが先代の《頂の雄鶏ヴィゾフニル》だっていうなら、生き延びていないと辻つじ褄つまが合わないだろう？」


    　突破口を見つけたかもしれないと思った僕は勢い込んで問いかける。けれどエノクは余裕の表情を崩さなかった。


    「生あい憎にくだが、啓けい介すけ。オレは何一つ、嘘うそは吐ついていない」


    　エノクはゆっくりとした口調で、言葉を区切りながら、僕に告げた。僕が聞き逃すことがないように。獲物の急所へ確実に刃を差し込むように。


    「な……そんなわけ──」


    　理屈に合わない。彼がここを出られなかったのなら、昔話そのものが存在しなくなる。


    「事実だよ。彼は暗くら闇やみの中で衰弱し……果てた。まあ、肉体だけだがな」


    「どういう意味だ？」


    「彼は檻おりという物理的な障害を越えることはできなかった。だから肉体を捨てて精神だけで脱出したんだよ。彼の魔法──強力な精神感応テレパスで牢番の体を乗っ取ってな。どうだ、啓介。同じ方法で脱出してみるか？」


    　口の端はを歪ゆがめ、エノクが訊たずねてくる。


    　──無理だ。


    　僕にそんな能力はない。


    　僕はごつごつした岩肌に囲まれた牢屋の壁と頑丈な鉄格子を眺める。魔法という条理を覆くつがえす力がなければ、この場所から抜け出すことはできない。これはそういう夢だから。


    　絶対に開くことのなかった牢の夢……魔術を封じられた僕にとって最悪の状況だ。


    　昔話の中に見出した矛盾も、脱出の鍵にはならかった。


    　これから先に待ち構えている圧倒的な虚無の時間が、圧のしかかってくる。


    　心が折れそうになる。みっともなく、ここから出してくれと懇願したくなる。だが……寸前で堪こらえた。


    　──自分が絶望した瞬間が最後じゃない。希望は自分の外側にもある。


    　心に刻まれたアリッサの言葉が僕を踏み止とどまらせた。


    　右手首に嵌はまる銀の腕輪が視界に入る。僕は今、一人きりではなかったことを思い出す。たとえ声は聞こえなくても、由ゆ衣いは僕の中にいる。僕は由衣と一緒に戦っていたのだ。


    　ぐっと拳こぶしを握り締める。


    　まだ、負けられない。絶望したら、エノクに屈したことになる。由衣との約束を破ることになる。思考を止めるな。考えろ……っ！


    　そもそも完全に脱出不可能な牢ろう獄ごくなら、エノクは僕を放っておくだけでよかったはずだ。


    　僕を生かしておく理由もない。全てがエノクの思う通りに運んでいるなら、こんな夢の中に閉じ込めず、現実の僕を殺せばいい。それをしないのは……できないのは、きっと何か訳がある。僕を夢に閉じ込めるしかない理由があるはずだ。


    　第一、エノクは敵だ。敵の言葉を鵜う呑のみにしてどうする。これまでの台詞せりふは全部嘘うそかもしれない。エノクにとっても僕は敵のはず。わざわざ真実を語る道理はない。


    　硬い岩の床を見つめながら頭を回転させる。


    　僕は夢の成り立ちを知り、出口も脱出手段もないことを知った。その結果、僕は諦あきらめかけた。


    　エノクが会話で誘導した結果が、そんな今の僕だ。じゃあ、仮にエノクが現れなかったとしたらどうだ？　きっと僕は暗くら闇やみの中、出口を探しただろう。こんなに早く、諦めようとはしなかったはずだ。


    　つまりエノクは──僕を早々に絶望させる必要があったんじゃないのか？


    　一つ、可能性を思いつく。


    　顔を上げ、立ち上がる。鉄格子に歩み寄る。


    「エノク、この夢は〝誰〟の夢だ？」


    　僕は鋭い口調で切り込んだ。


    　エノクは意表を突かれたような表情を浮かべたが、すぐに僕を馬鹿にした目で眺める。


    「物覚えが悪いな……ここは《頂の雄鶏ヴィゾフニル》の夢だと言っただろう？」


    「それはおかしい。《頂の雄鶏ヴィゾフニル》といっても、あくまで先代だろ？　エノクじゃない。どうしてここにいない奴の夢に僕を閉じ込められるんだ？」


    　僕は怯ひるまずに言い返した。するとエノクは一瞬、言葉に詰まる。


    「…………ああ、これまでの《頂の雄鶏ヴィゾフニル》はもういない。だがオレは今の《頂の雄鶏ヴィゾフニル》だ。先代より受け継いだ記憶からこの夢は構成した。だからここは紛まぎれもなく彼の夢さ」


    　エノクの説明は矛盾したものではなかった。けれど、間違いなくエノクはさっき動揺した。


    　確信を抱く。僕の質問は致命的なものだったのだと。ならば導かれる答えは一つ。これならエノクの行動に全て説明がつく。


    「いいや、違う。ここは〝僕〟の夢だ」


    　僕は言い切る。エノクが笑みを消した。


    「考えてみたら当然のことだ。〝僕が見ているんだから僕の夢〟なんだ。お前はたぶん、僕の夢に干渉しているだけ。《頂の雄鶏ヴィゾフニル》の話をしたのは、夢を補強するためだろ？　ここが脱出不能の牢ろう獄ごくだと僕に信じさせなければ、完全に閉じ込めることができなかったから！」


    　一気に捲まくし立て、僕は牢屋を囲む岩壁に近づく。


    「何をするつもりだい？」


    　エノクが平坦な声で訊たずねてくる。


    「僕の考えが正しければ、出口なんてなくても構わない。外に出る──目覚めてやるって気持ちを込めれば、絶望の檻おりそのものを壊せるはずだ」


    　僕は右みぎ拳こぶしを握り締め、振り上げる。


    　だが予想に反して、エノクは再び笑った。


    「はは、そうだな。キミの言う理屈ならそうなる。いい発想だと思うよ。試してみたらいいじゃないか」


    　未いまだ余裕を失わず、僕を促すエノク。


    「……っ！」


    　惑わされるな。できないはずがない。この壁は壊せる。そう信じろ。


    　アリッサと未み由ゆがどうなったかを知るかは怖こわい。けど、逃げ出した場所に戻らなきゃ、由ゆ衣いと一緒に戦うことすらできない。だから──。


    　全てに立ち向かう覚悟を込めて、拳を岩壁に振り下ろす。


    　ガッ──！


    　しかし、返ってきたのは鈍い痛みだけだった。びりびりと反動が腕に伝わり、僕は顔を顰しかめる。


    　壁は……壊れなかった。


    「何で……だ？　僕の考えは、間違っていたのか？」


    　血の滲にじむ拳を見つめて僕は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。けれどエノクは首を横に振る。


    「いいや──啓けい介すけの予想は当たっていたよ。ここはキミの夢だ。啓介自身の絶望を固めて《頂の雄鶏ヴイゾニフル》の牢獄を模したのさ。キミのような異物を完全に取り込むことはできないからね。それが精一杯の干渉だった」


    　エノクは肩を竦すくめ、軽い口調で説明する。


    「なら、どうして……やっぱり出口がないとダメなのか？」


    「そんなことはない。脱出方法の推測も正しいさ。この牢獄を構成するキミの絶望を、目覚めたいという気持ちが上回れば壁は壊れたろう。つまり……キミは口では何と言おうと、本心では目覚めたくないと考えているのさ」


    「違う、僕は目覚める覚悟を決めた。起きた出来事から逃げないって──」


    「ああ、そうだろうな。失敗は取り戻せない。だから否いやが応にも向き合う覚悟をしなきゃいけない。覚悟があってもなくても、起きてしまったことは変えられないんだから。けれど──〝これから起こること〟に対する覚悟はあるのかい？」


    「え……？」


    　心臓の鼓動が急に早くなる。寒気が背筋を這はい上がってくる。


    「はは、その様子じゃ……ありそうもないな。考えもしなかったって顔だ。いや──違うな、考えないようにしてたんだろ？　それが最も恐れていることだから！」


    「何を言って……」


    　冷や汗が頬ほおを伝う。


    「啓けい介すけ、キミが本当に恐れているのはアリッサと友とも月づき未み由ゆの〝現在〟ではない。目覚めた後で直面する〝未来〟なんだろう？」


    　狭い牢ろう獄ごくにエノクの声が高々と反響する。木こ霊だまとなって何度も何度も、僕の耳じ朶だを叩たたく。


    　聞かなかった振りは、今さらできない。忘れることもできない。


    　未来──目覚めた後の、未来。最悪かもしれない世界。


    　そこで僕が恐れているものは……。


    「なあ、啓介。夢から覚めたキミは、友月未由を殺したアリッサを許せるのか？」


    「……僕はこの目で見るまで未由が死んだなんて、信じない。そして……もし、もしも事態が最悪でも……アリッサを恨むのは筋違いだ」


    　言葉を絞り出す。元凶はエノクで、原因は僕だ。どこにもアリッサを恨む理由はない。


    「そうか、啓介は心が広いな。けど、アリッサはどうだ？　友月未由を殺した自分をアリッサは許せると思うか？」


    「それ、は……」


    　答えられなかった。僕はアリッサのことをよく知っているから。自分のしたことにどこまでも責任を持つ少女だと理解していたから。


    「もう分かっているんだろう？　アリッサは絶対に自分を許さない。キミに二度と顔向けできないと考え、心を閉ざす。《楽園の守護者ガブリエル》と融合したアリッサには、キミの声など届かない」


    「やめ、ろ……」


    　想像したくなかった。その先にある未来を思い描いてしまえば、僕は自分の役割を果たせなくなる。


    「啓介が目覚めて何をしようとしているかは、大方予想できる。そしてその目的は異界──《楽園の守護者ガブリエル》の駆逐だろ？　オレは負けるつもりはないが、もし《楽園の守護者ガブリエル》が滅びれば……同化したアリッサも共に死ぬ」


    「────っ」


    「つまり……キミは《楽園の守護者ガブリエル》に同化したアリッサをその手で殺してしまうかもしれないことが、一番、何よりも怖こわいんだ！」


    「やめろぉぉっ!!」


    　叫ぶが、エノクの声を掻かき消すことはできなかった。長く反響するエノクの声は僕の鼓膜を震わせた。


    　今度こそはダメだと……気付いてしまう。


    　失くした痛みに耐えて、取り戻すために戦うことならできる。けれど大切なものをこの手で壊すことだけは──どうやってもできない。


    　目覚めなければ、アリッサを殺さずに済む。たとえどんな状態であったとしてもアリッサだけは生きていられる。そんな思いがこの牢ろう獄ごくを形成している。


    「くそっ!!」


    　壁に腕を叩たたきつけた。しかし壁面にはヒビ一つ走らない。


    　……この壁だけは、壊すことができない。どうやっても。


    　未み由ゆはまだ死んでいないかもしれない。アリッサも救い出せるかもしれない。事実を何も確認していない以上、可能性は残っている。けれど状況から考えて、その可能性はとても低いのだ。だから僕の夢は、僕を閉じ込める。アリッサを守るために──。


    「チェックメイトだよ、啓けい介すけ。足あ掻がいてくれたおかげで、なかなか楽しめた」


    　エノクが勝利を宣言する。初めからエノクには詰みまでの道筋が見えていたのだろう。僕がどこで諦あきらめるのか、悠々と眺めていたに違いない。


    　僕はうな垂だれ、額を冷たい岩壁に押し当てる。


    　またしても僕は、エノクに敗れたのだ──。


    



    
      ３

    


    



    　暗い牢獄を淡く照らし出す灯火。それは、エノクが持つ三日月鎌の光。


    　敗北に打ちひしがれる僕は、その光を見たくなくて目を閉じる。


    『────』


    　その時、何か雑音が耳に届いた。


    　僕は縋すがりつくように体重を預けていた岩壁から体を離す。岩壁に押し当てていた額が少し痛い。


    　狭い牢屋の中を見回すが、何も変化はない。


    「啓介、何をしている？」


    　僕の行動を不審に思ったエノクが訊たずねてくるが、無視して耳を澄ませた。けれどやはり先ほど鼓こ膜まくを震わせたノイズは聞こえない。


    　ただの耳鳴りかもしれなかった。でも、声のような気もした。ざわざわとした人ごみの中で、ふいに名前を呼ばれたような──そんな感覚。


    　僕とエノクしかいない牢獄には、街中みたいな喧けん騒そうはない。けれど喧騒も静寂も、空間を満たす空気という意味では同じ。だから、その空気に溶けてしまわない声は耳に届く。自分だけに向けられた声には気づく。


    　僕はもう一度、岩壁に額を押し当ててみた。雑音が聞こえたときと同じ体勢をとる。


    『────』


    　かすかな音が、響く。


    　聞こえた。やはり気のせいではなかった。


    　僕はもっとよく聞こえるように、耳を壁に押し当てる。


    『────い……──すか！』


    　声だ。声が、壁の向こうから聞こえる。この壁は夢の境界。僕を閉じ込める牢ろう獄ごく。ならば壁の向こうにあるのは……現実だ。


    　耳を澄ます。かすかな声を意味のある言葉として捉えるために、意識を集中する。


    『──センパイ！　聞こえてますか、センパイ！』


    　バラバラだった声の欠かけ片らが集まり、形を成す。


    　ツグミの声だ。そう認識した瞬間、牢屋の中に声が大きく響き渡る。


    『返事をしてください！　センパイ!!』


    「なにっ……!?」


    　エノクが驚きよう愕がくの声を上げて、鉄格子の隙すき間まから視線を巡らせる。だが牢の中には僕しかいない。当然だ。これは外からの呼びかけなのだから。


    「ツグミっ！　僕だ！　ちゃんと聞こえてる!!」


    　僕は牢の低い天井に向けて大声で叫び返す。


    『あ……セン、パイ？　やっと……やっと届きました……』


    「ツグミは今、どこにいるんだ？　どんな状況か教えてくれ！」


    　壁の向こうにいるツグミへ問いかける。


    『私はセンパイたちを呑のみ込んでしまった大樹の傍そばから、精神感応テレパスで呼びかけています！　もう三十分近く返事がなかったので、私どうしようかと……』


    　響いてくる声に嗚お咽えつが混じった。


    　三十分……夢の故郷では朝から夕方まで過ごしたので、もっと時間が過ぎているかと思っていた。数分の転寝うたたねでも長い夢を見ることもある……それと同じなのかもしれない。


    　心配させてしまったことを申し訳なく思いながらも、僕は続けて問う。怯おびえる心を抑えつけ、一番知りたいことを──一番知りたくないことを問いかける。


    「ツグミ、未み由ゆとアリッサは……どうなった？」


    　返事が来るまで、恐らく一秒もなかっただろう。だが、僕にはその時間が永遠にも等しく感じられた。


    『大樹の中にいるセンパイたちの姿は、ここからでは分かりません。ですが陽ひ名な先輩はまだ全員、木の内側にいると言っています』


    「……全員？　僕だけじゃなくてアリッサと──未み由ゆの気配も陽ひ名なちゃんには〝視み〟えているのかっ!?」


    　信じられずに……けれど信じたくて、訊たずねる。


    『はい。未由先輩は生きていると陽名先輩は言っています。アリッサさんの気配もセンパイの近くに視えるそうです！』


    　────生きてる？　未由が、生きている!!　アリッサもまだ近くにいる！


    　僕はそれを聞くと同時に鉄格子の向こうにいるエノクを睨にらむ。


    「エノク！　これでもう僕が夢に留とどまる理由はなくなった。未由が生きているなら……アリッサが声の届く場所にいるなら、眠ってなんかいられない！」


    　一度は失敗し傷ついた右の拳こぶしを再び固める。


    「待て、啓けい介すけ！　キミが目覚めればアリッサは──」


    　エノクが初めて余裕を失くし、僕を制止しようとする。その慌てように僕は驚いた。


    　そういえば、まだ肝心なことが分かっていない。こんな牢ろう獄ごくを創り出してまで、どうして僕を夢に閉じ込めようとしているのか。何な故ぜ、外で意識を失っているはずの僕に止とどめを刺さないのか……。


    　だからエノクが何を言おうとしているかは気になった。けれどエノクの話を聞けば再び術中に嵌はまる恐れがある。
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    　今の僕なら、目覚めたくない気持ちを打ち砕ける。この機会を逃のがすわけにはいかなかった。


    「だあああああああっ!!」


    　大声を上げてエノクの言葉を遮さえぎり、岩壁に拳こぶしを振り下ろす。後のことは目覚めてから考える。どんな状況であれ、夢の中にいては何も変えられないのだから。


    　ビギッ!!


    　壁は、ひどく脆もろかった。拳は簡単に岩へめり込み、その余波で牢ろう屋や全体にひび割れが走る。


    　亀裂の向こうから眩まばゆい光が射さし込み、暗い牢ろう獄ごくを掻かき消していく。


    「後悔するぞ、啓けい介すけ！　キミにアリッサは……絶望した彼女は救えない!!」


    　最後にエノクの声が耳に届き、何も見えなくなった。地面さえも消失したのか、僕は逆さになって落ちてゆく。


    　そして──。
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     第二章　選ぶ過ち、導く答え


    



    
      １

    


    



    　瞼まぶたを開く。夢の殻からをこじ開ける。


    　まず目に入ったのは、緑色に淡く発光する木の表皮だった。


    「セン──イ……セ……パイ！」


    「啓……ん！」


    「ケイ──くん、聞……える？」


    　かすかな声が耳に届く。聞き取りにくいがツグミと陽ひ名なちゃん、それにスーラの声だ。


    　眼球を動かし、周囲の様子を確認する。


    　そこは樹木の壁に囲われた狭い空間。僕が閉じ込められていた夢の牢ろう獄ごくと広さはさして変わらない。声は壁の向こうから響いてくるようだった。


    「ここは……」


    　今度こそ目覚めたのならば、僕がいる場所は現実。恐らく……世界樹の内部。ツグミたちは分厚い壁の外側にいるのだろう。


    　もう、逃げ道はない。夢の中には戻れない。僕は、前に進むしかない。


    「大丈夫だ！　聞こえてる！　ありがとう……ここからは僕が何とかする!!」


    　外にまで届くように声の限り叫ぶ。すると「はい──待ってます！」という返事が小さく聞こえた。


    　何とかするということが、どうすることなのかはまだ分からない。けど、今からは僕が頑張る番だ。ツグミたちには十分以上に助けられたのだから。


    　まずは状況の把握だ……。


    　体を動かそうとして抵抗があることに気付く。視線を下ろし、自分の体を見ると細い蔦つたが何本も絡み付いていた。そして足元には、横たわる黒髪の少女──。


    「未み由ゆっ!?」


    　手を伸ばそうとするが蔦が邪魔をする。だが蔦は巻きついているだけで、縛られているというほどではない。僕はもがいて一本ずつ蔦を外し、体の自由を取り戻した。そして身を屈かがめ、うつ伏せに倒れている未由の様子を確認する。


    　口元に手を翳かざすと温かい息を感じた。呼吸をしている。ツグミが言っていた通り……生きている。


    　僕は安あん堵どし、胸を撫なで下ろす。見たところ外傷もない。気を失っているだけだ。


    　──ん？　外傷が……ない？


    　違和感を覚え、僕は未由の背中に目を向ける。


    　未由は《天使王ミトロン》の剣で背後から斬きられた。その証あかしとして制服のカッターシャツは大きく切り裂かれている。だがその下にある白い肌には傷一つない。


    　もしかしてアリッサは未み由ゆの服だけを斬きったのか？　いや……だったら未由は倒れたりしなかっただろう。間違いなく剣の一撃は未由にダメージを与えていた。《天使王ミトロン》の剣は異能の力──再生能力を殺してしまうはずなので、自然治ち癒ゆしたとも考えにくい。


    　僕は未由が崩れ落ちた瞬間を思い返してみる。あの時、僕は未由の傷を確かめている余裕はなかった。けれど……覚えている景色の中に〝赤色〟はない。僕は血を見ていない。未由は初めから出血していなかったのか？


    「……ケース、ケ」


    　混乱する僕の耳に、か細い声が届く。驚いて僕は顔を上げた。


    　そうだ、この場所には彼女もいるはずなのだ。それなのに何な故ぜ気づかなかったのか……。その理由は、彼女の──アリッサの変わり果てた姿を見た瞬間に分かった。


    「アリッサ……？　どうして、そんな──」


    　息を呑のむ。最後まで言葉を続けることができなかった。


    　アリッサは……全身が樹木化していた。肌は木の表皮と同じ焦こげ茶色に変質し、腕と足の先は内壁から伸びた緑色の蔦つたと繋つながっている。


    　あまりに樹木と同化していたため、僕はアリッサの姿をすぐに認識できなかったのだ。


    「よかった……ケースケなら、戻ってくるって信じてた」


    　そんな正視に堪たえない状態だというのにアリッサは微ほほ笑えむ。固まった表情を無理に動かしたせいで、ピシッとひび割れが頬ほおに走った。


    



    「ひどい有様だろ、啓けい介すけ」


    



    　僕が何も言えず立ち尽くしていると、どこからともなくエノクの声が聞こえてきた。視線を巡らせるが、僕ら以外には誰もいない。


    「探しても無駄だ。オレはもう《楽園の守護者ガブリエル》と融合している。言わば、この大樹そのものがオレさ。そして……アリッサもオレと同じく《楽園の守護者ガブリエル》の意思となるはずだった」


    　エノクの声は過去形で「なるはずだった」と言った。つまり今のアリッサは違うということ。


    「アリッサに何をした！」


    　僕は視線を定められないまま鋭く問う。


    「オレは何もしていない。何かをしたのは……アリッサの方だ。彼女は強引に《楽園の守護者ガブリエル》の力を抑え込もうとしている。だが既に《楽園の守護者ガブリエル》は彼女の器に収まるようなものではない。許容量を超えれば器は壊れ始める……。それが今の状態さ」


    　エノクの声には呆あきれと、諦あきらめの色が混じっていた。


    「今さら《楽園の守護者ガブリエル》の具現は止められない。溢あふれる力はアリッサの肉体を蝕むしばみ、砕く。だというのに何度説得しても彼女は聞かない」


    「それでも……時間稼ぎにはなるわ」


    　アリッサが弱々しい声でエノクに反論する。


    「時間稼ぎ？」


    　僕が問い返すと、アリッサは小さく頷うなずいた。


    「もう異界の具現が止められないのは……本当。でも、あたしが無理やり力を抑えこめば……完全な具現を遅らせることができる。その間に……ケースケ、お願い。エノクの天使因子を破壊して」


    「な……そんなの、どう見てもアリッサの体がもたないだろ！」


    　樹木化に侵されていくアリッサの姿を見ながら叫ぶ。アリッサが口を動かすたびに、体のどこかに亀裂が生まれていた。もはや目を離した隙すきに崩れ落ちてしまいそうな危あやうさがある。


    「ええ……そうね。だけど、あたしにできるのはこれぐらいしかないから。ミユを傷つけて……こんな事態を招いた責任を……取らせて」


    　目を伏せ、絞り出すようにアリッサは懇願した。


    「アリッサ待ってくれ、未み由ゆは生きてるんだ！　ほら、見えるだろ？　エノクが言ったみたいに灰になったりしてない。だから命で責任を取ろうなんて間違ってる！」


    　まるでもう生きることを諦あきらめているようなアリッサに僕は訴える。倒れている未由を指し示す。だがアリッサは力なく笑った。


    「ミユが死んでいないことは……すぐに気が付いたわ。《天使王ミトロン》の剣は魔術や異能の力を否定する。だから生まれついての怪物だったキメラは……存在自体を否定されて灰になった。けど……ミユが混血の力を持ったのは最近。たぶん、あたしの剣は未由を人間に戻したんだと思う」


    　淡々と推測を述べるアリッサ。


    　それが正しいならば、アリッサの剣が殺したのは未由に流れる《半高次存在ハーフヴイナー》の血だけだ。確かに夏休み前まで、未由の身体能力は普通の人間と変わらなかった。支配の力を用いることや、血を欲しがることもなかった。つまり後天的な混血だったから、未由は助かったのか……。


    「そこまで分かっているならどうして……。未由はきっとアリッサを恨んだりしない。むしろ普通の人間に戻れたことを喜ぶはずだ。アリッサが責任を感じることなんて何もない！」


    「……それでもあたしは、未由を斬きったのよ。エノクの言うとおり、あたしはあの瞬間……ミユなんていなくなればいいって思った。そんなあたしは、もうケースケとミユの傍そばにいちゃいけない。たとえミユが許してくれても……あたしは自分が許せないの」


    　アリッサは僕に虚うつろな目を向けて、悲しげに言う。その表情は空っぽだった。《天使王ミトロン》の剣が折れた時と同じ顔──絶望の色。


    「自分が許せないから……自分の命を諦めるっていうのか？　絶望しても終わりじゃないって言ったのはアリッサだろ？　そんなにあっさり自分を見限らないでくれ！」


    　僕はアリッサに詰め寄り、叫ぶ。


    「……憶おぼえていてくれたのね、その言葉。うん……あたしも忘れてない。だからあたしはあたしに絶望したけど……ケースケは絶望しないって信じた。ケースケだけは守ろうって決めたの」


    「え……？」


    　アリッサの瞳ひとみに光が戻り、僕は驚く。


    「ケースケはきっと目覚める。けど、その時《楽園の守護者ガブリエル》が完全に具現していたらケースケは《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんしちゃう。そう思って、あたしは……ケースケが人間のままで決着をつけられる可能性を残すことにしたのよ」


    　それが時間を稼いでいた理由。必死になって《楽園の守護者ガブリエル》を抑え込んでいたわけ。


    　絶望しても、アリッサは変わっていなかった。どこまでも──強かった。


    　僕は言葉を失なくす。アリッサの覚悟を覆くつがえす方法が思いつかなかった。どうやってもアリッサに勝てる気がしなかった。


    「分かったか、啓けい介すけ？　こういうことだ……」


    　疲れたようなエノクの声が響く。


    「キミは目覚めるべきじゃなかった。キミが完全に絶望し、夢から出ることを諦あきらめていれば、アリッサも無駄な時間稼ぎをやめただろう」


    　エノクは僕を責めるが、アリッサは首を横に振る。


    「ううん、ケースケは何も間違ってない。だから……戦って。エノクに勝って」


    　アリッサの言葉に体が震えた。アリッサが限界を迎える前に、エノクを倒すしかない。そう覚悟を決めようとする。だが──。


    「啓介、やめておけ。オレがキミと戦い、力を使えば……それを抑えきれなくなったアリッサは砕け散る。オレはアリッサを殺したくはない」


    「そん、な……」


    　エノクの忠告で、唯一かと思われた選択肢さえ塞ふさがれる。


    「こうなれば道は一つだ、啓介。自ら命を絶て」


    「あんた、何を──っ!?」


    　エノクの台詞せりふを聞いたアリッサが表情を強張らせる。


    「アリッサに無駄な抵抗をやめさせるにはそれしかない。その小さなドーム内はアリッサに支配されて、オレは手出しができないんでな。やれるならば……寝ている間に殺している。アリッサを守りたいだろう？　なら──とっとと死ね」


    「黙りなさい!!」


    　アリッサが叫ぶ。するとエノクの声が小さくなり、途切れた。だがアリッサの体に複数のひび割れが同時に走る。エノクの干渉を退けた代償だろう。


    「今のは……本当か？　僕とエノクが戦えばアリッサは──」


    　僕は呆ぼう然ぜんとしながら問いかける。頭の中ではエノクの言葉が反響していた。


    「……平気よ。少しぐらいの間なら持ちこたえてみせるわ。だから啓けい介すけ、馬鹿なことは考えないで」


    　返事は頼もしかったが、僕にはアリッサが強がっているのが分かってしまった。エノクが言っていたことは事実なのだろう。


    「今、出口を作るわ。ミユを連れて外へ出て。そして──エノクを倒して。レンダイの時みたいにヒナたちと協力すれば、きっと勝てる」


    　アリッサは目を閉じて念じ始める。すると樹木の壁に虚うろが開いた。未み由ゆを背負っても、しゃがめば何とか通れそうな大きさだ。


    「さあ、ケースケ。早く」


    「アリッサ……待ってくれ。僕は──嫌いやだ。アリッサが死ぬぐらいなら、《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんした方がずっとマシだ。無理をして《楽園の守護者ガブリエル》を抑えなくていい。後は僕に任せてくれ！」


    　アリッサの肩を掴つかんで訴える。手の平に伝わるのは木肌のざらついた感触。それが痛々しくて、堪たまらなかった。


    「ダメ……人間のままで勝てる可能性を捨てないで。ケースケは、いなくなっちゃいけないの。ヒナたちや……ミユに必要とされてるんだもん。だから命を懸ける順番は──あたしが先よ」


    「違う、アリッサが死んだら意味がない。僕は誰も──失なくしたくないんだ。そのために戦ってるんだ……そのためにしか戦えないんだ！」


    　僕は必死に言い募る。だがアリッサの表情は変わらない。


    「……ありがと、ケースケ。だけど、あたしのことはもう守らなくていいの。ケースケが大切に思う人を──ミユを疎うとましく思っちゃったあたしは……ケースケに守られる資格なんてないのよ。だから──」


    



    「アリッサさんは……馬鹿だよ」


    



    　アリッサを説得する言葉も尽きかけた時、背後から細く小さな声が響いた。


    「ミユ……」


    　僕が振り返るより早く、アリッサが少女の名前を呟つぶやく。未由は地面に手を付き、立ち上がろうとしていた。漆しつ黒こくの瞳ひとみに強い意志の光を灯ともし、アリッサを睨にらんでいた。


    「話は、途中から聞いてたよ。私を疎うとましく思ったから……守られる資格はない？　そんな程度で自分に絶望するなんて……どれだけ自分を綺き麗れいな人間だって思ってたの？」


    「え……？」


    　アリッサはポカンとした顔で未由を見つめる。


    「アリッサさんは、最初からそうだったよね……。裏表がなくて、真っ直すぐで、強くて、明るくて……私、そんなアリッサさんが怖こわかった。完かん璧ぺきすぎて……人間じゃないみたいで……物語の中にいるヒロインみたいで……勝てる気がしなかった」


    「ミユ、何を……言ってるの？」


    　戸惑いの表情を浮かべ、アリッサは問う。だが未み由ゆは構わずに言葉を続けた。


    「私、ずっとアリッサさんに嫉しつ妬としてたよ？　いつも啓けい介すけくんの傍そばにいるアリッサさんを見て、羨うらやましいって思ってた。いなくなればいいのにって思ったことも……数え切れない」


    　未由は苦笑する。


    「けど……それでもアリッサさんのことは好きだし、私を何度も助けてくれたことを感謝してる。怪け我がをしたら心配だし、死んじゃったらすごく悲しいと思う。だから結局は……いなくなってほしくないって気持ちの方が強いの。アリッサさんは……どう？」


    「あ、あたしも……ミユがいなくなったら嫌！　いなくなってほしいって思う以上に嫌よ。そんなの当たり前じゃない！」


    　アリッサは即答する。


    「うん……そう、当たり前。なら、私とアリッサさんの……何が違うの？」


    「え……？　あ──」


    　はっとした表情を浮かべ、アリッサは言葉を失なくした。


    「私、アリッサさんが生まれ育った《方はこ舟ぶね》を見たよ。すごく綺き麗れいな場所だった。だからアリッサさんも綺麗に育ったんだと思う。でも、その分……知らないことがたくさんあったんだよ。アリッサさんはこの街で過ごす間に、それを少しずつ知っていっただけ。私たちに近づいただけ。私と同じ〝人間〟になっただけなの」


    　ふらつきながらも未由は一歩一歩こちらに近づく。


    「アリッサさん……嫉妬して、少し悪いことを考えただけで絶望していたら〝人間〟は、やっていけないよ？」


    「で、でもあたしはミユを剣で……」


    「それはアリッサさんの結論だったの？　私に消えてほしいって思いが他の気持ちに勝まさった結果なの？」


    「違う！　あれは一瞬の衝動をエノクに利用されたの。ミユがいなくなればいいって心の隅で考えても、あたしはそれを絶対……結論にはしなかった！」


    　すぐ傍までやってきた未由から目を逸そらさずに、アリッサは断言する。


    「だったら、いいじゃない。人間は馬鹿でずるいから、後悔して思い悩むのは取り返しのつかないことになった時だけ。私はこうして生きているんだし、アリッサさんは絶望する必要なんてないんだよ」


    　未由はふわりと微ほほ笑えみ、樹木化したアリッサの頬ほおに手を添えた。


    「ミユ……あたしを許してくれるの？　あたしは、あたしを許していいの？」


    「私は、アリッサさんを許せるほど綺き麗れいじゃないよ。アリッサさんが自分を許してくれないと、立つ瀬がないくらい汚きたないの」


    「……ありがとう、ミユ」


    　顔を伏せるアリッサ。地面に小さな雫しずくが落ちて、弾けた──。


    



    
      ２

    


    



    　未み由ゆは、僕がどうにもできなかったアリッサの絶望を否定してくれた。アリッサは自責の念を涙で洗い流すかのように泣いた。


    　けれどその間にもアリッサの体には細かい亀裂が増えていく。肉体の限界は着実に近づいているようだった。


    「アリッサ」


    　呼びかけると、アリッサは顔を上げて僕を見る。目は赤くなっていたが、その瞳ひとみから絶望の影は消えていた。


    「何、ケースケ？」


    「《楽園の守護者ガブリエル》を抑えるのをやめてくれ。それ以上無理をしたら……アリッサが死ぬ」


    　今なら頷うなずいてくれると思った。けれど僕の予想は裏切られる。


    「……ごめん、それはできないわ」


    　アリッサは、はっきりと首を横に振った。明確な拒絶を示した。


    「な……どうしてだ？　まさか、まだ自分には守られる資格がないとか思ってるのか？」


    「ううん、そうじゃない。ミユに言われて、自分を見限るのはまだ早いって気付いた。だから自分の命を軽く見ているわけじゃないの。けどね、それでも……あたしは、ケースケを守りたいのよ」


    　苦笑を浮かべ、アリッサは言う。そこに悲壮感はない。ただ、自分のやるべきことを見定めた強い覚悟だけがあった。


    「守りたい……？　やめてくれよ……このままじゃ、僕がアリッサを守れなくなる！　アリッサを失うことが分かっていて、戦えるはずないだろ！」


    「あたしは簡単に死んだりしないわよ。ケースケがエノクを倒すまで、耐え切ってみせる。もし仮に、その後あたしがいなくなったとしても……大丈夫。ケースケは空っぽにならないわ。だって──ミユがいるんだもの」


    　僕の隣に立つ未由へ視線を移し、アリッサは微ほほ笑えんだ。


    「アリッサさん……」


    「ケースケをお願いね、ミユ」


    　アリッサは自分の全てを託すかのように、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。


    　未み由ゆは戸惑った顔で僕の方を向く。「これでいいの？」という眼まな差ざしで僕を見る。


    



    　──いいはずが、ない。


    



    　両の拳こぶしを握り締める。夢の中で僕は自身の〝幸せ〟をはっきりと認識した。僕の一番の望みは……アリッサの傍そばにいること、未由を支えていくこと、ずっと共に過ごしていくこと。どちらが欠けても、僕はその幸せを受け入れることができなかった。


    　アリッサがいてくれなければ、ダメなのだ。たとえ矛盾だらけの望みでも、夢に思い描くことすらできなかった理想でも、僕はそれ以外に選べない。


    　だが単に駄々を捏こねても、アリッサの意思は変えられないと思う。僕が〝今の僕〟である限り、アリッサを説得することはできないだろう。


    　選べないのが僕の〝在あり方〟だとアリッサも分かっているはずだから。


    　アリッサは……弱い僕の代わりに選んでくれようとしているのだ。


    　ゆえに〝在り方〟を言い訳にはできない。もっともっと深い──僕が心の底に沈め、隠してきた本当の想いでなければ、アリッサには届かない。


    「アリッサ、聞いてくれっ！」


    　無理やり絞り出した声は、まるで悲鳴のように狭いドーム内に響いた。


    「な、何？」


    　驚いた顔でアリッサが聞き返す。


    　体が震える、喉のどが渇かわく。


    「み、未由も……聞いてくれ」


    　隣の未由にも掠かすれた声で言う。視線は泳ぎ、目を合わせることができなかった。


    「う、うん」


    　どこか気け圧おされた様子で未由は頷うなずいた。


    　僕は、ごくりと唾つばを飲み込む。


    　息が苦しい。体が「言うな」と訴える。なぜなら、これから言おうとしていることは僕の在り方に反するから。全てを失うかもしれない言葉だから。


    　本当は──とっくの昔に〝答え〟は出ていた。


    　自分でも気付いていた。それなのに、その答えを口に出せなかったのは……〝間違っている〟と分かっていたからだ。


    　何度も正解を探そうとした。けれど、僕の答えはどうやっても間違ったままだった。


    　僕はそんな〝間違った答え〟を──心の奥底から吐き出す。呆あきれられてもいい。大切なものを失なくすことになってしまっても構わない。アリッサを今、繋つなぎとめる可能性があるのは、


    　僕の答え──本心だけだから！


    「ぼ、僕は……アリッサと未み由ゆが、す、好きだっ!!」


    「「へ……？」」


    　二人がポカンと口を開ける。


    　顔に血が昇る。心臓が早はや鐘がねを打ち、鼓動の音が耳の奥で鳴り響く。


    「初めて一緒に戦った時から、僕はアリッサに憧れていた。同じ部屋で同じ時間を過ごすうちに、ずっと傍そばにいたいと思うようになった。いつまでも肩を並べて歩きたいって、心の底から願った。もっともっと強い絆きずなを望むようになっていった。その気持ちは〝好き〟って言葉以外、何も当てはまらない！」


    　アリッサへの想いを声に乗せる。


    「未由のことは、最初は少し由ゆ衣いと重ねていた。クラスメイトから弾かれていく未由が、暗い海に沈もうとしている由衣みたいに見えたんだ。だから僕はずっと、未由の手を掴つかみたいと思ってた。いつでも未由の姿を目で追うようになっていた。偽善だって思いながらも、未由を支えたい、未由に近づきたいって願ってた。アリッサのおかげで一歩を踏み出してからは、その気持ちはもっと強くなった。友とも月づき家に翻ほん弄ろうされる未由を、命がけで守ろうと思った。由衣への罪悪感だけじゃない……未由のことを好きだったから、そう決めた」


    　未由への想いを言葉に変える。


    「……アリッサと未由への想いは同じじゃない。でも、好きとしか言い表せない。軽い好きじゃなく、本当に大切で誰にも譲れない〝好き〟しか当てはまらない！」


    　僕の〝在あり方〟を支える想い。より深い部分にある、単純な気持ちを曝さらけ出す。


    「僕はどうしようないぐらい、二人のことが好きなんだ！　近くにいると鼓動が速くなって……でも安心して、もっと近づきたくなって、触れたくなる。離れていると何かが欠けたみたいで落ち着かなくて……苦しい。もうずっと前から僕はアリッサと未由に恋をしてた！」


    　そう、これがごまかしようのない僕の心。選ぶとか選ばないとか、どちらの方がとか、そんな考えを差し挟む余地がないほど、僕はただ二人が好きだった。でも──。


    「……この〝答え〟が間違っているのは分かってる。アリッサと未由は僕一人を好きになってくれたのに、僕は二人が好きだなんて言った。こんなの、想いの量が釣り合わない。二人の気持ちを裏切ってる。だから言えなかった。長い間、逃げてきた」


    　僕はアリッサと未由に嫌われることが何より怖こわかった。最も大切な人だから絶対に失いたくなかった。間違った答えしか導けなかった僕は、自分の想いに気付かない振りをするしかなかった。


    　これはそんな最低な自分を吐と露ろする──最悪の告白だ。


    　アリッサと未由は呆ぼう然ぜんと僕の顔を凝視している。気持ちを奮い立たせて、二人の顔を正面から見つめ返す。


    「だけど、もう自分が辛つらいから……嫌いやだからって逃げてられない。逃げていたら伝えられない。今、アリッサを止めようとしている理由は一つだ。未み由ゆの手を意地でも離さなかった理由は一つだけだ！　アリッサが……未由が……好きだから。愛している人を死なせて堪たまるかよ!!」


    　一気に言い放つ。息継ぎをほとんどしなかったので酸素が足りない。


    　肩で息をしながら、二人の顔を順番に眺める。結局、僕が口にしたのはわがままだ。けれどそのわがままが絶対に譲れないものだと知ってもらう必要があった。そうしなければ覚悟を決めたアリッサと互角に渡り合えないから──。


    「あの……啓けい介すけくん」


    　未由がおずおずと手を挙げる。アリッサはまだ呆ほうけたままだ。


    「な、何だ？」


    　緊張しながら問い返すと、未由は小さく首を傾かしげながら訊たずねてきた。


    「二ふた股また希望？」


    「いや、ち、ちが……違わないけど、違う！　い、今のは単に僕の気持ちであって、そこからどうするかとか考えてなくて……それに、二股なんて関係は絶対に破は綻たんするし──」


    　いきなり言い訳のできない部分を突かれ、僕はしどろもどろに答える。


    「そうだね。私はアリッサさんなんて比較にならないほど嫉しつ妬と深いと思うから、二股とか大変そう」
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    　何がおかしいのか未み由ゆは口元を押さえてクスクス笑う。


    「ねえ、啓けい介すけくん。仮に私とアリッサさんのどちらか一人と付き合うことになったとするね。その時、付き合わなかった方のこと、嫌いになる？」


    「え……？　そんなわけないだろ」


    　即答すると、未由は続けて問いを重ねる。


    「じゃあ──好きなまま？」


    　今度はすぐに返事ができなかった。だが、二人との幸せな夢を見せられた時に結論は出ていた。軽けい蔑べつされることを恐れながらも、正直に答える。今さら嘘うそは吐つけない。


    「……そうだと思う」


    　どうやっても想いは消せない。そんな簡単に揺れ動く気持ちなら、とっくに正解を見つけられている。たとえどちらかと無理やり距離を取ったとしても、僕はもう一度その手を繋つなぎたいと思い続けるだろう。


    「なら、もし私だけが啓介くんと付き合えても……浮気されているのと同じだね。どっちにしても二ふた股また」


    　未由は笑顔のまま言う。怒っているのかもしれない。僕は筋の通らないことを言っているのだから当然だろう。


    「あ、あの……」


    　何か言わなければと口を開く。だが未由は僕の唇に指を当て、言葉を制する。


    「啓介くん、ここまで言ったのなら開き直ってほしいな。そうじゃないと……嬉うれしいのに喜べないよ」


    「……未、由？」


    「啓介くんの答えは、間違ってるかもしれない。すぐに破は綻たんする結論かもしれない。でも……私は今、啓介くんが好きだよ。だから、私のことを好きだと言ってくれるなら……この先ずっと、私が啓介くんを好きなままでいられるように……して」


    　瞳ひとみを潤うるませて、未由は僕に懇願した。


    「啓介くんは想いの量が釣り合わないって言ったけど……そんなところで諦あきらめないでほしい。私と……アリッサさんの気持ちに負けないぐらい愛してほしいよ。これまでみたいに、どんなことがあっても私の手を離さないでいてほしいの」


    　そう言って、僕に右手を差し出す未由。


    　僕は先ほど告白した時の覚悟など、まだ生なま温ぬるかったことを思い知る。間違っている答えなのだからと、僕はその先にある未来を見限っていた。自分の幸せを諦めていた。最終的な結論を二人任せにしていた。けど、それじゃダメなんだ。


    　僕自身の幸せを諦めるのは、未由たちの幸せも放棄しているのと同じ。たとえ今は思い描くことができなくても、未来を見捨ててはいけなかった。先へ進むための選択として、この答えを選ぶべきだったのだ。


    　握りしめたままだった右の拳こぶしを解とき、未み由ゆの右手を握る。


    「未由が僕を、ずっと好きでいてくれるように……してみせる。ずっと支えていきたい」


    　まずは未由と向き合うために、はっきりと告げる。


    「──うん、私も啓けい介すけくんを好きでいたい。啓介くんに好きでいてほしい。啓介くんに支えてほしい」


    　未由は目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐって頷うなずき、顔を俯うつむかせる。


    「あはは……恥ずかしくて、もう啓介くんの顔を見てられない。うん……今の啓介くんなら大丈夫。アリッサさんにだって勝てるよ」


    「あ……」


    　未由は僕の覚悟がまだ足りないことを見抜いて、背中を押してくれたのだろう。自分では踏み込めなかった一歩を──踏み出させてくれた。


    「……ありがとう、未由」


    　僕は未由の手を握ったままアリッサへと向き直る。


    　視線が合うと、アリッサはびくっと体を震わせた。


    「へ？　え？　あの……えっと──」


    　視線を彷徨さまよわせ、アリッサは形にならない言葉を紡つむぐ。


    「アリッサ、もう一度言う」


    「は、はいっ！」


    　上うわ擦ずった声を上げ、緊張した顔で頷くアリッサ。正反対に僕は落ち着いていた。心は未由のおかげで定まった。迷うことは何もない。間違いだと分かっていて、それでも足を前に進めたのなら……今さら止まってはいけない。


    「僕は、アリッサが好きだ」


    「ほ……本気で言ってるの？　ケースケが、ホントにあたしのことを？」


    　信じられないといった調子でアリッサが聞き返してくる。


    「ああ、めちゃくちゃ本気だ。僕はアリッサの一番近くにいたい。アリッサに傍そばにいてほしい。他の誰にもアリッサの隣を奪われたくない。遠くに行ってほしくない。だから……絶対に死なせたくない。アリッサ、もう無理をするのはやめてくれ」


    　アリッサの瞳ひとみを覗のぞき込みながら、僕は言う。途端にアリッサの目から涙が溢あふれた。


    「や、やめてよ……ケースケ。こんな時に、そんなこと言わないで。あたしだってケースケが好きだから……ケースケを死なせたくないから、《楽園の守護者ガブリエル》を抑えてるの。二人が同じことを言っていたら結論が出ないじゃない」


    「同じじゃない。《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かんは未知数だ。僕が人間に戻れないと決まったわけじゃない。でも、アリッサはこのままだと確実に死ぬ。なら、どっちを選ぶべきか分かるだろ？」


    「分かんないわよ！　あたしはどんなことをしてでもケースケを守りたいの。だから絶対譲らない。ケースケはあたしのことを好きだって言ってくれたけど……あたしはその何倍もケースケが好きなんだから！」


    　泣きながら大声で叫ぶアリッサ。先ほどまでの僕なら、ここで気け圧おされていただろう。けれど今なら……立ち向かえる。


    「いや──僕の方が、好きって気持ちは大きい。絶対に」


    「な……何で断言できるのよ？　あ、あたしがどれだけケースケのこと好きなのか、知らないくせに！」


    「アリッサは、自分がいる未来を諦あきらめているだろ？　僕は──諦めてない。未み由ゆに言われるまでは弱気だったけど、もう諦めないことにした。アリッサのことが好きだから……一緒に日常を過ごしたい。気持ちを伝え合っただけじゃ、満足なんてできない。アリッサも、僕も、生きていなきゃ意味がない。アリッサのやり方じゃ、ダメなんだ」


    「で、でも……」


    「アリッサは満足なのか？　愛する人を守って死ぬなんて綺き麗れいでカッコイイけど、それで満足なのかよ！」


    「満足なわけ……ないじゃない！　あたしだって──」


    「なら、僕に任せろっ!!」


    　ほとんど怒声と同じ勢いで僕は叫ぶ。


    「……っ!?」


    　アリッサは息を呑のんで、わずかに怯ひるんだ。その隙すきに畳みかける。アリッサの頑かたくなな心を突き崩すために、ありったけの想いをぶつける。


    「僕を信じろ！　僕を好きだって言ってくれるなら……この一回だけでいい、僕を信じてくれ!!　アリッサが好きな〝遠とお見み啓けい介すけ〟は、アリッサを幸せにできないほど弱いのかよ!!」


    　アリッサの瞳ひとみから大粒の涙が零こぼれた。


    「ずるいわよ……ケースケ。そんなことを言われたら……信じるしかないじゃない。あたしの好きなケースケは──弱くなんてないもの」


    　僕は左手を伸ばして、アリッサの涙を拭ぬぐう。


    「ごめん、けど卑ひ怯きような手でも使わないとアリッサには勝てないしさ」


    「ケースケの……バカ」


    　悔しそうに睨にらむアリッサを見つめながら、僕は最後の確認を取る。


    「任せて、くれるか？」


    　問いかけ、返事を待つ。アリッサは諦めたように溜ため息いきを吐ついた。


    「……分かったわ。今回はケースケに守られてあげる。でも、その後はずっと──尻しりに敷いてやるんだから」


    　泣き笑いの表情で僕を睨にらむアリッサ。


    「何となく、そうなる気はしてる」


    　目指すべき未来を思い描く。


    　アリッサに振り回される日常は、とても簡単に想像することができた。


    　すると隣で見守ってくれていた未み由ゆが僕の顔を覗のぞき込む。


    「私は、啓けい介すけくんをお尻しりに敷いたりしないよ？　啓介くんが支えてくれるように、私もそっと傍そばから支えてあげる」


    　それを聞いたアリッサが頬ほおを膨ふくらませる。


    「む……ケースケ、甘い言葉に騙だまされちゃダメよ？　ミユは支えるっていうより、縛るって感じだと思うわ」


    「え……支えるのと縛るのって、程度の問題だよね？」


    　きょとんと首を傾かしげる未由を見て、アリッサは顔を引きつらせた。


    「本気で言ってるのなら、あたし……ミユが怖こわいわ。前途多難ね、ケースケ」


    　苦笑を浮かべ、アリッサが僕を見る。


    「ああ、今から尻しり込ごみしそうだ。騒がしくて、疲れ果てそうな日常だな。けど──僕は、そこへ行きたい」


    「うん。あたしもよ」


    　アリッサは頷うなずき──僕と同じ未来を望んでくれた。


    



    
      ３

    


    



    　樹木の壁に囲まれた狭いドームの中。僕と未由は決意を固めたアリッサを見守る。


    「じゃあ、抑え込んでいた《楽園の守護者ガブリエル》の力を解放するわ。どうなるか分からないからケースケたちには外へ出ていてほしいんだけど……そうもいかないみたいね」


    　アリッサは僕らの表情を確かめて、嘆息した。


    「ああ、樹木化が解ければアリッサを連れ出せるかもしれない。だから、ここで見ている」


    　樹木化したアリッサの手足は、ドームの内壁から伸びた蔦つたと融合している。だがアリッサが力を抑え込むことをやめれば、変質した肉体は元に戻る可能性が高い。その時がアリッサを助け出すチャンスだった。


    「分かってるわ。もう、止めない。今回はケースケに任せるって言っちゃったもんね」


    　開き直った顔で頷うなずき、アリッサは大きく深呼吸をする。ぼうっとアリッサの全身が黄緑色の輝きに包まれた。アリッサを蝕むしばんでいた亀裂の増加が止まる。


    　そして──変化は急激に訪れた。


    「ああっ!!」


    　アリッサが悲鳴を上げる。眩まばゆい緑光がアリッサの体から溢あふれ出し、蔦つたを伝って樹木の壁に流れ込んでいく。


    　光を取り込んだドームも輝き始め、ざわざわと壁が生き物のように蠢うごめいた。まるでアリッサの命が吸い取られているようにも見えて、僕は無意識に手を伸ばそうとする。けれどアリッサを包む光は僕の右手を弾いて拒絶した。


    「くっ……」


    　指先が火傷やけどを負おった時のようにヒリヒリと痛む。このままではアリッサは再びエノクの樹に呑のみ込まれてしまうのではないかと危機感を覚えた。


    　──由ゆ衣い、聞こえるか？


    　心の中で問いかける。夢の牢ろう獄ごくでは《魔狼フエンリル》が封じられていたため会話することもできなかったが、今なら届くだろう。


    『うん、聞こえてたよ。ぜーんぶ、ね』


    　含みのある口調で由衣が返事をする。いろいろと言い訳をしなければならない雰囲気を感じたが、今はあえて気付かない振りをして話を続ける。


    　──アリッサが樹に取り込まれそうだったら、《魔狼フエンリル》を使う。準備しておいてくれ。


    『分かったよ、任せて。アリッサお姉ねえちゃんは、本当のお姉ちゃんになるかもしれない人だもん。あたし、頑張るよ』


    　──お、おい、由衣！


    　からかわれて僕は慌てるが、由衣は小さな笑い声だけ残して引っ込んでしまった。


    「啓けい介すけくん？　顔赤いよ？」


    　そんな僕を未み由ゆが不思議そうに見る。


    「い、いや、何でもない」


    　ぎこちなく取り繕つくろうと未由は「そう？」とアリッサの方に向き直る。僕も気を取り直して、アリッサの変化を注視する。


    　茶色に変質していた肌は、元の色と質感を回復しつつあった。根となって地面と融合していた足も脚部の輪郭を取り戻していく。


    　凄すさまじい勢いで流れ出していた黄緑色の光が弱まり始めた。僕は何が起こってもいいように身構える。


    　徐々に輝きは失われ──ついに消えた。


    　アリッサは完全に元の姿を取り戻す。身に纏まとう制服はボロボロで、樹木化している時に刻まれた亀裂も細かな傷となって残っていた。もしひび割れが進行していれば、傷は致命的な部分にまで達していただろう。


    　僕は注意深く蠕ぜん動どうするドームの壁を見回すが、予想に反して妨害はない。


    　アリッサを拘束していた蔦もスルスルと離れて壁の中へ戻っていく。


    「あ……」


    　戒いましめを失ったアリッサは、ガクッと膝ひざから崩れ落ちた。意識はあるようだったが、体に力が入らない様子だ。僕はすぐに手を伸ばしてアリッサの体を支える。今度は弾かれなかった。それはアリッサが天使の力から解放された証明だ。


    「啓けい介すけくん、早くここから出よう」


    　未み由ゆが壁に開いた穴を指し示す。それはアリッサが僕らのために作った外への出口。


    　あっけなくアリッサが解放されたことに拍子抜けしながらも、僕はアリッサを背負って狭い虚うろへと向かう。


    



    「──アリッサは、オレの方から切り離した」


    



    　身を屈かがめ、未由に続いて穴に入ろうとした僕の耳にエノクの声が届く。足を止めて、振り返る。そこにはやはりエノク自身の姿はなく、声だけがドーム全体から響いてくる。


    「今のアリッサは《天使王ミトロン》を抜き取られた空っぽの器。ただの……人間さ」


    　状況的にはすぐ逃げなければいけないのだが、切迫感はなかった。恐らくエノクの声がひどく静かで──寂しげで、攻撃の意思が窺うかがえなかったからだろう。


    「ずいぶん潔いさぎよいな……もう一度アリッサを取り込もうとするかと思ってたよ」


    　皮肉を込めて僕は言葉を返す。


    「強引に同化させても、また邪魔をされるのは目に見えている。いざという時、足を引っ張られては困るんだ。これから──啓介と決着を付けないといけないからね」


    　エノクの声に熱が宿った。僕はエノクが何を〝最優先〟としたのかを悟る。


    「今ここで僕を攻撃すれば、話は早いんじゃないのか？」


    　牽けん制せいのつもりで告げる。わざわざ話しかけてきたことから考えて、今そうするつもりはないことは分かっていた。けれどその理由が不明な以上、いつエノクの気が変わるか分からない。だからあえて挑発して、そこに踏み込んだ。


    「アリッサが力を手放したことで、オレの存在は大きくなりすぎた。キミだけを攻撃するなんて芸当は、目を瞑つむって針の穴に糸を通すより難しい。アリッサを巻き添えにしてしまう」


    「今さら、優しいことを言うんだな。街の人をこれだけ巻き込んでおいて……」


    「何か勘違いしているようだが、オレは別に殺人鬼じゃない。オレが否定したいのは英雄と〝絶望しない人間〟だけだ。他はどうでもいい。どうでもいいが──あえて殺したいとは思わない」


    「それだけが目的なら、どうしてここまでする必要があったんだ？　僕を殺したいのなら、他にいくらでも方法があるだろ？」


    　僕はエノクの思考が理解できずに問いかける。


    「キミを殺すだけなら、な。けれど〝絶望しない人間〟は、ダメだ。オレが世界の意思に成り代わらなければ──届かない。だからオレは《天牢ウオルフ＝ライエ》を引き裂き、王の座を奪う。もしも死ぬのが怖こわければ、世界の隅で震えていろ。《天牢ウオルフ＝ライエ》が滅びれば、キミは英雄ではなくなる。そうなればオレがキミを殺す理由も消える」


    「逃げたりなんて、しない。お前が何を望んでいるのかは理解できないけど──止めてみせる」


    「はは、キミならそう言うと思っていたよ。思っていたが……正直言えば、オレにも啓けい介すけが理解できない。こうしてアリッサを解放し、逃げれば命が助かると聞かされてもなお、何な故ぜ戦う？　英雄気取りの正義感か？　それとも《方はこ舟ぶね》への義理立てか？」


    　くだらない質問だった。僕が戦う理由などいつも決まっている。


    「《方舟》との──スーラとの約束もある。けど、それ以上に《天牢ウオルフ＝ライエ》を守る理由がある。僕の妹……由ゆ衣いは《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術で維持されている存在だ。《天牢ウオルフ＝ライエ》が滅びれば、由衣も消える。だからお前を、絶対に止める」


    　ドーム全体に響き渡る声で宣言する。


    　いつも僕は失わないために、繋つながりを守るために、抗あらがってきた。正義とか、そんなもの大きすぎて分からない。世界を守る英雄になんて、なるつもりもなかった。


    「妹──か。そういえば、いたね。忘れていたよ」


    　わずかな沈黙の後、エノクの声が返ってくる。口調は平坦だったが、響きは重い。何か、形容しがたい感情が籠こもった声音。


    「死んだ人間まで守ろうっていうのか……まったく、啓介は強ごう欲よくだ。考えてみれば彼女こそ、キミが英雄たる証あかしだな。覆くつがえった絶望そのものであり、キミの手にした最大の奇跡だ！」


    　急に感情を昂たかぶらせ、エノクが叫ぶ。


    「はっ、ははははははっ！　十分だ。十分だよ、啓介！　オレが壊す価値も、啓介が守る理由も十分だ！　互いの全てを懸けて殺し合うに値する!!」


    「────そうだな」


    　響き渡るエノクの笑い声に背を向けて、僕は虚うろの中に入る。これ以上の会話は必要なかった。後は、ただ戦うしかない。譲れぬ願いを貫き通すために。


    　アリッサを背負いながら狭い穴を進む。淡く発光する壁は蠢うごめき、気味が悪い。


    「ケースケ……ユイを守ってあげてね」


    　耳元でアリッサが囁ささやく。


    「ああ」


    　小さく返事をして、頷うなずく。


    「啓介くん、こっち」


    　出口では未由が待ってくれていた。ひと際狭くなっている出口を潜くぐると、目の前に瓦が礫れきの街並みが広がる。窓ガラスの破片を踏んだのか、ジャリッと耳みみ障ざわりな音が響いた。


    　数歩、穴から離れて振り返る。視界に収まりきらないほど巨大な樹が、天高くまで聳そびえていた。黄緑色に光る幹は直径五十メートル以上だろう。真っ直すぐに伸びた大樹は空の逆樹と同化し、大地と天てん蓋がいを一直線に繋つないでいる。天地の中間点で絡み合った枝葉は二対の翼となり、空の半分を覆おおい隠していた。翼の一対は緑色。もう一対は金色。恐らく金色の翼は《天使王ミトロン》のものだ。


    　成長する大樹の幹に圧迫されて、根の天蓋には無数の亀裂が生まれていた。ミシミシと壁が軋きしむ音が、街全体に鳴り響いている。


    「センパイ！」


    「啓けい介すけさん！」


    　その時、幹の向こうからツグミと陽ひ名なちゃんが現れた。息を弾ませて走ってくる。足音を聞きつけたのかもしれない。


    　アリッサが作った出口は二人のいる場所から遠かったようだ。これだけ太い幹なので、出口が作られた時にも気付かなかったのだろう。


    「ケイスケくん！　さっきまで動きを止めていた樹が、また成長を始めたの！　もうすぐ境界が砕けちゃうよ！」


    　陽名ちゃんの肩に乗った人形サイズのスーラが叫ぶ。


    　空からはパラパラと茶色く硬い雨が降り始めていた。たぶん天蓋の破片だ。


    「スーラ、《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんできる条件は整ってるか？」


    　皆と無事だったことを喜び合う時間はない。僕は必要なことだけをスーラに確認する。


    「う、うん。日は沈んで、外はもう夜だよ。月と星と闇やみなら揃そろってる。後は夜空さえ見えれば──」


    　スーラはそう言ってひび割れた天蓋を見上げた。


    　夢を見ている間に三十分以上経たったことはツグミから聞かされている。その間に太陽は没したのだろう。アリッサが時間を稼いでくれたおかげだ。《楽園の守護者ガブリエル》を抑え込んでいてくれたからこそ、僕はエノクと戦える場所に立てている。


    「分かった。じゃあ根の壁が壊れると同時に《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚する」


    　僕の宣言を聞いて、スーラは表情を引き締める。


    「やって……くれるんだね。なら、スーラが全力でサポートするよ。このままじゃ天蓋が砕けても、《楽園の守護者ガブリエル》の翼が邪魔になる。だからスーラとウルト姉ねえ様が、どんなことをしてでも空を拓ひらくよ。後は──お願いね」


    　立ち上がったスーラの体がぼうっと輝く。


    「ああ、任せてくれ」


    　僕が頷うなずくと、スーラは小さく微ほほ笑えんだ。体を包んでいた光が消えると同時に、スーラは媒介となっていたドールを残して消える。全力で戦うために、街の外にいる《流れし星ほし竜りゆう》の本体に戻ったのだろう。


    　バランスを崩して肩から落ちたドールを陽ひ名なちゃんがとっさに手の平で受け止めた。


    「啓けい介すけさん……〝切り札〟を使ってしまうのですね」


    　動かないドールを見つめながら陽名ちゃんは呟つぶやく。


    「──ごめん。でも僕はまだ、何も諦あきらめてない」


    「分かっています。啓介さんの気持ちは〝視み〟えていますから、止めたりはしませんです」


    　顔を上げた陽名ちゃんは苦笑する。


    　その時、大きく地面が揺れた。大樹の幹が強く輝き始め、生き物のようにうねり出す。


    「センパイ、ここは危険です。少し離れましょう！」


    　ツグミに促されて、僕らは走って大樹から距離を取る。停止した巨人──八や朔さく連れん大だいの足元を通り過ぎ、駅前の広場で足を止めた。


    　振り向き、空を仰あおぎ見ると、大樹は既に〝木〟とは呼べない姿になっていた。


    　蠢うごめく幹には鱗うろこのような模様が浮かび上がり、天てん蓋がいに接した大樹の先端は爬は虫ちゆう類るいの頭部を象かたどろうとしている。


    　二対の翼を持った──蛇へび。


    　それが顕けん現げんを果たそうとしている《楽園の守護者ガブリエル》の姿だった。天蓋から落ちてくる破片は数を増し、僕らの体を叩たたく。


    「未み由ゆ、アリッサを頼む」


    　僕は《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんに備えるため、背負っていたアリッサを未由に預けようとする。


    「……大丈夫よ、何とか立てそうだから」


    　だがアリッサは首を振り、未由の手を借りながらも自分の足で立った。そして僕をじっと見つめてくる。


    「アリッサ？」


    「…………………何か言おうと思ったけど、何も思いつかないわ。言いたいこと、さっき全部言っちゃったから」


    　アリッサは苦笑し、気まずそうに頬ほおを掻かいた。


    「まあ……僕も同じだな。じゃあ、行ってくる」


    　今さら、重苦しい会話は必要ない。だから僕は軽い調子で告げる。


    「うん、いってらっしゃい。絶対──おかえりって言わせてよね」


    　念を押すアリッサに頷うなずく。


    　天蓋の軋きしむ音が高くなる。それに従い、落ちてくる破片の中にも大きなものが交ざり出す。


    「啓介くん。私も、待ってる。私たち、やっと前に踏み出したんだから……それが間違っていようと何だろうと、一緒に歩いていきたいの」


    　未由が揺るぎのない眼まな差ざしを向けて言う。


    「啓けい介すけさん……帰ってこなかったら、わたくし困っちゃいますからね？」


    　陽ひ名なちゃんは、無理やり笑顔を作って僕を送り出す。


    「センパイ、私は陽名先輩以上に困ります。あと、友達という立場ではセンパイの近くにいるのに不利な様相を呈ていしてきましたので、挽ばん回かいする機会をもらわないといけません」


    　ツグミは真剣な口調で僕に告げる。たぶんいろいろと〝読まれて〟しまったのだろう。


    「──ああ、帰ってくる。帰ってきて、僕らの日常を続けよう」


    　僕は皆に答え、空を睨にらんだ。


    　ビシッ！


    　翼を持つ緑の蛇へび──《楽園の守護者ガブリエル》に圧迫され、天てん蓋がいにひと際深い亀裂が生じた。


    　キィィィィイィィイィィィィィィイィィッ!!


    　蛇が甲高い声で鳴く。自らを閉じ込める卵の殻からを突き破ろうと、二対の翼を羽ばたかせる。突風が吹き荒れ、僕らは飛ばされないように近くの物に縋すがりついた。


    　バキバキバキバキッ!!


    　破滅的な音が響き渡る。だが、崩れる──そう思った瞬間、亀裂の隙間から純白の光が射さし込んだ。


    　光に呑のまれ、崩落寸前だった天蓋が蒸発する。塵ちりも残さず、滅めつ却きやくされる。


    　今、美み傘かさ市の外は夜。ならばこの光は太陽のものではない。


    



    　ルオォォォォォオォォォォオォォォォオォォォォオォォォォォォ──!!


    



    　白く染まった空に響き渡る星ほし竜りゆうの咆ほう哮こう。光の膜を貫いて、巨大な金色の矢が飛び込んできた。その鋭い角を構え、自らの体を鏃やじりと変え、光の尾を引いて、星竜は一直線に《楽園の守護者ガブリエル》を目指す。音と光を突き破って、駆け抜ける。


    　閃せん光こう──だった。


    　大地から長い体を引き抜いて天に昇ろうとしていた《楽園の守護者ガブリエル》は、身構える間もなく、胴体を星竜の矢に射抜かれる。


    　キィィィィィィィィィィィィィッ！


    　蛇が、悲鳴を──いや、怒りの声を上げる。


    　貫くことはできなかった。燐りん光こうを発する緑色の鱗に角を突き刺して、星竜は止まっていた。


    　全長二百メートル近い星竜よりも、《楽園の守護者ガブリエル》は遥かに巨大。天と地を結んだ胴体の長さは一キロを優に超えているはずだ。《楽園の守護者ガブリエル》にしてみれば、針に刺された程度のダメージだろう。


    　だが、それで十分。衝撃に《楽園の守護者ガブリエル》は大きく仰のけ反ぞり、翼の向こうに空が開けた。


    　星竜が放った光が消え、夜空の姿が浮かび上がる。今まで見たことがないほどの、満天の星。そして天の頂に輝くのは、白い半月。


    　この機会を逃のがすわけにはいかない。僕はスーラに教えられた《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんの《姿の言葉シャープワーズ》を唱え始めた。


    「終われ、開け、星の夜。廻まわれ、満ちろ、月の鍵かぎ」


    　半月が赤く、紅あかく、自ら輝き始める。闇やみを押しのけ満ちていく。それは以前《嘆きし魔王》が覚醒した時の情景に酷似していた。


    「暴け、破れ、虚うろの闇。出でよ、生まれよ、界の獣」


    　どこまでも続く深しん淵えんを感じさせた夜の紺こん碧ぺきが、漆しつ黒こくに染まる。距離感が失われ、月も星も壁に描かれた絵のように見えた。


    「牢ろうは転ずる、牙きばに変じる。宙そらは落ちる、地へ昇る」


    　宙が赤い満月を中心に回転する。星が軌跡を描く。幾重もの円を形作る。信じられないような現象。だが、奥行きを失なくした夜空はどこか作り物めいていて、プラネタリウムを見ているような感覚になる。あまりに嘘うそ臭いから、逆に違和感を覚えない。


    　そう──この宙は偽物だ。《天牢ウオルフ＝ライエ》という人工物。かつて《嘆きし魔王》から聞かされた時には半信半疑だったが、今は事実として受け止められる。本物ではないのだと、実感できる。


    「雌し伏ふくを止め、雄お々おしく猛たけれ。我らの敵を、貪むさぼり喰くらえ！」


    　ルオォォォォォォォォオォォォォッ!?


    　星ほし竜りゆうが《楽園の守護者ガブリエル》の翼に打たれて、山間部へ墜落する。間かん髪はつ容いれず《楽園の守護者ガブリエル》は二対の翼から緑と金の光弾を無数に放った。


    　幾重にも光の盾を生み出して星竜は攻撃を凌しのごうとするが、あっという間に防壁は砕かれて星竜は弾丸の雨に晒さらされる。翼が、肉が、抉えぐられていく。


    「其そは毒蛇を阻はばむ壁。天を統すべる大神おおかみ。連なる世界を継ぎし者!!」


    　焦あせる心を押し込めて、集中する。五節の《姿の言葉シャープワーズ》を完成させる。そして僕は、宙そらの《真の名シアー》を──《起動言語トリガー》を叫んだ。


    「天牢ウオルフ＝ライエ!!」


    　夜空に描かれた光輪が月に向かって収束する。星の光を集めて、満月は太陽のごとく輝いた。月は闇さえも呑のみ込んで大きくなる。僕の頭上に、落ちてくる。錯覚か、それとも現実か──あまりの迫力に足が竦すくむ。


    



    『ケイスケくん、逃げないで！　月を──掴つかんで!!　《天牢ウオルフ＝ライエ》を受け止めて!!』


    



    　星竜が……スーラが傷つきながらも叫ぶ。そうか、これが《天牢ウオルフ＝ライエ》なのか──。


    　僕は歯を噛かみ締めて、月を睨にらんだ。右腕を天に翳かざし、掌てのひらで輝く月を覆おおう。


    　今、右手の中には月があった。星と闇を取り込んで輝く満月があった。宇宙を束ねて落ちてくる《天牢ウオルフ＝ライエ》が〝いた〟。


    『一緒に戦おうね──お兄ちゃん』


    　右手首に嵌はまる銀の腕輪から、由ゆ衣いの声が響く。


    「ああ!!」


    　僕は頷うなずき、五指で《天牢ウオルフ＝ライエ》を握り締める。


    　感触はなかった。けれど確かに、僕は〝何か〟を掴つかんだ。


    　星ほし竜りゆうと《楽園の守護者ガブリエル》の争う音が、途切れる。急に訪れた無音に、耳鳴りがした。


    



    　そして──僕の前には青く、大きく、美しい星が輝いていた。


    



    「……え？」


    　呆ぼう然ぜんと闇やみの中に浮かび上がる星を眺める。あの星を、僕は知っている。テレビや写真で何度も見たことがある。あれは──地球。僕らが住む惑星。


    　なら……ここはどこだ？


    　僕が踏みしめるのは灰色の大地。地の果てまで続く、岩と砂だけの荒野。道路もなければビルもない、木の一本さえ生はえていない。傍そばにいたはずのアリッサと未み由ゆ、ツグミ、陽ひ名なちゃんの姿も見えなかった。


    「いったい何が──」


    　突然一人きりで空虚な世界に投げ出され、混乱しそうになる。


    『お兄ちゃん、一人じゃないよ。あたしもいるよ』


    　由衣の声が胸の内側に響き、ハッとした。銀の腕輪が変わらず右手首にあることに気付いて、冷静さを取り戻す。


    　由衣だけが一緒にいるってことは、僕らは《天牢ウオルフ＝ライエ》になったのか？


    　落ち着いて状況を見極めようとした時、背後から声が響く。


    「──ようこそ、少年。偽りの月、《天牢ウオルフ＝ライエ》の中心へ」


    　驚きに心臓が跳はねた。その場から飛び退のき、僕は振り向く。


    　真っ赤な着物を纏まとった女性がすぐ傍に立っていた。黒い髪は身長よりも長く、まるで水中にいるかのように浮き上がって揺れている。そして、その顔は──。


    「未、由……？」


    　呟つぶやいてから、首を横に振る。いや、違う。驚くほどそっくりだが、未由ではない。髪の長さも、身長も異なっている。


    　ならば彼女は……。


    　一人だけ心当たりがあった。連れん大だいの前でツグミが変身してみせた、未由と瓜うり二ふたつの顔を持つ友とも月づき家の当主──。


    「……朋とも月づき未み永えい、か？」


    　緊張しながら問う。だが予想に反して女性は首を横に振った。


    「それは、この体の名。私の娘の名だ。忘れたか？　そなたと会うのは初めてではないのだがな」


    　威厳を感じさせる重い口調。僕を見つめる漆しつ黒こくの瞳ひとみに宿る、支配者の輝き。


    　確かに覚えがあった。こいつは今と同じ顔で……未み由ゆの顔で、僕を冷たく睥へい睨げいしていた。


    「《嘆きし魔王》……」


    　僕は未由を奪われかけた時の怒りを思い出して、低い声で呟つぶやく。


    　女性は僕の呟きを聞いて、口の端はしを皮肉気に歪ゆがめる。


    「その通り。私は嘆き続ける者。〝この国〟を滅びに追いやった、魔の王だ」


    　両手を広げ、彼女──《嘆きし魔王》は、荒涼とした灰色の世界が〝国〟であると示す。


    　それは、とても、とても、深い嘆なげきを湛たたえた声こわ音ねだった──。
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      ＊

    


    



    「闇やみの平面化と星の統合、胎たい月げつとの接続、媒介への誘導……全て終えたか」


    　《箱庭ガーデン》の隔離区画、その壁面に投影された夜空を見上げてホリィ＝ライトが呟つぶやく。


    「我の役割は果たした。だが……ずいぶんと〝喰くわれた〟な。これでは、ただの人間と大差ない」


    　着物の袖そでから覗のぞく細い腕を見下ろして、ホリィは息を吐いた。


    「あなた、お疲れ様。お茶でも入れましょうか？」


    　巫み女こ姿の女性──ヴェル＝クラノ＝ストーリングがホリィに訊たずねる。


    「必要ない。休むのは汝なんじの方だ。顔色が悪いぞ？　茶なら我が用意しよう」


    「心配しなくても、私なら──」


    　ヴェルは自分が元気だと訴えようとしたが、足元がおぼつかない。ホリィはヴェルの肩に手を回して体を支え、やれやれと首を振る。


    「汝はもう少し、自分に甘くなれ。我らはヒースに押し付けられた役割を全うした。《流ながれし星ほし竜りゆう》と《求めし愚ぐ者しや》の力は月へ集った。次は魔王の番。我らは縁側で茶を啜すすりながら見物すればよい」


    「もう……あなた、アル様のことを〝魔王〟だなんて失礼よ。お父様に弟子入りしたあなたにとっては、師匠の師匠でしょ？」


    「ふん、奴自身が魔王と名乗っているのだから構わぬではないか。それに奴は我と同様、今はヒースに使われる駒。ゆえに立場は対等だ」


    　ホリィは不機嫌な口調で言い返す。抗弁しても無駄だと悟ったのか、ヴェルは苦笑を浮かべて肩を竦すくめた。


    　その仕草を横目に見たホリィは、口の中で小さく呟く。


    「……我は、ヒースと魔王を許しはしない。奴らは我の願いが──《形成界イエソド》へ行きたいという望みが、絶対に叶かなわないことを最初から知っていたのだから」


    　空の頂で煌こう々こうと輝く満月をホリィは睨にらむ。


    「騙だまし合いに、我は負けた。ゆえに代償を払った。忌いま忌ましいが……それを受け取るのがヒースでないことだけは愉快だ。あの小僧を前にして、魔王は何を思うのであろうな──」


    　ホリィの声はとてもかすかで、ヴェルの耳には届かない。


    　映し出された月──そこにいる少年と魔王にも、当然届くことはなかった。
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    　灰色の大地を──生命が芽吹く余地のない不毛の荒野を示して、魔王は〝国〟だと告げた。己おのれが、その国の王なのだと嘆なげきながら語った。


    「ここに……国が？」


    　とても信じられず、僕は月面を見渡す。大気を持たない衛星には風も吹かず、ただ停止した無機質な風景が広がるだけ。国があったとは思えない。


    「無駄だ。どこを探しても、街などは見つからぬよ。私の国は跡形もなく消えた。民のために生きると誓った私が、たった一度わがままを通したことでな」


    「わがままって──」


    　反射的に聞き返そうとしたが、こんなことをしている場合ではないと僕は気づく。


    「いや……やっぱりいい。僕は《楽園の守護者ガブリエル》と戦うために《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんしたんだ。それなのにどうして月にいる？　まず、それを教えろ」


    　未み由ゆを乗っ取られた時のことが頭にちらつき、どうしても口調が荒くなる。


    　僕が《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚する直前、《流ながれし星ほし竜りゆう》は《楽園の守護者ガブリエル》に圧倒されていた。無駄な会話をしている暇ひまもない。


    　魔王は焦あせる僕とは逆に、落ち着いた口調で答えを返す。


    「──そなたは既に《天牢ウオルフ＝ライエ》の中に立っている。人間としてではなく《天牢ウオルフ＝ライエ》の一部となって、この月にいる。召喚は成功した」


    　ここは《天牢ウオルフ＝ライエ》の内側……僕はもう人間じゃない、か。


    　思っていたより、すんなりと納得できた。月面に生身で立っている時点で、自分か世界のどちらかがおかしいことは分かっていたから。


    　星と闇やみを呑のみ込んで落ちてくる月を、僕は掴つかんだ。あれが《天牢ウオルフ＝ライエ》なのだとスーラは言った。ならばこの月が《天牢ウオルフ＝ライエ》の中というのも頷うなずける。


    　けれど、今のままではどう戦えばいいのかが分からない。


    「なら、これからどうすればいい？　早くしないと──」


    「焦らずともよい。この場所は《天牢ウオルフ＝ライエ》の内面。外部に干渉しない限り、時間の概念はないに等しい」


    　内面──つまりは閉じた精神世界。ここは《天牢ウオルフ＝ライエ》の夢とでも言うべき場所なのかもしれない。


    「……だとしても急がない理由にはならない。今この瞬間にスーラとウルトさんは戦ってるんだ。僕だけのんびりしていられるか。何か知っているなら早く答えろ！」


    　僕は魔王を睨にらみつけ、回答を急せかす。


    「そなたは目先のことしか見えぬのだな。ヒースとは、まるで正反対だ。だが、まあよい──付いてこい」


    　魔王はそう言うと僕に背を向けて歩き出す。滑るような歩みは思いのほか速い。僕は慌てて後を追った。月は重力が地球の六分の一だと学校の授業では習ったが、体の感覚に変わりはない。


    　それはこの場所と僕自身が物理法則に縛られていない証あかし。本当にここは《天牢ウオルフ＝ライエ》の内部なのだろう。


    「どこに行くんだ？」


    　僕は魔王の背中に問いかける。だが、返事はない。しばらくして、逆に魔王が訊たずねてきた。


    「──そなたは、愚かな王と神になろうとした魔法使いの話を知っているか？」


    　また、それか……。


    　少し前に似たような質問をされたなと思いながら僕は答える。


    「賢くて強い王様と、悪い魔法使いのお伽とぎ噺ばなしなら聞いたことがある」


    「はははははっ、賢くて強い……か。その部分は間違いだな。賢ければ過ちを犯さなかった。強ければ国を守ることができた。王は──愚かで弱かったのだ」


    　濃い自じ嘲ちようの色を浮かべて、魔王が低く笑う。


    「まるで──自分のことみたいに言うんだな」


    　予感を覚え、僕は探るように言葉を舌に乗せた。


    　エノクは先代の《頂の雄鶏ヴイゾフニル》が悪い魔法使いだったのだと語った。お伽噺ではなく昔話なのだと告げた。だとすれば他の登場人物も実在したことになる。


    「当然だ。私が、その王なのだから。《高次存在ヴイナー》の力によって人が暮らせる環境を維持していた魔術の国は──かつて現実に月で栄えていた」


    　その言葉に、僕はさほど驚かなかった。魔王の口ぶりから予想はできていたから。


    　得られたのは確信。昔話の舞台となった魔法の国とは〝月〟のこと……あの昔話は《嘆きし魔王》と《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の物語なのだ。


    　となると、一つ疑問が生まれる。


    「……王様は悪い魔法使いを倒して、攫さらわれた聖女を助け出したんじゃないのか？　それなのになんで、こんな風になったんだ？」


    　僕は彼方まで続く灰色の大地を眺めながら言う。


    「私が教会に属する聖女を娶めとったことが発端といえよう。魔術を管理する教会と民を束ねる王族は距離を取らねばならなかったのに、私はその掟おきてを破った。その結果、権力のバランスは崩れ、内紛が起き、戦いの果てに国は消えた」


    「それが、たった一度のわがままか……」


    「ああ、内紛を扇動したのは魔法使いの仕業だったが、付け込まれる隙すきを作ったのは私だ。ゆえに私は国を滅ぼした魔王なのだよ」


    　足を止めず、振り返ることもないまま魔王が語る。


    　昔話の顛てん末まつは、よく分かった。魔術で維持されていた国というのは現代社会からかけ離れすぎていてイメージし難いが、確かに存在したのだろう。今に続く地続きの過去なのだ。けれどあくまで過去は過去でしかない。


    「……なんで、そんな話を僕にするんだ？」


    「今、起こっている出来事が全て……昔話の延長線上にあるからだ。ずっと途切れることなく物語は続いてきた。もっとも──私や、ヒース……それに魔法使いは、もはや脇役に成り下がってしまったがな。主役である〝そなたら〟にしてみれば私たちの事情など、どうでもいいことであろう」


    　皮肉を込めた口調で魔王は言う。


    「ああ。大事なのは《天牢ウオルフ＝ライエ》を──由ゆ衣いを守ること。エノクに勝つこと。今はそれだけだ」


    　はっきりと告げる。過去の出来事や魔王の想いを聞かされたところで、僕はそれらを背負い切れない。古くから続く因縁を押し付けられたとしても、そんなもののために戦えない。


    　戦う理由は既にある。今さら、他人や過去から借りてくる必要はなかった。


    「はは──正直なことだ。だが、そなたらは私たちが作り上げた舞台の上で喧けん嘩かをしているようなもの。己おのれが立つ舞台を知らねば、勝つ術すべも分からぬのではないか？」


    　その言葉には反論ができなかった。今こうして魔王の後を付いていくしかないのも、僕が舞台を知らないからだ。戦いたくても、戦う方法が分からない。


    「じゃあ、僕は何を知ればいい？」


    　僕は魔王の背中に問いかける。すると魔王は歩きながら顔だけをこちらに向けた。


    「《天牢ウオルフ＝ライエ》の全て、だよ」


    「全て？」


    「知らぬものを、見ることはできぬ。見えぬものに、触れることはできぬ。触れることができぬものは……幻でしかない。そなたには手足があるが……そもそも手足があることを知らねば、動かそうとも思うまい？　それと同じさ。《天牢ウオルフ＝ライエ》を理解していないそなたには、《天牢ウオルフ＝ライエ》が掌握できぬのだ」


    　魔王はそう言って、僕の体を指差した。


    「そなたが知っているのは、自分だけ。ゆえにそなたは人間の姿でここにいるのだよ」


    「なら、《天牢ウオルフ＝ライエ》のことを理解すれば……」


    「そうだな、さすれば自在に《天牢ウオルフ＝ライエ》を扱えよう」


    「だったら教えてくれ、《天牢ウオルフ＝ライエ》って何なんだ」


    　僕が訊たずねると、魔王は再び前を向いて独り言のように呟つぶやく。


    「それを語るには、魔法使いがこの国で何をしたかということから話さねばならんな」


    　長くなりそうな雰囲気を感じたが、必要だというなら仕方ない。僕は「そこからでいい。話してくれ」と先を促した。


    「──歯車が狂い始めたのは、私の弟が生まれながらの魔術師だと分かった時からだ」


    　数歩分の沈黙を挟み、魔王が語り始める。


    「弟が……？　けど、ここは魔術の国だったんだろ？　魔術が使えるのは普通じゃないのか？」


    「契約した《高次存在ヴイナー》が不ま味ずかったのだよ。月の国には表向き、神は一柱しかいなかった。人は死ねば星の光に還かえるとされ、その連なりである天の川を《流ながれし星ほし竜りゆう》として崇あがめていた」


    　《流れし星竜》は月の《高次存在ヴイナー》だったのか……。


    　話の腰を折らないように、僕は呟つぶやきを胸中に留とどめた。道理でヒースの一族以外は存在を知らなかったわけだ。


    「しかし……教会によって厳格に管理された《流れし星竜》の魔術は、全ての民に行き渡らない。必然的に貧しく弱い立場の者たちは自分たちを救ってくれる神を求め、異教を作る。弟と精神の波長が合ってしまった《高次存在ヴイナー》もそうして生み出された神だった」


    　魔王は歩調を緩めて、星の消えた虚うつろな闇やみを見上げる。


    「教会は異教を認めない。邪教として、関わる者全てを粛しゆく清せいする。たとえ、王族であろうとな。ゆえに当時の王であった父は、弟を僻へき地ちに幽閉し、〝いなかった〟ことにしたのだ」


    　幽閉……。


    　僕は絶望の牢ろう獄ごくで聞かされたエノクの言葉を思い出す。


    　──彼はね、世界に必要とされない人間だったんだ。要いらないから、この牢屋に押し込められて……いなかったことにされた。


    「もしかして、お前の弟が〝悪い魔法使い〟なのか？」


    　これだけは確かめておきたくて、僕は口を開く。


    「ああ……そして以後の顛てん末まつは昔話の通り。脱獄し、聖女を攫さらった弟を私は討った。この手で殺したはずだった。だが奴は滅びず、国の裏で暗躍し始めた──神となるために」


    　ことさらに感情を殺した声で魔王は言う。


    「……僕はエノクから、悪い魔法使いは〝誰からも必要とされる存在〟になりたかったんだって聞いた。それが〝神〟なのか？」


    「私に奴の心は分からぬ。だが、奴の後を継いだ者が言ったのなら、そうなのだろう。奴は無数にあった異教を束ね、神と崇められるようになった。力を借りていた《高次存在ヴイナー》の概念をも乗っ取り、自らが異教の頂点に立ったのだ」


    「じゃあ……目的を達成したんだな？」


    　教主であると同時に崇められる神となったのなら、彼の願いは叶かなったように思う。けれど魔王は頭を振る。


    「いいや、奴はまだ止まらなかった。そなたの話を聞いた今なら想像できる……恐らく奴は、全ての人間に崇あがめられなければ満足できなかったのであろう。ゆえに《流ながれし星ほし竜りゆう》を滅ぼそうとした。その結果が──これだ」


    　歩きながら魔王は腕を振るう。灰色の朽ちた世界を僕に示す。


    「私は敗北し、国は消えた。聖女──妻のレナは命と引き換えに《流れし星竜》を召しよう喚かんし、私と娘を連れて地球へ転移した。月に残されたのは奴ただ一人。唯一の人間であり、同時に一柱だけの《高次存在ヴイナー》となったことで、奴は生きながらに月の《連なる世界セフイロト》を統すべる《王冠ケテル》へ上り詰めてしまった……」


    「ケテル？」


    　エノクの名にもある言葉。だがその意味が分からずに僕は眉を顰ひそめる。


    「……《連なる世界セフイロト》とは、生命が創り出す精神の大樹だ。根に当たる部分が《物質界マルクト》、その上が《形成界イエソド》──そして頂点に位置する世界を《王冠ケテル》と呼ぶ。奴は……月界の神となったのだ」


    　神、か……。


    　正直、魔王の言っていることは途方もなさすぎて、理解が追いつかない。恐らく神というのは《高次存在ヴイナー》よりも上位の存在なのだろう。世界全体の意思ということは天使を一ひと纏まとめにしたようなモノなのかもしれない。


    　けれど、それがどんなに凄すごいことであろうと、彼がなったのは誰もいない世界の神だ。そんなの──。


    「虚むなしい……神様だな」


    　僕が呟つぶやくと、魔王は頷うなずく。


    「──ああ、そうだったのだろうな。必要としてくれる人間のいない世界で神になっても仕方ない。奴もそんな風に思ったのだろう。ゆえに、私たちの後を追うようにして地球へ降り立った」


    「もしかして、地球でも同じことを始めたのか？」


    「いや、もはや奴は人々の信仰を集める必要すらなかった。《形成界イエソド》の《高次存在ヴイナー》を直接喰くらい、概念を書き換えていったのだ」


    「概念を？　どういう意味だ？」


    　言葉の意味が上う手まく把握できず、僕は魔王の背中に問う。


    「《高次存在ヴイナー》とは人々の心から生まれるもの。その《高次存在ヴイナー》が侵おかされれば、生み出した人々の心も影響を受ける。人々は喰われた神を忘れ、奴を崇めるようになった」


    「な……そんな、こと……」


    　想像するだけで気分が悪くなる。とても許容できることではなかった。


    「おぞましいだろう？　死した人間の魂も、精神的な概念だ。奴の〝征服〟が進めば、人々は死者のことさえ忘れてしまう。私はそれを阻はばむために戦った。志を同じくする仲間と共にな」


    　スーラは言っていた。自分たちは心を守るために戦っていたのだと。


    「仲間っていうのがヒースたちのことか……」


    「ああ、しかし侵攻は止められなかった。奴を倒す手段もなく、私たちは汚染された《形成界イエソド》を切り離す決断をした。また、同時に奴の存在の根幹である月も隔離する……そうして生み出された偽りの宇そ宙らが《天牢ウオルフ＝ライエ》だ」


    　ようやく話の中に《天牢ウオルフ＝ライエ》が出てきた。僕は勢い込んで訊たずねる。


    「じゃあ世界から魔術が失われたのは副次的なものだったんだな？」


    「そうだ。けれど、それを利用された。《天牢ウオルフ＝ライエ》で世界は隔離されたが、完全に奴を排除することはできなかったのだ。月と分断しても、人間としての奴だけは地上に残った。奴は《群クラれウド》を組織し、私たちを簒さん奪だつ者しやに仕立て上げた」


    「世界を守ったのに……世界の敵にされたのか──」


    　魔王やヒースにしてみれば、やりきれない気分だっただろう。


    「まあ……奴が扇動せずとも、我らは恨まれていたであろうがな。魔術を求める人間にとっては、神が何に成り代わろうとも関係ない。奇跡さえ与えてくれるなら、それでいいと考える。どのみち私たちは、追われることになっていたよ」


    「……そこからのことは大体聞いてる。世界中から追われたヒースの一族は《方はこ舟ぶね》を作って、その中に隠れたんだろ？」


    「いや──隠れたのではない。《天牢ウオルフ＝ライエ》を創ったのも、守るためではない。《方舟》は奴を倒すために、ずっと行動してきた」


    　魔王は僕の言葉を否定し、足を止めた。


    「倒す？　勝てないから《天牢ウオルフ＝ライエ》で世界が覆くつがえったんじゃないのか？」


    　僕は魔王の隣に並ぶと、訝いぶかしげに問い返す。


    「その通りだ。千年前は無理だった。ゆえに千年かけて戦う準備を整えた」


    「準備？」


    「時間が必要だったのだ。そのために友とも月づき家は世界中に血族を増やし、《群クラれウド》の動きを牽けん制せいした。仮に心の侵食が起こった場合でも、権力者が友月家の血を引いていれば強引に〝支配〟できる。そうやって私の娘、ルナは千年間──戦い続けてくれた」


    　魔王はそう言って、自らの胸に手を当てた。ルナ……それが朋とも月づき未み永えいの本当の名前なのだろう。だが──。


    「えっと……あのさ」


    「何だ？」


    「言いたいことは分かるんだけど……娘の胸を触るってのは、父親としてどうなんだ？」


    　水を差す場面ではないと分かっていたが、僕はジト目で訊ねる。


    「ば、馬鹿者！　これはルナに感謝の念を捧げているのであって──」


    　初めて人間らしい表情を浮かべて、魔王が僕を睨にらんだ。


    「いや、悪い。けど、あんたたちはみんな娘に迷惑かけてるなって思ったら、つい何か言ってやりたくなったんだ」


    　僕は苦笑を浮かべ、肩を竦すくめる。


    　アリッサはホリィ＝ライトに利用され、スーラもヒースのために必死で頑張っている。どいつもこいつも娘に負担をかけすぎだ。


    「……重荷を背負わせてしまったことは、理解している。感謝も謝罪も、どれだけしたところで足らぬだろう。ゆえに──結果で報いねばならぬ。今、私にできるのは……そなたが勝利することを願い、〝これ〟を託すことだけだ」


    　そう言って魔王は前方を指差す。足を止めたからには、ここに何かがあるのだろうと思っていたが……広がるのは灰色の荒野だけ。


    「何も、ないぞ？」


    「もっとよく見よ。〝扉〟があるであろう？」


    「扉なんて……どこに──」


    　半はん信しん半はん疑ぎで目を凝らし──そして、そんなことが必要なかったと気づく。扉は目の前にあった。あまりに巨大すぎて、把握できていなかったのだ。


    　砂と岩に覆おおわれた石の扉。いや……これは門だ。一辺が数百メートルにも及ぶ閉じた門が月の大地に横たわっていた。


    「この中にあるのは、《天牢ウオルフ＝ライエ》が溜ため込んできた〝魂〟だ」


    「魂？」


    「ああ。《天牢ウオルフ＝ライエ》は千年間、死した人間の魂を偽りの月に取り込み……その内側で新たな《連なる世界セフイロト》を育ててきた。月の《連なる世界セフイロト》を統すべる敵に対抗するには、汚染されていない地球の《連なる世界セフイロト》が必要だったからだ」


    　そう言うと魔王はしゃがみこみ、門に手を触れる。すると門の輪郭が白く輝き始めた。まるで門の向こう側にある光が漏れているような光景。


    「封印は解いた。後はそなたが扉を開けて《連なる世界セフイロト》を己おのれの意思で統べれば、《天牢ウオルフ＝ライエ》はそなたを核として顕現するであろう」


    　必要なことは全て話し終えたという顔で、魔王は僕を目で促す。


    「ちょ、ちょっと待ってくれ。途中から気になってたんだけどさ、僕がこれから戦うのはエノクが同化した《楽園の守護者ガブリエル》だろ？　月の《連なる世界セフイロト》なんかじゃないはずだ」


    　僕の言葉に魔王は顔を顰しかめた。


    「そなたはまだ理解しておらぬのか……《形成界イエソド》は汚染されたのだと言ったであろう。つまり、そなたの街を侵食したのは《楽園の守護者ガブリエル》を模した月の《連なる世界セフイロト》……その一部だ」


    　そういえばエノクも自分に宿った天使は、僕が考えているようなものではないと言っていた。あれはこういう意味だったのか。


    「そなたが《天牢ウオルフ＝ライエ》を具現すれば、偽りの宇宙は消える。壁の向こうにあった本物の月が現れる。その時《楽園の守護者ガブリエル》は月の本体と融合し、さらに力を増すだろう」


    「あれが……もっとやばくなるのか？」


    　二対の翼を持つ緑の蛇へびを思い出し、僕は呻うめく。


    「存在の規模で言えば《楽園の守護者ガブリエル》など十分の一以下の端末に過ぎん。だが、その本体を滅ぼすために《天牢ウオルフ＝ライエ》は存在する」


    「戦える力は、あるんだな？」


    「ああ。そなたが《連なる世界セフイロト》を──千年分の魂を受け止めることができればな。本来の計画よりは早いが、《天牢ウオルフ＝ライエ》の腹は十分に満ちている。ここ百年の人口増加は私たちの予測を大きく上回っていた」


    　魔王はそう言って一歩退しりぞく。門の前に僕だけが残される。


    　やるべきことは分かった。《天牢ウオルフ＝ライエ》のこと、敵のこと、僕が立つ舞台のことを、理解した。


    　後は戦うだけ。魔王の昔語りを聞いた後でも、戦う理由は変わらない。


    　由ゆ衣いを守るために、エノクを阻はばむ。その決意は一切揺らいでいない。


    　だが──。


    「少年よ、身勝手を承知で言わせてもらう。ヒースの代わりにここへ来た以上、失敗は許さぬ。仮にそなたが《天牢ウオルフ＝ライエ》を掌握できなければ、《楽園の守護者ガブリエル》に内側から壁を喰くい破られて、全てが終わる。私たちの千年を──無む為いなものにしないでほしい」


    　背後から響く魔王の声を聞いても、すぐには動けない。足が竦すくむ。


    　閉じた石扉の向こうから、低い鳴動が響き始めた。それは死者の声にも聞こえ、背筋に冷たい汗が伝う。


    　千年分の魂って……いったい何人分だ？


    　想像すらできない。僕は人間一人の重さを実感したことがある。失ったことがあるから、胸に刻まれている。大事な人が死んだ時、どれほど心が空っぽになるか知っている。


    　だから──動けない。千年分の魂など背負えるわけがないと気付いていたから。


    『違うよ、お兄にいちゃん。背負う必要なんてないの』


    　その時、由衣の声が胸の内側に響いた。


    「由衣？」


    『お兄ちゃんは、あたしやアリッサお姉ねえちゃんたちを背負ってたの？　違うよね？』


    　──確かに、違う。僕は皆を助けたこともあったが、それ以上に助けられた。困難が立ちはだかった時は並んで戦ってきた。


    「そうだな……僕がしてきたのは、もっと簡単なことだった」


    　由衣が何を伝えようとしているかを察して、僕は呟つぶやく。そうだ、背負うなんて最初から無理なのだ。そんな方法で《天牢ウオルフ＝ライエ》は束ねられない。


    　僕は門の傍かたわらにしゃがんで、右手を伸ばす。


    『うん、そう。それだけでいいの』


    　掌てのひらが門に触れると同時に、扉の隙すき間まから光が噴き上がる。銀の腕輪が輝き出す。


    　白い光流に押し上げられるようにして、門が開いていく。


    　その輝きの中で由ゆ衣いが言った。


    『あたしたちは手を繋つなぐだけで一つになれるんだよ。お兄にいちゃん』
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    　溢あふれる光の中へと、開いた門の内側へと、僕は体を投げ出す。偽りの月の中心へと落ちてゆく。


    　魂の輝きは眩まぶしく、辺りは白一色に染まっている。光は、みんな繋がっていた。小さく纏まとまるもの、寄り添うもの、自由に飛び回るもの──一見バラバラだが、遠目に見ると一つの連なりとなって輝いている。


    　いつの間にか、僕の隣には由衣がいた。僕の右手は由衣の左手を握っていた。二人、同じ速度で連なる魂の中心へと飛行する。


    　僕は空いている左手を伸ばした。由衣は右手を光に翳かざした。


    　全ての魂は繋がっている。だから、僕らは光を一つ掴つかまえるだけでいい。


    　光の中に、誰かの影が浮かび上がった。こちらに差し出してくる手を見つけた。


    　二人──いる。とても懐かしいシルエット。夢で見た、姿。


    「ここに……いたんだね」


    　由衣が涙声で言う。


    「親父、お袋……」


    　僕は掠かすれた声で呟つぶやく。


    　逆光で顔はよく見えない。けれど、見間違えはしない。


    　幸せな夢に背を向けた時、二度と会うことはないと思っていた。もう世界のどこにもいないのだと、言い聞かせていた。


    　でも、消えてはいなかった。その魂は、ここにあった。


    　声は聞こえない。でも気持ちは伝わる。二人の光はとても、温かい。失う前までは当たり前のように思っていた無条件の愛情。手を引いて導こうとしてくれる優しさ。そんな忘れかけていた温もりを思い出す。


    「──ありがとう」


    　涙を堪こらえ、僕は親父の手を握る。由衣は泣きながらお袋と手を繋ぐ。


    　その瞬間、周囲の魂が強く輝いた。


    　親父とお袋の姿は光に呑のまれて見えなくなる。けれど感じる。僕らは繋つながっていると。ここにある全ての魂と一つになったのだと。


    《天牢ウオルフ＝ライエ》の内に広がる《連なる世界セフイロト》の大きさを僕は知る。《天牢ウオルフ＝ライエ》という存在を感覚で理解する。


    　〝僕〟は地球をすっぽりと覆おおう、薄い膜だった。闇やみの中に偽物の月と星を浮かべ、宇そ宙らの振りを続けてきた脆もろい壁だ。


    《天牢ウオルフ＝ライエ》に蓄積された千年に及ぶ魂の歴史。そして今、地上で起きている全ての事象が手に取るように分かる。けれどあまりに膨大な情報のため、理解すると同時に忘れてしまう。まるで自分の中を知識の嵐が通り抜けていくようだった。


    　僕は広すぎる知覚を美み傘かさ市へと絞り込む。空を見上げるアリッサたちの姿があった。《楽園の守護者ガブリエル》の猛攻を耐える星ほし竜りゆうが見えた。


    　全て時間が凍りついたかのように停止している。恐らく《天牢ウオルフ＝ライエ》の情報処理速度が速すぎるのだ。僕が落ちてくる月を掴つかんだ瞬間から、ほとんど時間は過ぎていないようだった。魔王と会話していたのは一秒にも満たない刹せつ那なだったのだろう。


    　──行こう、由ゆ衣い。


    　妹に呼びかける。もう姿は見えない。僕自身の輪郭さえ分からない。けれど返事は聞こえた。


    『うん。戦おう、お兄にいちゃん』


    　二人、心を重ねて《天牢ウオルフ＝ライエ》を束ねる。地球を遍あまねく包んでいた壁を、戦うための姿へと転化させる。千年分の魂が編み上げた《連なる世界セフイロト》を脊せき髄ずいに、《求めし愚ぐ者しや》の深き闇と欲望を血肉に、《嘆きし魔王》の猛りを爪と牙きばに、《流れし星竜》の光を白き衣に変え、《天牢ウオルフ＝ライエ》は現れる。召しよう喚かん者しやである僕を媒体に受肉化する。世界が生命いのちとして具現する。


    　その姿は、狼おおかみ。青い瞳ひとみと白い毛皮を持つ大おお神かみ。


    　眼前に広がるのは、壁に隠されていた本物の宇そ宙ら。背にするのは、命が満ちる青く大きな星。


    　虚こ空くうに浮かぶ白狼の体たい躯くは数千キロに及び、鋭敏な知覚は数光年離れた太陽系の外にまで達した。全知に等しい感覚に精神が押し流されそうになる。


    『お兄ちゃん、少し我慢して。あたしがすぐに《天牢ウオルフ＝ライエ》の知覚を調整するからね』


    　由衣の声が聞こえ、津波のように襲いかかってきた膨大な情報が遮断される。僕が認識できる範囲まで感覚が鈍化する。精神を圧迫していた負荷が消え、自我が安定した。


    『細かい制御はあたしに任せて。これでもずっと《魔狼フエンリル》をコントロールしてたから大丈夫だよ。お兄ちゃんは《天牢ウオルフ＝ライエ》を動かすことに集中して』


    　──ありがとう、由衣。助かる。


    　由衣に礼を言い、僕は具現した《天牢ウオルフ＝ライエ》の肉体を己おのれの手足へと変える。感覚を同期させる。《魔狼フエンリル》を制御していたのが由衣ならば、僕は《魔狼フエンリル》でずっと戦ってきたのは僕だ。だったら《天牢ウオルフ＝ライエ》を動かすのは僕の役割。


    　意識を集中し、魔術を使う要領で己おのれの望みを現実に転化する。足元に力場を作り出し、僕は獣の四し肢しで虚こ空くうを踏みしめる。


    　引き締まった狼おおかみの痩そう躯くからは、溢あふれんばかりの力を感じた。神に等しい知覚は抑え込まれていたが、それでも〝敵〟を捕捉するには十分。


    　意識を向けるべきは二か所だけ。美み傘かさ市に具現した《楽園の守護者ガブリエル》と、目の前に浮かぶ黒い星。


    　それは月と呼ばれる衛星のはずだった。だが壁が消えて現れた本物の月は、僕が知る姿から遠くかけ離れていた。月そのものが黒いわけではない。何か黒いモノが巻きついている。体は細く、鱗うろこが見えた。蛇へび……黒い大蛇だ。


    　そして蛇はもう一匹いる。《天牢ウオルフ＝ライエ》の具現に気付いた緑の蛇──《楽園の守護者ガブリエル》は、星ほし竜りゆうを放置して宇宙を目指していた。成層圏を越え、二対の翼を羽ばたかせて真っ直すぐに月へ向かう僕の宿敵。


    　──エノク。


    　地上から見上げたときは、凄すさまじく巨大に思えた体も《天牢ウオルフ＝ライエ》に比べれば小さい。今ならば、爪の一撃で簡単に引き裂ける。だが、僕は動けなかった。本能が黒い月を警戒しろと訴える。隙を見せれば喰くわれると体を律する。


    　その間に《楽園の守護者ガブリエル》は加速し、緑色の矢となって黒い月へと接触した。その途端──月が緑色に染め変えられる。


    　大蛇の体に呑のみ込まれて消える《楽園の守護者ガブリエル》。ドクン、と月に巻きついた胴体が脈動し、鱗の隙すき間まから光が漏れる。


    『一つ、確認しておこう』


    　声が聞こえた。心に直接、エノクの声が響いた。


    　大蛇がゆっくりと月の裏側から鎌首をもたげる。深緑の瞳ひとみで僕を射いる。


    『お前は、啓けい介すけだな？　《天牢ウオルフ＝ライエ》に呑まれて、消えてはいないな？』


    『──安心しろ、僕は遠とお見み啓介だ。お前こそ、本当にエノクか？　月に巻きついていた黒い大蛇は〝悪い魔法使い〟の本体なんだろう？』


    　僕は逆に問いかける。


    『はは、オレたちの事情にずいぶん詳しくなったようじゃないか。《天牢ウオルフ＝ライエ》から知識を得たのかい？　だが案じる必要はないよ、啓介。オレはオレのままだ。彼の魂は月にも、どこにもない。《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の名と共に《群クラれウド》の党首へ受け継がれていたが、オレの代で消えた』


    　月を隙間なく締め付けていた体を解き、緑の大蛇は虚こ空くうへ泳ぎ出る。


    『月の神にまでなった奴が……死んだのか？』


    『彼は人であることを捨てられなかったんだよ。だから《天牢ウオルフ＝ライエ》が創られた時に壁の内側に取り残された。そして無様に、必死に、他者の体を精神感応テレパスで乗っ取ることで生き永ながらえるしかなかった』


    　そういえば夢の牢ろう獄ごくでエノクは言っていた。〝悪い魔法使い〟は牢番の体を乗っ取って牢獄を脱出したのだと。彼はツグミ以上の精神感応テレパスを有していたのだろう。


    『お前はどうして乗っ取られなかったんだ？』


    　月の前にとぐろを巻くエノクへ問いかける。


    『肉体と共にあれば精神も老いる。千年の間に彼の魂は弱りきっていたんだろう。さらにオレは《緑翼の宣告者ジブリイル》の欠片かけらを持っていた。本来なら欠片は彼の味方をしたはずだ。何しろ月の《連なる世界セフイロト》が擬態したものなのだからな。けれど欠片はオレを選んだ。この体は劣化した彼を、自分の魂だとは認めなかったのさ』


    　エノクはそう言って尻尾しつぽの先で自分を指し示す。


    『まあ、記憶は転写されてしまったから最初は混乱したけどね。いきなり党首だとか祭り上げられて戸惑ったよ。けれど、ふと気付いたのさ。オレがずっと抱いていた……決して叶かなえられないはずの望みに、今なら手が届くのだと』


    　大蛇は赤い舌をチロチロと覗のぞかせて、僕を見み据すえる。


    『そして──ここまで来た。この《世界蛇ウロボロス》でオレは〝英雄〟と〝絶望しない罪人〟に報いを与える』


    『ウロボロス？』


    　聞き慣れぬ名前に疑問を表すと、大蛇は口を大きく裂いて牙きばを覗かせた。物を咀そ嚼しやくできない普通の蛇へびとは違い、大蛇の口内には肉食の爬は虫ちゆう類るいのような鋭い歯が並んでいた。


    『彼が月の《連なる世界セフイロト》に付けた名だ。そして《天牢ウオルフ＝ライエ》に代わり、神の座に就く存在の名前だ！　さあ、もういいだろう啓けい介すけ。オレはもう我慢ができない。待っていられない。互いの願いを懸かけて……殺し合おう!!』


    　大蛇──《世界蛇ウロボロス》が弓を引き絞るかのように身をたわめる。


    『っ!?』


    　身構える間もなかった。己おのれ自身を矢と変えて《世界蛇ウロボロス》が《天牢ウオルフ＝ライエ》の前脚に牙を突き立てる。


    『があああああっ!?』


    　激痛が意識を焼く。霧散しそうになる自我をギリギリで維持し、僕は目を見開く。敵の姿を視界に捉とらえ、吼ほえる。


    　──ウォォォォオォォォォオォォオォォォォオォォオォオォォォン!!


    　大気ではなく空間を揺るがし、咆ほう哮こうは宇宙に轟とどろく。


    　負けられない。この《天牢ウオルフ＝ライエ》は由ゆ衣いの存在をこの世に留とどめる楔くさび。親父とお袋の魂を包み込む世界。必ず守りぬく。絶対に渡さない！
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    　僕は《世界蛇ウロボロス》の胴体へ喰くらいつく。


    　──キィィイィィィイィイィィイィィィイィイィイッィ!!


    　悲鳴を上げる《世界蛇ウロボロス》。だが蛇へびの牙きばは緩ゆるまない。そのまま僕らは互いの肉を喰いちぎる。


    『くっ……！』


    　左前脚の関節が失われ、動かない。蛇の胴体も千切れそうな有様だったが、《世界蛇ウロボロス》が《天牢ウオルフ＝ライエ》から抉えぐり取った肉片を飲み込むと、傷口から肉が盛り上がって再生する。


    　そうか……これは相手を喰らって自らの肉へと変える戦い。どちらの世界が主になるかの争い。先に相手を喰らい尽くした方が勝者となる獣の闘いなのだ。


    　僕も口内に残った蛇の肉を嚥えん下げし、己おのれの世界へと取り込む。そして失われた部位を補ほ填てんする。前脚は瞬時に再生し、また動かせるようになった。


    



    　──兄にいさん。


    



    『……え？』


    　だが突然、聞き覚えのない声が脳裏を過よぎる。幼い子供の声……だろうか。


    　何だ……これ？


    　しかし考えている暇ひまはない。《世界蛇ウロボロス》は再びアギトを開いて飛びかかってくる。


    　虚こ空くうを蹴けって牙きばを回避し、爪を振るう。だが《世界蛇ウロボロス》も素早く身をかわした。一瞬、視線が絡み合い──今度は同時に相手の喉のど下もとへ襲いかかる。牙が突き刺さるタイミングも同じ。また僕らは互いの体からに肉をむしり取って、己の血肉へと変える。痛みは最初ほどひどくはない。慣れたのではなく、由ゆ衣いが痛覚を制御してくれたのだろう。


    



    　──兄さんは、神様っていると思いますか？


    



    　今度はこちらから仕掛けようと後ろ脚に力を溜ためた矢先、先ほどと同様の幻聴が聞こえた。さらに幼い少女の面影がちらつく。顔や服装は判別できず、金色の髪だけが印象に残った。


    



    　──兄さん、明日は一緒にバザーへ出かけましょう。


    



    　知らない声が僕を惑わせる。


    　わずかに行動が遅れ、《世界蛇ウロボロス》に先手を取られる。するっと懐にまで入り込んできた蛇は《天牢ウオルフ＝ライエ》の脇腹に噛かみ付いた。


    『はははっ、見える……啓けい介すけの心が見えるよ。もしかしてキミにも、オレの記憶が見えているのかい？』


    　エノクの声が響く。その言葉で僕は幻の正体に気付いた。


    『記憶……？　まさかさっき見えた金髪の女の子は──』


    　僕は《世界蛇ウロボロス》の、エノクは《天牢ウオルフ＝ライエ》の肉を取り込んだ。相手の世界を自分の一部に変えた。その影響で僕とエノクは互いの記憶を垣かい間ま見ているのだろう。


    『金髪の女の子？　そうか、キミはオレの妹を見たのか。奇遇だな、オレもキミの妹を幻視した』


    　そう言いながらエノクは《天牢ウオルフ＝ライエ》の脇腹を喰くいちぎろうと顎あごに力を込めた。一方的に肉を奪われては再生ができない。僕は蛇へびが離れてしまう前に爪を振り下ろす。


    　ぶちっと脇腹を持っていかれた瞬間、《天牢ウオルフ＝ライエ》の爪が《世界蛇ウロボロス》の首筋を深く抉えぐる。


    　もう、どちらも悲鳴は上げない。相手の隙を窺うかがいながら、静かに距離を取る。《世界蛇ウロボロス》はちぎった肉を飲み込み、《天牢ウオルフ＝ライエ》は抉った肉を爪から舐なめ取った。互いに負った傷が治り、相手の記憶が流れ込む。


    　見えたのは、また同じ金髪の少女。エノクの──妹。


    　響くのは、耳を劈つんざく銃声。そして悲鳴。


    　逃げ惑う人々。遠ざかる背中。崩れ落ちる小さな体。地面に広がる赤い花。


    　絶叫。怒り。喉のどの痛み。悲しみ。歪ゆがむ視界。消えていく体温。


    



    　──兄にいさん。私は、神様に嫌われてしまったのでしょうか……？


    



    　そして、最期の言葉。


    　凄せい惨さんな情景と悲痛な感情の断片が、胸の内側を駆け抜ける。


    『今──啓けい介すけの絶望を見たよ。キミも、オレの絶望を見たか？』


    『ああ……お前も、妹を──』


    　苦い気持ちを抱きながら呟つぶやく。同情したわけではないが、攻撃に移るのを一瞬躊ちゆう躇ちよする。


    　その隙すきを突いて、《世界蛇ウロボロス》は襲いかかってきた。僕は後ろに跳躍してギリギリで牙きばを回避する。


    『はっ、隙だらけだったぞ啓介？　そんなにオレの絶望が気になるか？』


    　開いた距離をじりじりと詰めながら、エノクは嘲ちよう笑しようした。


    『くっ……』


    　気を取り直し、僕は《世界蛇ウロボロス》の動きを注視する。爛らん々らんと緑の瞳ひとみを輝かせながら《世界蛇ウロボロス》は僕を狙ねらっていた。


    『──オレたちの生まれ育った街は、宗教対立が激しい場所でね。二年前、妹は過激派の抗争に巻き込まれ、流れ弾を胸に受けて死んでしまったよ。偶然──ね』


    　含みのある口調でエノクは言う。仕掛ける機を窺うかがいながら、僕を揺さぶる。


    『…………』


    　僕は何も言葉を返さなかった。隙を見せないためでもあったが、単純に返す言葉が思いつかなかったのだ。大事な人を失うということが、どれほど重いかを知ってるから……軽い相あい槌づちさえ打てなかった。


    『まあ、その街じゃ別に珍しくもないことさ。特筆すべき不幸じゃない。けれど……だからといって許せるはずもない。オレはその場にいた連中の一人を探し出して、追い詰めて、額に銃を突きつけた。そしたら、そいつは何をしたと思う？』


    　エノクが問いかけてくる。僕は《世界蛇ウロボロス》から意識を逸そらさないようにしながら少し考え、短く答えた。


    『命いのち乞ごい、か？』


    『はは──だったら、どれだけよかったろう。みっともなく殺さないでくれと懇願してくれたら、オレは復ふく讐しゆうを遂げられた。けれどそいつは……妹の死に感謝した。神が必要とした大いなる犠牲なんだと、オレを励ましたんだ。自分の行いが正しいのだと信じきった顔でな』


    　エノクから暗い感情の色が伝わってくる。どうしようもない絶望を、言葉の奥に感じる。


    『オレは何とかして、そいつを後悔させようとしたよ。けれど、無理だった。自分が死ぬことすら運命だと受け入れた。全ては神のためだと、ひたすら繰り返した。どうやってもそいつは絶望しなかった!!』


    　叫びながらエノクは《世界蛇ウロボロス》の尾を振るう。長い体を利用した攻撃。《天牢ウオルフ＝ライエ》を薙なぎ払おうとする尾を飛び越えて、僕は間合いを詰める。爪を《世界蛇ウロボロス》の頭部に向けて振りかぶる。


    『──結局、オレはそいつを殺せなかった。復讐すら果たせないことに絶望し、何もかも忘れたくて街を離れたよ。けれど……《緑翼の宣告者ジブリイル》の欠片かけらを宿し、《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の知識を得て、オレは思いついた。奴らを絶望させる方法を！』


    　死角から伸びた蛇へびの尾が《天牢ウオルフ＝ライエ》の後ろ脚に絡みつく。そのせいで体のバランスが崩れ、《天牢ウオルフ＝ライエ》の爪は空を切った。


    『オレが──神になればいい。《世界蛇ウロボロス》で奴らが信じる神に成り代わり〝お前らが間違っている〟と〝お前の行為は神への背信だ〟と、宣告してやる！　その時こそ、奴らは妹を死に追いやったことを悔いるだろう。自分のしたことに絶望するだろう!!』


    『そんなことをして……どうなるっていうんだ！』


    　僕は後ろ脚を拘束されながらも、《世界蛇ウロボロス》の体に噛かみ付いて叫ぶ。


    　エノクの気持ちは理解できる。けれど、その先には何もない。誰一人、救われない。


    『妹の死が、意味を持つ。奴らの中に刻まれる。それを無駄とは言わせない！　絶望を覆くつがえし……奇跡を起こして、妹を取り戻したキミにだけは、絶対に!!』


    　エノクは《世界蛇ウロボロス》の胴体を《天牢ウオルフ＝ライエ》の体に巻きつけて、締め上げる。


    『ぐぅっ!?』


    　全身の骨が軋きしむ。僕は筋肉に力を込めて、締め付けに抵抗する。


    『啓けい介すけ……奇跡は、存在しちゃいけないんだよ。偶然と運命なんて、夢見がちな人間の戯たわ言ごとであるべきなんだ。だから、英雄もいてはいけない』


    『エノクはなんで、そこまで英雄を──』


    『妹は〝偶然〟抗争に巻き込まれ、〝偶然〟流れ弾を受けて死んだからだ!!』


    　《世界蛇ウロボロス》の牙きばが《天牢ウオルフ＝ライエ》の胸を突き破り、肋ろつ骨こつをも噛かみ砕く。


    『──っ!?　どういう……意味だ？』


    　僕も《世界蛇ウロボロス》の体へ牙を深く食い込ませながら問い返す。


    『《天牢ウオルフ＝ライエ》の加護を受けた英雄は、偶然を味方につける。運命の実在を証明する。言わば英雄こそが、偶然と運命の具現。なら、恨むしかないだろう？　妹を殺した〝偶然〟を憎むしかないだろう!!』


    　ぶちぶちぶちっと一際大きく《天牢ウオルフ＝ライエ》の胸部が引きちぎられる。僕も蛇へびの背骨ごと胴体を喰いちぎった。


    　そしてお互い間かん髪はつ容いれずに再び相手へ喰くらいつく。再生する速度より早く、血肉を貪むさぼる。


    　連続する痛みに意識が白み、傷の熱が神経を焼く。駆け引きも何もない、本能のみの闘争。僕とエノクの記憶が入り混じり、心が流れ込み、境界さえ曖あい昧まいになる。


    『だからお前は、僕を……英雄を許せないのか？』


    　戦いの狭間で言葉を交わす。喰われる肉に乗せて思いを伝える。


    『一人の運命を変えれば、周囲の運命さえも捻ねじ曲がる。その影響は連鎖し、世界に広がる。そうした小さな波が、妹の死に影響していないと言い切れるか？　英雄に罪がないと断言できるか？』


    　喰らった肉からエノクの言葉が返ってくる。


    『それ、は──』


    『三年前、キミは《魔狼フエンリル》を宿した。それから戦いに巻き込まれながらも、生き延びている。それは《天牢ウオルフ＝ライエ》の加護だろう。けれど、その加護は日常にも及んでいたかもしれない。〝偶然〟キミは事故や災害を避けていたのかもしれない。キミの代わりに誰かが死んでいたかもしれない!!』


    『ぐ……』


    　言い返すことはできなかった。エノクの言葉を否定できるほど、僕は傲ごう慢まんにはなれなかった。


    『はははっ！　キミは誠実だな。こんな言葉を真に受けて、心を痛めているのが分かる。キミの血肉を通して伝わるよ。だが、不愉快だ！』


    　《世界蛇ウロボロス》の攻撃が熾烈さを増す。互いに再生が追いつかない中、《天牢ウオルフ＝ライエ》の傷が増えていく。飛び散った血液と細かい肉片が無数の赤い珠となって虚こ空くうに浮かぶ。


    『オレの戯言など、逆恨みだと切って捨てろ！　キミは妹を守ると言った時点で英雄であることを選択した。ならばどこまでもオレの敵でいろ！　わがままを振りかざす英雄でいろ！　そうでなければオレの復ふく讐しゆうは成立しない!!』


    　蛇へびの牙きばが顔を掠かすり、左目を持っていかれる。視界が削けずられ、生じた死角から攻撃をさらに喰くらう。左後ろ脚を完全にちぎられた。


    　大きな痛手。喪失と吸収のバランスは完全にエノクの側へ傾く。


    　──何をやってるんだ、僕は。


    　エノクの言う通り、もはや僕に善人ぶる資格なんてない。今さらエノクに同情したところで、僕のしてきたことや願いは変わらない。


    　僕は世界中の人間に妬ねたまれ、恨まれ、憎まれるほどの奇跡を手にしたのだ。死んだはずの大切な人と再会できたのだ。アリッサや未み由ゆ、冬ふゆ上がみに陽ひ名なちゃん、それにツグミ──本来なら深く関わることがなかった人たちとの繋つながりを、手に入れることができたのだ。


    　たとえ誰に糾弾されたとしても、僕はそれらを手放すつもりはない。どんなことをしても守り抜く。


    　譲れないのなら、貫くしかないのなら、立ち塞ふさがるものは倒すしかない。自分の望みのために、共存できない願いを壊すしかない。


    『ああ……僕は、お前の敵だ』


    　《天牢ウオルフ＝ライエ》の後ろ脚を丸呑のみにするために、攻撃の手を止めた《世界蛇ウロボロス》。その隙に僕は大きく息を吸い込み、周囲に浮いている血肉を取り込んだ。後ろ脚を再生させ、力場を蹴けって《世界蛇ウロボロス》の額に喰らいつく。《天牢ウオルフ＝ライエ》の牙は蛇の右目を噛かみ潰つぶした。


    『僕の奇跡が……幸せが、どうしようもなく罪深いものだとしても──僕は手放さない。誰に責められても、憎まれても、一番大切なものだから譲らない！』


    『──それで、いい。オレたちには、ただ〝願い〟があるだけだ。戦い、勝者とならなければ叶かなえられない願いがなっ!!』


    　エノクが《世界蛇ウロボロス》の長い体を鞭むちのようにしならせて、《天牢ウオルフ＝ライエ》の腹へと打ちつける。衝撃に《天牢ウオルフ＝ライエ》は無理やり《世界蛇ウロボロス》から引き剥はがされた。だが僕が牙を最後まで抜かなかったので、《世界蛇ウロボロス》は顔面の右半分を抉えぐられている。


    　僕は瞬時に《世界蛇ウロボロス》の右側に生じた死角へ移動し、追い討ちをかけた。前足の爪で蛇の喉のど元もとを切り裂く。


    　もう、一切の躊ちゆう躇ちよはない。


    　エノクの過去を、悲しみを、願いを、知った上で──僕は自分の願いを押し通す。自分のためにエノクの望みを叩たたき潰つぶす。


    　〝正しい〟とか〝間違っている〟とか、そんな理屈で僕らの決着は付かないから。僕とエノクは二人とも自分勝手なわがままを貫こうとしている〝悪〟だから。


    『啓けい介すけぇぇっ!!』


    　残った左目に混じり気のない殺意を灯ともし、エノクが叫ぶ。高速で《天牢ウオルフ＝ライエ》の周囲を回り、螺ら旋せん状に束ねた長い胴体でこちらの逃げ場を奪う。真後ろから通り抜けざまに背中を抉えぐられた。


    『ぐっ……エノクッ!!』


    　とぐろの内側から脱出するために、蛇へびの胴に齧かじり付く。爪で肉を裂いて隙間を作る。がむしゃらに外へ這はい出た途端、先回りをしていた《世界蛇ウロボロス》の牙きばに肩口の肉を奪われた。


    　意識が赤熱し、加速する。生き残るためだけに動く。勝つためだけに駆ける。喰くらうためだけに爪つめと牙きばを振るう。ただひたすらに、戦い続ける。


    　喰らい、喰らわれ、抉り、抉られ、裂さかれ、ちぎられ、血まみれになりながら争う。腕を失い、足を失い、体を失っても、牙が一本でも残っている限り敵を狙ねらう。


    　やがて視界は血肉の赤で染まり、体の感覚が消失する。《世界蛇ウロボロス》の姿が見えない、自分の姿も分からない。恐らく再生が追いつかず、互いに肉片となってしまったのだ。


    　それでも戦いは終わらない。僕も、エノクも、諦あきらめない。


    　譲らない……渡さない。この手の中から、何一つ奪わせはしない！


    　《天牢ウオルフ＝ライエ》と《世界蛇ウロボロス》の欠片かけらは互いを喰い合い、境界を失い、巨大な肉塊へと凝縮する。地球と月の《連なる世界セフイロト》は混じり合い、一つになる。


    　だが、その主は決まっていない。どちらがどちらを従えるのか、まだ……決着は付いていない。


    　ザザァーン、ザザァーン──。


    　波音が響く。紅くれないのさざ波が足元を濡ぬらす。


    　気付くと僕は血の色をした海のほとりに〝遠とお見み啓けい介すけ〟の姿で立っていた。空も、大地も、何もかもが赤黒い。全てが血と肉の色で染められている。ここはたぶん《天牢ウオルフ＝ライエ》と《世界蛇ウロボロス》が融合した肉塊の内側。主の決まらない、不安定な世界。


    「──どうやら力が拮抗していて、形態が定まらないようだね。自分の体として具現できるのは、この姿で精一杯のようだ」


    　そして十数メートル離れた波打ち際にエノクもいた。白い修道服と金色の髪を風に靡なびかせ、暗い色を湛たたえた碧へき眼がんで僕を見ている。


    「どんな姿だろうと、関係ない」


    　僕は右みぎ拳こぶしを固め、エノクに一歩近づく。


    「そうだな……確かに、関係ないか」


    　エノクも僕に向かって足を踏み出し、拳を握る。口の端はを歪ゆがめ、不敵に笑う。


    　ぱしゃん、ばしゃん。


    　波打ち際に踵かかとを下ろすたび、紅の飛ひ沫まつが舞う。エノクと同じ歩調で距離を詰める。


    　間合いを測る、呼吸を整える。無駄な力を全身から抜く。意識を研とぎ澄ます。


    　あと三歩、二歩、一歩──！


    　互いが間合いに入る直前、僕は大きく、深く、鋭く踏み込んだ。速度と力を足から腰へ、腰から肩へ、肩から右腕へ、右腕から拳こぶしへと乗せる。


    　機先を制した一撃。エノクは身構えるが腕の防御は間に合わず、僕の拳はエノクの鳩みぞ尾おちに突き刺さる。


    「がはっ!?」


    　エノクは血の混じった息を吐いて仰のけ反るが、すぐに左手で僕の腕を捕とらえると膝ひざを振り上げた。固定された状態で右みぎ肘ひじを撃ち抜かれ、嫌いやな音が響く。右腕が痺しびれ、遅れて激痛が駆け巡った。


    「ぐぅっ……！」


    　有り得ない方向に曲がった右腕を抱え、僕はよろめく。


    「甘いよ、啓けい介すけ。オレは平和な国で生きてきたキミとは育ちが違うんだ」


    　エノクは右足を大きく振り上げて、前かがみになった僕の頭へ踵かかとを振り下ろす。


    　後頭部に重い衝撃。視界がぶつんと途切れ、気付いた時には赤い地面が目の前にあった。顔面を強打し、鼻の奥に生温い感触を覚える。口の中に入った砂は鉄の味がした。


    　ざっ──。


    　そして、砂を蹴ける音。僕は反射的に横へ転がる。ダンッと頭のすぐ傍そばをエノクの足が踏み抜いた。転がった勢いを利用して僕は身を起こす。眩暈めまいがひどい、足元がふらつく、右腕も動かない。この状態ではまともな攻撃などできないと判断して、僕は至近距離にいるエノクへ頭から突っ込んだ。
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    「けはっ!?」


    　エノクが苦鳴を漏らす。一か八かの体当たりだったが、僕の頭はエノクの腹部にめり込んでいた。バランスを崩して倒れるエノクへ圧のしかかり、馬乗りになる。だが片腕では体を押さえつけられず、エノクが振り上げた拳こぶしに顎あごを殴られた。脳が揺れ、意識が遠とお退のく。


    　ダメだ。意識を失ったらそれで終わり。僕はこの体さえ保てなくなり、《天牢ウオルフ＝ライエ》は《世界蛇ウロボロス》に取り込まれるだろう。


    「僕だって……戦ってきた。失わないために、ずっと戦ってきたんだ!!」


    　意識を繋つなぎとめて叫び、歯を噛かみ締める。エノクの襟えり首くびを掴つかみ、頭を振り下ろす。


    　ガンッと鈍い音が響き、瞼まぶたの裏に火花が散った。朦もう朧ろうとしつつもエノクの様子を確かめる。エノクは額から血を流しながらも、薄目を開けて僕を見ていた。その瞳ひとみから戦意は失われていなかった。


    　頬ほおに、衝撃。焼け付くような熱さ。


    　殴られたのだと気付いたときには、僕はエノクの上から転げ落ちていた。波打ち際に倒れた僕の体を赤い波が濡ぬらす。


    「く……そ……」


    　地面に手を付いて立ち上がる。口の中から折れた歯が転がり落ちた。喉のどに絡まる血を唾つばと一緒に吐き出して、僕はエノクを見据える。


    　エノクもよろよろと身を起こそうとしているところだった。額から流れ出した血に右目を塞ふさがれながらも、僕を睨にらんでいる。


    「オレ……は、負けない。英雄には……偶然と運命には、敗北しない！」


    　エノクの足元が緑に輝く。赤い大地が、エノクの色に染められる。


    「限界など、いくらでも超えてやる。オレは不平等な神が作った壁を……妹を殺した世界を打ち壊すために、ここまで来たんだ!!」


    　緑色に輝く大地に手を浸し、砂を変成させ、エノクは三日月鎌を作り出す。どちらつかずだった《天牢ウオルフ＝ライエ》と《世界蛇ウロボロス》の肉塊を意思の力で支配して、己おのれの武器へと変える。


    「これが、証明だ。オレの想いがキミの願いを凌りよう駕がした証あかしだ！」


    　エノクは手にした長柄の鎌を振りかざす。透明な三日月形の刃が緑色に輝く。


    「オレとキミの戦いは──これで終わる!!」


    　鎌を横よこ薙なぎに振るうエノク。刃が僕に届く距離ではない。完全に間合いの外。だが鎌に集まった輝きが、光の刃となって飛んでくる。


    　ふらつく体で避けられる攻撃ではなかった。生身で防げる一撃ではなかった。


    　それは僕の意識と命と、想いと願いと、守りたい全てを刈り取る刃だった。


    『──────────!!』


    　けれど──僕には〝声〟が聞こえていた。それは言葉としては意味を成さない、感情の奔ほん流りゆう。心をそのまま吐き出したかのような叫び。僕を支えてくれる、強い想い。


    　だから、絶望しなかった。ただ〝彼女〟を信じた。


    　どくん。


    　折れた右腕が脈動し、白い毛で覆おおわれる。一瞬で肥大し、狼おおかみの頭部を象かたどる。先端が裂け、鋭い牙と赤い口こう腔こうを覗のぞかせる。


    　──バリンッ！


    　僕は具現した白狼の牙きばで、エノクが放った光の刃を噛かみ砕いた。ガラスの破片に似た刃の残骸がバラバラと地面に落ち、赤い波に浚さらわれていった。


    「な……っ!?」


    　勝ち誇っていたエノクの顔が驚きよう愕がくに染まる。だが、これは驚くことではない。何一つ、不思議なことではない。理解していないのはエノクだけ。


    「エノク、お前は〝僕一人〟と戦っているつもりだったのか？」


    　狼頭を構え、問いかける。


    「何だと？」


    「初めから……僕はお前より弱いさ。平和な国で生きてきたのは事実だし、家族を亡くした時も自分の殻からに閉じこもるだけだった。何かと戦おうなんて思いもしなかった。でも、そんな僕がお前と対等に戦ってこられたのは一人じゃなかったからだ」


    　一人なら、こうして立っていることもできない。一人なら《天牢ウオルフ＝ライエ》を扱い切れず、同じ舞台に立つことも叶かなわなかっただろう。


    　左手で自分の胸を指差して、僕は告げる。


    「ずっと……由ゆ衣いが僕を支えてくれていた。今だって《世界蛇ウロボロス》を抑え込むので精一杯なのに、こうしてお前と戦える牙きばを与えてくれた。お前が超えた限界を、由衣も超えてくれたんだ！」


    　僕には聞こえていた。〝負けないで〟という由衣の声が。


    　だからどれだけ痛くても、辛つらくても、喰くわれても、倒れても、立ち向かうことができた。守りたいものを見失わないでいられた。


    「……まさか、一対二の勝負だったとはな」


    　エノクが三日月鎌を構え直し、乾いた笑みを浮かべる。だが僕は首を横に振る。


    「いや、それも違う」


    　白狼に変じた右腕が輝き始める。《天牢ウオルフ＝ライエ》の中にある魂の光が溢あふれ出す。力が、満ちていく。


    　《天牢ウオルフ＝ライエ》が取り込んだ《連なる世界セフイロト》は千年間蓄積された魂の集合体だ。僕と由衣の二人でようやく制御が可能になるほどの、莫大な力だ。けれどコントロールしなくても、自らの意思で力を貸してくれる魂もある。そしてその魂が放つ光は、強制的に従わせている魂よりもずっと強い。


    　親父の厳しく熱い光。お袋の優しく温かい光。二人の輝きが白狼を包む。


    「僕らは──二人きりじゃない」


    「そうか、だが……何人いようと同じだよ」


    　エノクが鎌の柄を両手で握り締め、深く腰を落とし──構える。三日月の刃が再び緑色に輝いた。


    「《頂の雄鶏ヴイゾフニル》が束ねた月の《連なる世界セフイロト》は、彼を神と仰ぐ思想で統一されている。いわば単一の魂。《王冠ケテル》の意思に忠実に従う器だ。ゆえにオレは、その力を十全に引き出せる」


    　赤い空が震える。赤い海がざわめく。主権を争う二つの力が増大したために、軋きしみを上げる。


    「オレは一だ。しかし小さな光がいくら集まっても届かない、巨大な一だ!!」


    　エノクが地を蹴ける。緑に輝く鎌を手に、僕との距離を詰める。


    「僕らは、負けない。たとえ小さくても、弱くても、この光はお前よりも眩まぶしい!!」


    　白く輝く狼頭を翳かげし、僕も駆ける。


    　一瞬で距離は縮まり、同時に互いの間合いへと踏み込んだ。


    　エノクが三日月鎌を振り下ろす。鋭い緑色の軌跡を描いて、刃が僕に迫る。


    　研とぎ澄まされた意識が思考を加速させる。鎌の動きを見極める。


    　狙ねらいは──首筋。


    　僕は鎌の軌道を読んで、狼頭の右腕を翳かざす。白狼の牙きばが緑の刃を受け止める。


    　ガギィィィイィィィイィィィィィィィンッ!!


    　鼓膜を引き裂くような甲かん高だかい激突音が響き渡る。刃と牙が擦こすれ合い、火花が散る。


    「くっ……！」


    　凄すさまじい圧力に、足が赤い砂に沈む。


    「はあああああああああああっ!!」


    　エノクが裂れつ帛ぱくの気合と共に、鎌を押し込んでくる。白狼を両断しようと、刃が牙の間を進む。僕は狼頭の牙で鎌を砕こうとするが、びくともしない。刃の侵攻を遅らせるので精一杯だ。


    　確かに、強く、重い。エノクの意思そのものであるかのように鎌の刃は鋭くて固い。


    　けれど──刃が放つ緑の輝きは、とても冷たくて寂しい。


    「エノク、お前は僕らより強いかもしれない。たった一人で、《世界蛇ウロボロス》を完全に制御できるのかもしれない。でも、お前だって一人は心細いんだろ？　孤独は怖いんだろ？　そうでなきゃ、アリッサに固こ執しつしなかったはずだ！」


    　三日月鎌の圧力に抵抗しながら僕は言う。


    　エノクの願いは〝絶望しない罪人〟と〝英雄〟に報いを与えること。その存在を否定すること。アリッサがいようがいまいが、エノクの目的に支障はない。必要なのは《天使王ミトロン》の力で、それすら街の人間で代用できる。


    　なのにエノクはアリッサを自分の側に引き入れようと行動した。わざわざ絶望を突きつけて自分を理解させようとした。その理由はきっと、エノクも孤独を恐れているから。


    「怖こわい、だと？　はははっ──それは見当違いだよ、啓けい介すけ。オレは単に絶望を知らない彼女を汚けがしたくなっただけだ。堕おちた彼女を傍そばに置いておけば、退屈が紛まぎれると思っただけだ！」


    　だがエノクは僕の言葉を否定して嘲ちよう笑しようする。


    「それならどうしてアリッサが《楽園の守護者ガブリエル》の力を抑え込んだ時、何もしなかった？　無理に力を振るうとアリッサが壊れてしまう……そんな風にお前は言った。裏を返せば、いつでもアリッサを切り捨てて目的を遂げられたってことだ。なのにお前は自分の願いよりも、アリッサを優先した！」


    　それは強固なエノクの意思に生じた綻ほころび。ほんのわずかな弱さ。


    　だからこそ、どんなに固くても強くても──その奥には脆もろさがある。エノクの刃は必ず砕けるはずだ。エノクが一人きりで、僕が一人じゃない限り、きっと勝てる。


    　そう信じて、牙きばに力を込める。白狼が眩まばゆく輝いた。


    　由ゆ衣いが支えてくれる。親おや父じとお袋が力を貸してくれる。


    「アリッサを壊さなかったのは、彼女が復ふく讐しゆうの対象でなかったからだ。他に理由などない！」


    　エノクは僕の言葉を認めずに叫ぶ。意思を強く保ち、僕を圧倒する。その願いは──揺るがない。


    「だとしても、お前はその時に願いの価値を定めたんだ。人間一人の存在が、自分の願いよりも重いと認めたんだ！　だからお前は〝僕たち〟に勝てない!!」


    　狼頭がさらに強い光を放つ。


    　親父とお袋だけではない。地上からの光が流れ込んでくる。


    　《天牢ウオルフ＝ライエ》は地球の《連なる世界セフイロト》。そこには魂のみならず、生きている人たちの想いも集つどう。だから感じることができた。だから届いた。皆の輝きが──。


    　ケースケ！


    　この黄色い光は、きっとアリッサ。


    　啓介くん！


    　橙だいだい色の光は、たぶん未み由ゆ。


    　啓介さん！


    　淡い桃色の光は、恐らく陽ひ名なちゃん。


    　センパイ！


    　乳白色の光は、ツグミだろう。


    　他にもある。連れん大だいに取り込まれ、眠っているはずの冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じまの光もかすかに感じる。咲さきねえや美み澄すみさんの光もあった。叔お父じさんたちやオウルの光も分かる。


    　スーラとウルトさんの祈りが届く。ヴェルさんとホリィ＝ライトの視線を感じる。


    　──少年、私の全てを喰くらい尽くせ。


    　そして《嘆きし魔王》の声が響く。《天牢ウオルフ＝ライエ》の具現と共にその一部となっていた魔王が、存在そのものを《天牢ウオルフ＝ライエ》の力へと転化させる。


    　──私の存在はこの時のためにあった。私は王としての責任を果たすために《高次存在ヴイナー》となったのだ。月で断ち切れなかった因果を、そなたの牙きばで終わらせてくれ！


    　真紅の光が《天牢ウオルフ＝ライエ》を包む。魔王の輝きはとても熱く、悲しかった。


    　想いの光は混じり、重なり、輝きを増し、ただひたすらに眩まばゆい白へと純化する。エノクの緑光さえ掻かき消すほどの輝きを放つ。


    　ギシッとエノクの刃が軋きしみを上げた。狼頭に喰くい込み始めていた鎌を押し戻す。だがそれでようやく五分の状態。エノクの刃に僕の牙は未いまだ通らない。エノクは、一歩も退ひかない。


    「どれだけ集まろうが、関係ない。オレの敵は元々〝世界〟だ。それと戦うために、倒すために、この力を手にした。ここまで来て、敗れはしないっ!!」


    　三日月鎌の刃から緑の光が溢あふれ、僕の白光と拮きつ抗こうする。


    　なんて──強さ。何という意思の固さ。


    　人間はたった一人でこれほどまでに強くなれるのか。僕が束ねた魂の光を超えるほどの輝きを放つことができるのか。


    　感嘆さえ覚えるが、負けられないのは僕も同じ。こんなにも多くの人に支えられているのに、倒れるわけにはいかなかった。何より、自分の願いを諦あきらめられるはずがなかった。


    「ああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


    　喉のどが壊れる勢いで叫ぶ。僕自身の魂から力を絞り出す。


    『──うううううううっ!!』


    　由ゆ衣いも必死に力を貸してくれる。


    『お兄にいちゃんは……あたしが守る！　絶対に守るんだからぁぁっ!!』


    　真っ白な由衣の光が全ての魂を束ねて輝く。


    　ガギリリリリリリリリリリリッ!!


    　牙と刃が鎬しのぎを削る。魂の輝きがぶつかり合い、閃せん光こうが弾ける。


    　完全に──互角。


    　ならば、足りないのは僕の力。僕が弱いから、由衣や皆や魔王の光に応えられない。


    　そんなのは悔しかった。弱いままでいたくなかった。強くなりたかった。


    　ほんの一瞬だけでもいいから、エノクと同じぐらい強く──。


    　そうすれば、きっと──この牙は負けないっ！


    　僕は精神が肉体を凌りよう駕がした時のことを思い出す。自分の在あり方が、《高次存在ヴイナー》に至った時のことを思い描く。


    　ヒースの人形と戦う中で、僕は人間の域を踏み越えた。あの時のように余計な思考を塗ぬり潰つぶす。ただ一つの想いで己を満たす。


    　──失いたく、ない!!


    　白い狼頭へ僕の魂が流れ込む。僕の光が牙きばに宿る。その色は──青。空と海と一緒の色。大切な人たちが待つ星と同じ色。


    「ぐっ……」


    　《天牢ウオルフ＝ライエ》に押されてエノクの足が地を滑る。


    　いける──あと、少しっ！


    　そう思った瞬間、右腕がわずかに軽くなった。ほんの少しだけ右腕から力が抜け、勝負を決する機を逃のがしてしまう。


    　何が──？


    　僕は驚き、狼頭に変じている右腕を見た。


    　ふわっと、白狼から小さな黄緑色の光が離れていく。その光は弱弱しく明滅しながらエノクの元へ向かい、傍そばに寄り添った。


    　途端に三日月鎌の輝きが増す。僕の側に傾こうとしていたバランスが元に戻る。


    「な……？」


    　驚きの声を上げるエノク。


    　今にも消えてしまいそうだった小さな黄緑色の光が眩まばゆく輝いた。まるで正しい居場所を見つけたかのように、力強い光を放った。


    　強くなった光はぼうっと淡く広がり、女の子の姿を象かたどる。修道服を纏まとう金髪の少女がエノクの隣に現れる。


    　少女は緑色の瞳ひとみで僕を睨にらみ、無言で鎌の柄に手を添えた。


    「エ、リー……？」


    　エノクが僕の知らない名を呟つぶやく。少女の名前だろうか。彼女の顔に見覚えはない。だがその金髪とシルエットはエノクの記憶で垣かい間ま見みた少女に酷似していた。少女の顔立ちは……どこかエノクと似ていた。


    　まさか、彼女は──。


    　少女はエノクを支えるように手を重ねる。黄緑色の輝きが鎌の刃を包む。


    「──っ!?」


    　三日月鎌の圧力が強まり、狼頭が押し返される。だが──。


    　──ピシッ！


    　白狼の牙が、初めてエノクの刃に喰くい込んだ。小さな亀裂を作った。


    「は……はははっ──こんな時に、こんな奇跡が起こるなんて酷ひどいじゃないか」


    　エノクが震える声で呟き、乾いた笑みを浮かべる。


    　鎌の刃に生じた亀裂は連鎖的に広がり、僕の牙きばはさらに深く突き刺さる。少女の助力を得て力を増したはずなのに、エノクの鎌はとても脆もろくなっていた。


    「……オレはこんなこと望んじゃいなかった。ただ〝絶望しない罪人〟と〝英雄〟に責任を取らせることができればそれでよかったんだ。なのに──これじゃまるでオレが英雄だ」


    　鎌を支える少女の姿を見ながらエノクは虚うつろに笑い続ける。


    　僕は、やっと理解する。エノクがこれほどまでに強かったのは──一人だったからなのだ。何も持っていないから、どうしようもないほど空っぽだったから、揺るがずにいられたのだ。エノクが一人きりだから勝てると思ったのは、間違いだった。完全に……逆だった。


    　ひび割れが鎌の柄にまで及ぶ。少女はおろおろした様子でエノクを見上げた。


    「──はは、これはずるいよ啓けい介すけ。この奇跡を……オレはどうやって憎めばいいんだ？」


    　エノクは片手を鎌から離して、少女の頭に乗せる。安心した様子で少女が微ほほ笑えんだ。エノクも少女に微笑み返す。悔しそうに、悲しそうに──優しく笑う。


    



    　パキィィィィィィン!!


    



    　終わりの音が鳴り響く。


    　ついに白狼の牙が緑の刃を貫通し、三日月鎌は砕け散る。鎌の内側に内包されていた力が膨大な光となって溢あふれ、爆発した。


    　音のない、衝撃。


    　体が浮き上がる。僕は大きく吹き飛ばされて、赤い大地を転がった。


    　狼頭をクッションにして受身を取り、ふらつく足で立ち上がる。先ほどまでいた場所には小さなクレーターができていて、その向こうの波打ち際にエノクが倒れていた。


    「…………」


    　僕は重い体を引き摺ずり、エノクに近づく。仰向けに倒れるエノクの傍そばには小さな光が漂っている。


    「──オレの負け、か」


    　足音で気付いたのだろう。エノクが薄目を開けて僕を見上げる。もう起き上がる力はないようだった。


    「ああ……僕の、勝ちだ」


    　短く答える。


    「そうか──」


    　エノクはそれ以上何も言わずに空へ両手を伸ばす。自分の上に浮かぶ光を掌てのひらで包み込む。


    　手にした輝きを胸に抱き──エノクは目を閉じた。


    　その瞬間、赤い大地と海と空が白一色に塗り変わる。《天牢ウオルフ＝ライエ》の色に支配される。


    　エノクが意識を失ったことで、《天牢ウオルフ＝ライエ》と《世界蛇ウロボロス》の勝敗が決したのだろう。


    　まるで雪原のような白い大地にエノクの体がゆっくりと沈んでいく。


    　妹の──光と共に。


    「お兄にいちゃん……《世界蛇ウロボロス》は完全に《天牢ウオルフ＝ライエ》の一部になったよ」


    　いつの間にか由ゆ衣いがすぐ傍そばに立っていた。僕の右手は元に戻っており、その手を由衣が握っていた。ポニーテールと青いワンピースの裾すそが風に揺れている。


    「終わったんだな……」


    　由衣の小さな手を握り返して、僕は呟つぶやく。


    「うん」


    　頷うなずいて、由ゆ衣いは僕に寄り添った。エノクの妹が……妹の魂がそうしたように。


    　僕と由衣は、沈んでいくエノクを最後まで静かに見守る。その姿が見えなくなった時、由衣は一筋涙を零こぼした──。
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    　白い海は、まるで氷原。白い天てん蓋がいは、まるで雪空。


    　混じり気のない、真っ白な世界の上で……僕と由衣は二人佇たたずむ。


    　僕の手をぎゅっと握って何も言わない由衣。顔を俯うつむかせ、自分の足元を見つめている。


    　僕は知っている。言いたいことがあるのに言い出せない時、由衣はこんな風に黙ってしまうことを。


    　そして大抵の場合、僕は由衣が口に出せないことを察してしまう。


    　全ては終わった。僕らは力を合わせて千年以上前から続く因縁を断ち切り、エノクを倒し、《天牢ウオルフ＝ライエ》を守りきった。《世界蛇ウロボロス》によって人々の心が侵されることも阻止できた。スーラとの約束も果たした。異界を駆逐したことで、連れん大だいに取り込まれた人たちも解放されるだろう。


    　ここでやるべきことは、もうない。


    　それなのに、由衣は言わない。帰ろう──と。


    「なあ、由衣。僕らは……戻れないのか？」


    　白い地平線を見ながら、僕は問いかける。


    　由衣は僕よりもずっと《天牢ウオルフ＝ライエ》のことを理解している。ただ動かしていた僕とは違う。由衣は今も《天牢ウオルフ＝ライエ》を制御し続けている。だから、きっと……何もかも分かってしまうのだろう。


    「──うん」


    　由衣は、顔を伏せたまま頷いた。小さく掠かすれた声で僕の言葉を肯定した。


    「召しよう喚かんは、やっぱり解除できないのか……」


    　息を吐いて、僕は呟つぶやく。だが由ゆ衣いはふるふると首を横に振った。


    「ううん……召しよう喚かんは、解けるよ」


    「なら、どうしてだ？」


    　問いかけると、由衣はようやく顔を上げて僕を見た。


    「……《高次存在ヴイナー》の《召喚サモン》は普通、自分で解除できないよね？　それは《高次存在ヴイナー》が媒体の全てを乗っ取ってしまうからなの。だから自分の意思で術を終わらせられない」


    「ああ……未み由ゆが《嘆きし魔王》を召喚した時は、そうだった」


    「うん。だけど、逆に言えば《高次存在ヴイナー》側からならいつでも解除は可能なんだよ。だからウルトお姉ねえさんは無事でいられた。《流ながれし星ほし竜りゆう》の端末であるスーラさんが召喚を解いたから、人間に戻れたの」


    　僕は思い出す。召喚された《嘆きし魔王》も、最後は僕が《魔狼フエンリル》で脅迫したことで自ら未由の体を離れた。


    「あたしも今は完全に《天牢ウオルフ＝ライエ》を制御できる。やろうと思えば召喚はすぐに解けるよ。でもね、それって……あたしたちがもう《天牢ウオルフ＝ライエ》の側にいるってことなんだよ」


    「あ……」


    　やっと僕にも少し、状況が理解できた。今の自分がどういう存在なのか、ようやく気付いた。


    「あたしたちが《魔狼フエンリル》になった時とは違うんだよ。あの時、お兄にいちゃんは《魔狼フエンリル》を制御できなかった。つまり、ただの媒体だった。《魔狼フエンリル》も《天牢ウオルフ＝ライエ》の召喚としては不完全だったから、お兄ちゃんは〝あたし〟を魔術で再構成して、人間に戻ることができたの。でも──」


    「──僕たちはもう……既に人間じゃない、か」


    　由衣の言葉を引き取って、僕は言う。申し訳なさそうな顔で由衣は頷うなずいた。


    「ごめんね……お兄ちゃん。召喚を解いた時、あたしたちは人間じゃなくて《天牢ウオルフ＝ライエ》に〝戻なる〟んだよ」


    「由衣が謝る必要なんて、ない」


    　僕はそう言って由衣の頭を撫なでるが、由衣はボロボロと泣き出してしまう。


    「でも……でも……お兄ちゃん、約束してたのに。アリッサお姉ちゃんや未み由ゆお姉ちゃんに、絶対帰るって言ったのに──それで、いいの？」


    　涙声で問われて、僕の内側からも感情が込み上げる。視界が滲にじむ。


    「いいわけ──ないさ。帰りたい……どんな手段を使ってでも、みんなのところに戻りたい！　信じてくれたのに……必ず帰るって約束を信じて送り出してくれたのに……裏切りたくない！　みんなの手を──もう一度掴つかみたい!!」


    　本音を吐き出し、僕は由衣の体を引き寄せて、強く抱き締める。


    「──由衣と一緒に、また日常を続けたいんだ!!」


    「お兄ちゃん……」


    　由ゆ衣いは僕の服をぎゅっと掴つかみ、胸に泣き顔を押し当てる。


    　地面に振動を感じた。上空からパラパラと細かい欠片かけらが降ってくる。


    「これは──」


    　僕は空を仰ぎ、粉雪のように舞い落ちる天てん蓋がいの白い破片を眺めた。


    「そろそろ……《天牢ウオルフ＝ライエ》の具現化も時間切れみたいだね。媒介になったお兄にいちゃんの体が限界に近づいているんだよ」


    　由衣が手の平で欠片を受け止めて、僕に説明する。


    「っ──……喰くらうは心。界の狭はざ間ま、星を阻はばむ牙きばの門。空を閉ざす天の牢ろう！」


    　追い詰められ、僕は叫ぶ。


    「飢え、猛たけり、くるうのは、満たされることなき、魔なる狼！」


    　かつて《魔狼フエンリル》から人に戻った時の《姿の言葉シャープワーズ》を僕は紡つむぐ。由衣の形を定め、僕を人間に留とどめるための魔術を望む。


    「滅びを止める銀の錠じよう。首を縛りし魔の鎖くさり。繋つながれしは終わりの獣！」


    　みっともないと自覚していた。けれど縋すがらずにはいられなかった。


    「戒いましめを受け、ここに出でよ。闇やみより分かたれ、形を成せ。黄たそ昏がれは遥か遠い!!」


    　四節の《姿の言葉シャープワーズ》を唱え終わり、僕は祈るように《起動言語トリガー》を告げる。


    「──魔銀の黒狼ウオルフ＝グレイプニル!!」


    　だが、何も起こらない。空と大地の鳴動が次第に高まり、崩壊が近づく。


    　由衣が僕の背中に腕を回して、慰めるように言う。


    「無理だよ、お兄ちゃん。魔術は、人間にしか使えないの。奇跡を現実に導けるのは、人間だけなんだよ──」


    「く、そ……ちくしょうっ……！」


    　膝ひざから力が抜ける。崩れ落ちそうになる。けれど由衣は僕を倒れないように支えて、泣き笑いの表情で真っ直すぐに見上げる。


    「ねえ、お兄ちゃん……お兄ちゃんは、何になりたい？」


    「え……？」


    「もう、外の世界に敵はいないから……《天牢ウオルフ＝ライエ》は壁に──偽物の宇宙に戻る必要はないの。〝形のない何か〟なら、どんなものにでもなれるよ。だから、何がいい？」


    　とても優しい声で、由衣が僕に訊たずねる。


    　その言葉を聞いて、僕はそれが由衣の精一杯なのだと知った。本当にもう、戻れないのだと悟った。


    「──宇こ宙こは、みんなのいる場所から遠すぎる。だから、せめて……もう少し近くにいたい。みんなの存在を感じられる何かに、なりたい」


    　声を無理やり絞り出して、答える。決して一番の望みではないけれど、それが由衣に頼める最大限のわがままだった。


    「うん、分かったよ。じゃあ、お兄にいちゃん……宙そらよりも、もっと地上に近い空になろう。風に──大気になって、みんなを包もう」


    　由ゆ衣いが頷うなずき、僕の右手を小さな両手で包み込む。


    　白い世界が──具現化した《天牢ウオルフ＝ライエ》が光り輝いた。空が、海が、大地が、解ほどけていく。


    　僕と由衣の体も光に包まれ、輪郭を曖あい昧まいにしていく。


    　何も、見えなくなった。何も、聞こえなくなった。


    　体が、動かなくなった。言葉も、紡つむげなくなった。


    　けれど最後まで、由衣の手の温度は感じていた。他の全てが光に溶けても、形を失なくしても、由衣との繋つながりは消えることはなかった──。
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     第四章　重なる心、繋がる道


    



    
      １

    


    



    　アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。


    　呪文のように長い、自分の名前。奇跡さえ起こせる、魔術師の名前。けれど今は何もできない、あたしの名前。


    　魔術が使えても、あの場所には届かない。雲よりも高い場所で戦う彼を、助けられない。


    　あたしは、ただ──見上げていることしかできなかった。


    



    　その戦いは、時間にしてみればとても短いものだったと思う。


    　ケースケが《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんの《起動言語トリガー》を叫ぶと、夜空から月以外の星が消えた。その月に手を伸ばし、握り締めた瞬間──ケースケはいなくなった。


    　すぐ傍そばにいたのが嘘うそみたいに。光も音もなく、その姿は失われた。


    　満ちた月が白く輝き、遥かな宙そらに狼おおかみが具現した。夜天には再び星が戻り、もう一つの月が顕れた。その色は、眼を凝らさなければ夜空と判別できない黒色。


    　山間部に墜落した《流ながれし星ほし竜りゆう》と戦っていた二翼の緑蛇へびが攻撃をやめ、凄すさまじい速度で天へ昇っていった。まるでそれは地上から空へと落ちる、逆さまの流れ星。


    　蛇の姿が遠くなり、見えなくなってすぐに黒い月が緑色に輝いた。その光は紐ひもが解ほどけるように月から離れ、緑色に輝く大蛇となり、狼と相対した。


    　狼も、大蛇も、地上から姿を捉えることができるほどの大きさ。


    　両者は空の頂で、激しく争い始めた。


    　あたしたちはそれを見守りながらも、手て酷ひどく傷つけられた《流れし星竜》の元へ向かった。あたしは飛行魔術で、ミユはヒナとツグミを空飛ぶ炎馬に乗せ、山間部に降り立った。《流れし星竜》はもう限界だったのか、あたしたちが到着すると同時に消えてしまった。


    　土砂が崩れ、樹が薙なぎ倒された中に、いくつもの砕けた人形が転がっていた。それは方はこ舟ぶねのドール。描かれた幾き何か学がく模様からは光が消えていた。


    「アリッサちゃん、こっちに来て！」


    　スーラ叔お母ば様の声が聞こえ、そちらに向かうと倒れているウルト伯お母ば様を見つけた。スーラ叔母様はその上に半透明の姿で浮いていた。


    「ダメージはドールに肩代わりしてもらったけど、それでも過負荷であちこち出血してる。スーラも限界だから、代わりにウルト姉ねえ様の治療をお願い」


    「分かったわ」


    　あたしは頷うなずき、治癒魔術でウルト伯母様の傷を塞ふさいだ。気を失っていたウルト伯母様はすぐに目を覚まし、倒れたまま空を見て呟つぶやいた。


    「──ケイスケとユイが、戦ってくれているのね」


    　治療に専念していたあたしも、ウルト伯お母ば様の視線を追って、再び夜空を見上げた。満天の星空の中、二匹の獣は戦い続けていた。


    　そこからは、あたしも、ウルト伯母様も、スーラ叔お母ば様も、ミユも、ヒナも、ツグミも、黙って決戦を見守った。


    　──負けないで。


    　祈りながら、彼方の白狼と大蛇を見つめる。


    　闘争は激しさを増し、白い光と緑の輝きは入り混じり、互いに体の輪郭を失なくしていく。


    　白狼と緑の大蛇は喰くらい合い、肉の断片となって交じり合い、やがて一つの球体となった。


    　月と地球の間に浮かぶ赤黒い巨大な肉塊。表面は不気味に蠢うごめいているが、それはきっとまだ戦いが終わっていない証あかし。


    　──ケースケ、ケースケ、ケースケ!!


    　心の中で、一番大切な人の名前を呼んだ。大好きな人の名前を叫んだ。


    　しばらくして、肉塊の色が突然変わった。真っ白な──具現した《天牢ウオルフ＝ライエ》と同じ色に塗り替えられた。


    「あの子たち、勝ったんだわ……」


    　ウルト伯母様の呟きが聞こえた。


    　純白の球体は眩まばゆく輝き、空と地上も白一色に染め上げた。


    　何も見えなくなった。眩まぶしすぎて目を閉じた。


    　柔らかな風が吹き抜けていくのを感じた。それは優しくて温かい、あたしを包み込むような──そよ風だった。


    　街に充満していた焦こげた匂いも、敵意と怒りが澱よどませた戦場の空気も、全てを押し流して風が渡る。


    　清すが々すがしい空気が胸に満ちて、あたしも確信した。


    　ケースケとユイは勝ったのだと。


    　見上げるしかなかった戦いが今、終わったのだと──。


    



    



    　瞼まぶたの向こう側が暗くなったのを感じて、あたしはゆっくりと目を開ける。


    　辺りの景色は一変していた。


    　抉えぐられた土砂も、倒れた木々も、砕けて散らばったドールの破片も、全てなくなっている。ボロボロになっていた制服も直っている。いや……正しくは〝元通り〟になったと言うべきだろうか。


    　あたしたちの周りには静かな森が広がっていた。辺りから虫の音が聞こえる。風に梢こずえが揺れる。夜空には薄黄色の半月が淡く輝いている。《天牢ウオルフ＝ライエ》の姿はどこにもない。


    　そして木々の隙すき間まからは、街の明かりが見えた。街中に──電気の灯火が戻っていた。


    「どう……なってるの？」


    　あたしは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    「恐らく《天牢ウオルフ＝ライエ》が勝利したことで、異界によって引き起こされた事象が〝否定〟されたんでしょうね」


    　ウルト伯お母ば様が立ち上がり、街を見下ろしながら呟く。


    「否定……？　全部、なかったことになったの？」


    「樹木化された人たちや、壊れた街は元に戻っているだろうけど……それ以外は、どうかしら」


    　そう言って、何かを探すように辺りを見回すウルト伯母様。目的のものを見つけたのか、山の斜面を下っていく。そこには潰つぶれ、粉砕された大木が転がっていた。ウルト伯母様はしゃがみこんで木の破片に触れた。


    「この木はたぶん《流ながれし星ほし竜りゆう》の体で押し潰つぶしてしまったのね。完全に、死んでしまっている。こんな風に、たとえ神様でも元に戻せないものがあるの。失われた命だけは──還かえってこない」


    　その言葉に反応したのはミユだった。ずっと空を見上げていた視線を下ろして、ウルト伯母様に訊たずねる。


    「なら、連れん大だいや灘なだ世せ叔お父じさまは……」


    「ええ……戻らないわ」


    「──そうですか」


    　喜ぶことも、悲しむこともなく、ミユは無表情で自分の胸に手を当てた。


    「あと、人の心も書き換えるのは難しいわ。私たちが何も忘れていないのが、その証拠。だけど異界の顕現と同時に樹木化して夢を見ていた人たちは記憶が空っぽだし、辻つじ褄つま合わせの記憶を補ほ填てんされているかもね」


    　ウルト伯母様は街の明かりを眺めて言う。ヒナも頷うなずいた。


    「その可能性は高いですね。ここから〝視み〟た限りでは、街に騒ぎや混乱が起こっている様子はありませんです。恐らく異変があったことに気付いていないのですよ」


    　それを聞いたツグミが心配げな口調で呟く。


    「ではユキちゃんや、山やま崎ざき先輩、宮みや島じま先輩はどういう状態にあるのでしょうか？」


    「──うーん、この時間に〝彼らがいるべき場所〟にいるんじゃないかしら。最初の樹木化を逃のがれたのなら、記憶は残っていると思うわ」


    　ウルト伯母様の言葉にヒナが顔を曇らせる。


    「ということは街全体で考えると、それなりの人数が記憶を留とどめているのかもしれないのですね」


    「そうね。まあでも少数派だろうし、夢だと思ってくれることを期待しましょう。あなたたちが心配することじゃないわ。本当にみんな──頑張ってくれたもの。家に送り届けるから、後はゆっくり休みなさい」


    　優しい声で、ウルト伯お母ば様はあたしたちを労ねぎらう。それは──まるで何もかも終わったと告げるような台詞だった。もうこれ以上、何も起こらないと確信している口調だった。


    　──とくん。


    　心臓が高鳴り、嫌いやな汗が背中を濡ぬらす。


    　そんなはずはない。まだ、終わってない。


    「ま、待ってよ……ウルト伯母様、家に戻るにはまだ早いじゃない。まだ、戻ってきてないじゃない。ケースケが──帰ってきてないじゃない！」


    「アリッサ……」


    　ウルト伯母様が悲しそうな顔をする。憐あわれむような眼まな差ざしをあたしに向ける。


    「やめてよ……どうして、そんな目で見るの？」


    　不安が足元から這はい上がってくる。だが怯ひるみかけたあたしの肩に白い手が置かれた。


    「──ウルトさん、私もアリッサさんと同じ意見です。啓けい介すけくんは帰ってくると約束しました。だから、待ちます」


    「ミユ……」


    　あたしはミユの手に自分の手を重ねる。ミユも──震えていた。


    「わたくしも、啓介さんを待たせてもらうです。一生分の約束があるのですから、帰ってきてくれないと困るです」


    　ヒナがあたしの前に歩み出て言う。


    「センパイは、戻ってきます。休むのはセンパイを迎えてからです」


    　ツグミも頑かたくなな表情でウルト伯母様を見つめる。


    「あのね──みんな、よく聞いて」


    　ウルト伯母様は真面目な顔で、口を開く。


    「待って、ウルト姉ねえ様。スーラが説明するよ。ケイスケくんたちにこの役割を頼んだのは──スーラだから」


    　だがその時、あたしたちとウルト伯母様の間にスーラ叔母様が割って入った。半透明の姿で宙に浮かびながら、あたしたちの顔を順番に眺める。


    「ケイスケくんとユイちゃんは……戻ってこない。結果はもう、出ちゃってるんだよ」


    　スーラ叔母様は、はっきりと言い切った。空気が凍りつき、あたしたちは言葉を失う。


    「さっき……《天牢ウオルフ＝ライエ》の具現が解けた時、みんなは感じなかった？　光と風の中にケイスケくんとユイちゃんの存在を──」


    「それ、は……」


    　あたしは答えに詰まる。何も感じなかったと言えば嘘うそになる。あたしはあの優しい風に包まれ、二人の勝利を理屈ではなく直感で確信したのだから。


    　ミユも、ヒナも、ツグミも、スーラ叔お母ば様の言葉を否定しなかった。みんな、ぎゅっと拳こぶしを握って顔を伏せた。


    「ケイスケくんとユイちゃんは、《天牢ウオルフ＝ライエ》を完全に掌握して戦ったんだと思う。そして《天牢ウオルフ＝ライエ》そのものになってしまった。二人の在あるべき姿は、もう人間じゃなかった。だから……人間に戻れなかったんだよ。アリッサちゃんも、こうなることは分かっていたよね？」


    「──っ!?」


    　歯を噛かみ締める。確かに、分かっていた。魔術師であるあたしは《召喚サモン》の恐ろしさを理解していた。だからこそ何としても《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かんをさせまいとした。自分の命も厭いとわずにケースケが人間のままでいられる道を探した。でも……。


    「……それが、どうしたのよ。理屈じゃこうなるってことぐらい、最初から知ってた。だけどケースケは約束してくれたの。あたしに〝おかえり〟を言わせてくれるって！」


    　折れそうな心を奮い立たせ、あたしは叫ぶ。スーラ叔お母ば様は驚いたように身を引く。


    　気が付くとミユたちも顔上げていた。みんな泣きそうな表情だったけど、それでも俯うつむくのはやめていた。


    「あの、その……ごめんね。でも……それでも──」


    　あたしたちの視線を受け止めて、スーラ叔母様の方が泣き出してしまう。見かねたウルト伯お母ば様がスーラ叔母様の前に進み出た。


    「スーラ、もういいわ。この子たちはまだ、憎まれ役を必要としていない。現実を理解した上で、ケイスケたちが戻ってくると信じている。その心を、私たちがあえて挫くじく必要はないでしょ？」


    「う、うん……」


    　スーラ叔母様は頷うなずき、しゅんとうな垂だれる。ウルト伯母様はそのままあたしの傍そばに近寄ってきて、頭にポンと手を乗せた。


    「ウルト伯母様？」


    　背の高い伯母の顔をあたしは見上げる。


    「アリッサ……それと、あなたたち」


    　ウルト伯母様は一回だけあたしの髪を撫なでた後、全員に呼びかけた。


    「ケイスケとの約束を信じたいって気持ちはよく分かったわ。だけど、山の中で待っていても意味がないでしょ？　こんな場所にケイスケは帰ってくるの？」


    　問われて、あたしは首を横に振る。


    「──ケースケは、日常を続けようって言ったわ。だからきっと、ケースケは日常に帰ってくる」


    「そう、ならあなたたちも日常へ戻りなさい。私が家まで送るわ。文句はないわね？」


    　ウルト伯お母ば様はあたしたちを見渡して訊たずねる。


    　自分で答えた手前、あたしは言い返せない。この場所に留とどまる意味がないのも事実だった。最初に抵抗したのは──意地のようなものだった。


    　ミユたちも同じようで、異論は出ない。それを了承の証あかしと受け取ったウルト伯母様は皆を自分の周りに集めて、転移魔術を詠唱する。


    「──過ぎた輝きパストグロウ」


    　金色の光があたしたちを包んだ。


    　わずかな浮遊感と眩暈めまい──あたしにとっては慣れた転移の感覚。


    　そしてあたしたちは運ばれる。ケースケの欠けた、日常へと。


    



    
      ＊

    


    



    　友とも月づき未み由ゆ。


    　それが、私の名前。


    　けれど私は〝友月未由〟になった瞬間から、この名前が大嫌いだった。


    



    



    　ウルトさんは、陽ひ名なさんを女子寮へ、ツグミさんを教会へ送り届けた後、私の屋敷に転移した。私はアリッサさんとウルトさんと一緒に通用口の鍵かぎを開けて中へ入る。スーラさんは半透明だった体をさらに薄くして、姿を隠した。


    　九く棚だなと香か織おりさんは久しぶりに姿を見せたウルトさんを笑顔で迎え、私には今日の文化祭はどうだったかと訊たずねた。その時ようやく、私は今日が文化祭一日目だったことを思い出した。


    「うん……演奏は、上う手まくいったよ」


    　遠い日の思い出を振り返るような心地で答える。きちんとした発表はできなかったけど、私たちの──第九総合音楽サークルの演奏は成功したと思う。あの時、たった一人の観客に私たちの音は届いたのだから。


    　九棚は自分のことみたいに喜んでくれた。香織さんは喜ぶ九棚を見ているだけで満足そうだった。どうやら二人とも異界化していた間のことは何も覚えていないらしい。


    　それから、先ほど冬ふゆ上がみさんと山やま崎ざきくんから屋敷に電話があったのだと伝えられた。二人ともやけに慌てていたそうだ。山崎くんの電話からは宮みや島じまくんの声も響いていたらしい。私は三人の安否を確認できてホッとする。


    　恐らく彼らは九棚たちとは違い、記憶が残っているのだ。だから混乱したに違いない。


    「──ミユ、彼らには私が電話をかけてもいい？　何があったのか……どうなったのか、噛かみ砕いて説明しておくから。あなたはもう、休みなさい」


    　ウルトさんはそう言って、自ら重い役目を背負おうとしてくれる。私は自分の心を支えるのが精一杯だったので、その申し出をありがたく受け入れた。


    「助かります。よろしく、お願いします」


    　礼を言って広間の柱時計を見る。時刻は七時半。


    　私は露店でお腹なかが膨ふくれたから夕食はいらないと嘘うそを吐ついて、部屋に戻ることにした。笑顔で食卓を囲める気分ではない。アリッサさんも夕食を断り、思いつめた表情で自分の部屋がある西館へ歩いていった。


    　途中まで一緒に行こうかとも思ったが、何を話していいのかが分からず、私はアリッサさんの背中を見送った。


    　中庭への扉を開け、花壇の間を通って北館へ向かう。いつも気にならない花の香りが、やけに甘ったるく感じた。


    　息苦しくなって足早に中庭を抜ける。北館の廊下を歩き、階段を上り、二階にある自室の扉を開けた。部屋に入って乱暴に扉を閉めると、バタンッと荒々しい音が響き渡る。


    「………………っ！」


    　余裕のない自分自身に苛いら立だち、私は壁を殴りつけた。


    　──痛い。


    　手が赤くなってズキズキする。以前はもっと力が出た。この程度の打ち身は一瞬で治癒した。なのに今は、こんなにも弱くて痛みも消えない。《天使王ミトロン》の剣で斬きられ、私は本当に普通の人間に戻ったのだろう。それに……。


    　目を閉じて、集中する。魔術の《道パス》を意識する。だが、何の感触もない。《嘆きし魔王》の存在を感じない。


    　もしかしたら、とは思っていた。山中へ駆けつけた時、私は《炎鬣の軍馬フアルシオン》を使った。山は暗かったので魔術は維持したままにしておいた。けれど突然、勝手に消えてしまったのだ。その時はアリッサさんが癒いやしの魔術で辺りを照らしていたので、他のみんなは気にしなかったが……私はすごく驚いた。


    　これは私の中から、怒りが消えてしまったためなのだろうか。それとも《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かんや天上での戦いが、《嘆きし魔王》に何か影響を与えたからなのだろうか。


    　考えたところで分からない。だが、これまで拠より所にしていた〝力〟が全て失われたことは事実のようだった。


    「もう、いらないはずなのにな……」


    　私は自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。


    　連れん大だいとの因縁に決着を付けた以上、もはや過分な力は必要ない。けれど、どうしようもなく心細かった。急に自分の中がスカスカになったみたいで、頼りなかった。


    　ふらふらと部屋の隅に置かれた小さな机の前に移動する。机に書かれた平仮名を指でなぞる。


    「ささしろ、みゆ」


    　私は小さな声で六つの文字が形作る名前を読み上げた。


    　それは私がこの屋敷に引き取られる以前の名。私の、本当の名前。


    　けれど、私は〝笹ささ代しろ未み由ゆ〟だったころの自分をよく思い出せない。友とも月づきという姓に上書きされてしまった。大嫌いなものに変えられた自分が嫌いになった。


    　まあ──今は当時ほど自分の名前を嫌ってはいない。少し苦手という程度。私が〝友月未由〟だったからこそ出会えた人がいるから、全てを否定する気にはなれない。


    　でも……私は〝笹代未由〟のことも忘れたくはなかった。お父さんとお母さんが傍そばにいたころの自分を失なくしたくなかった。


    　だから──啓けい介すけくんと、あの約束をした。


    　勇気を出して、自分がかつて住んでいた町に一緒に行こうと言った。


    「……啓介、くん」


    　私にとって一番大切な人の名前を呟つぶやく。この世の誰よりも──自分よりも信じている人を呼ぶ。信じているから私の全てを託すことができた。大好きだから、想いの全てを受け止めてほしいと思った。


    　過去の私も、知ってほしかった。私と一緒に〝笹代未由〟を探してほしかった。


    　机の上に水滴が弾けた。油性ペンで書かれた名前は滲にじまない。


    「何、泣いてるんだろう。啓介くんは、帰ってくるのに」


    　私は手の甲で涙を拭ぬぐう。


    　啓介くんは、私を好きだと言ってくれた。あの人なりの、すごく歪ゆがんだ答えだったけど……私は嬉うれしかった。


    　正直、見通しが甘いとは思う。歪んだ答えは歪んだ結果しか導かないのかもしれない。


    　でも私はこの先、啓介くん以外に〝私〟を預ける気にはなれないだろう。まだ十数年しか生きてはいないけれど、確信を持って言える。何な故ぜなら私はもう、彼に自分の半分を──〝友月未由〟を託してしまったのだから。


    　私は窓に歩み寄り、雲間に隠れる半月を見上げた。


    「啓介くん……啓介くん…………啓介くん──！」


    　繰り返し、傍にいてほしい人の名前を呼ぶ。


    　帰ってきてくれることは、信じていた。


    　だから私は──〝早く〟戻ってきてほしいと祈り続けた。
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    　朝あさノの宮みや陽ひ名な。


    　わたくしの、名前。


    　けれどその名は、実を言えば幾つもある偽名の一つに過ぎなかった。《群クラれウド》の党員は、命令に従って各国で様々な工作を行う。〝朝ノ宮陽名〟は日本で活動する時の名前。考えてくれたのは、兄のような存在だったジン＝海かい道どう＝ロームウェル。


    　一度、名前の由来を聞いてみたことがある。何となく、この名前は他の偽名より凝こっているように思えたからだ。


    　すると彼は面倒くさそうにこう言った。


    　朝に囀さえずる《雀スパロウ》──その雛ひな鳥どりにはちょうどいい名前だろう、と。


    



    



    「どうしてこんなことを、思い出すのでしょう……」


    　わたくしはベッドに寝転びながら呟つぶやいた。天井が近い。二段ベッドの上なので当然なのだが、たまにひどく狭い場所にいるような錯覚を抱く。


    　部屋は暗い。窓の向こうから、たまに車のエンジン音が遠く響いてくる以外には音もない。とても静かだ。


    　ルームメイトの未み由ゆさんがいないせいもある。彼女は自分の屋敷に戻ってしまった。一人になりたかったのかもしれない。自分もそうだったので、正直助かった。


    　励ますことも、励まされることも、今は大きな負担。自分自身の面倒を見るので、限界だ。自分がどれだけ〝遠とお見み啓けい介すけ〟に依存していたのかを思い知る。


    「わたくしは……全然、ダメですね」


    　啓介さんが戻ってこないと言われただけで、こんなにも揺れている。アリッサさんや未由さんのように、毅き然ぜんとしていられない。皆の前では強がれたが、それも長続きしなかった。


    　わたくしは、何も変わっていない。啓介さんの存在で心の隙間を埋めて、それで何とか立っていられただけ。支えにしていたものが危あやうくなり、破は綻たんしかけている。


    　ああ……だから昔のことを思い出すのだろう。


    　カサブタが剥はがれて治りきっていなかった傷から血が滲にじむように──塞ふさいでいた思い出が流れ出しているに違いない。


    「啓介さん……助けてくださいです、啓介さん……」


    　堪こらえ切れなくなって布団に包まり、弱音を漏らしてしまう。


    　やっぱり一人は嫌いやだった。誰かに縋すがりたかった。励ましてもらいたかった。部屋の暗くら闇やみが恐ろしかった。更ふけていく夜の気配が怖こわかった。


    　思い出が、わたくしを蝕むしばむ。


    　──どうして〝朝〟なのですか？　雀すずめは昼も鳴いているです。


    　それは会話の続き。楽しいけれど痛い記憶。でも……その〝答え〟を思い出して、わたくしは目を開けた。


    　──さあな、何となくだ。何となく……雀は夜を終わらせてくれる鳥に思えたんだよ。


    　布団を跳はね上げ、身を起こす。真っ暗な部屋を二段ベッドの上から見下ろす。


    「わたくしは……朝あさノの宮みや、陽ひ名な」


    　胸に手を当て、呟つぶやく。


    　それは偽名の一つだった。だけど今はもう、わたくし自身を表わす名前。


    　雀は小さく、弱い鳥だ。暗くら闇やみの中では何も見えず、じっとしているしかない鳥だ。本当は誰よりも弱いわたくしに相応ふさわしい《鳥の名コードネーム》だったと思う。


    　でも、兄のようにわたくしを導いてくれた人は言ったのだ。雀は夜を終わらせる鳥なのだと。


    　〝朝ノ宮陽名〟という名前にはその想いが宿っている。


    　わたくしは二段ベッドから梯はし子ごを伝って下り、窓に近づく。その向こうに広がる〝夜〟を凝視する。


    　逃げるわけにはいかなかった。怖こわくても負けるわけにはいかなかった。この〝夜〟を終わらせるまで目を逸そらしはしない。絶対に〝朝〟を見つけてやるのだと、わたくしは暗い星空をじっと〝視み〟上げた──。
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    　ツグミ。


    　それは最初、不快な呼び名だった。本来の名──《一鶫スラシユ＝ワン》という名前を上う手まく発音できなかった少女が、勝手に呼び始めたものだった。


    　けれども、その名はある時から最も大切なものに変わった。私の元を訪れたお節介な人が、ツグミを〝あだ名〟にしてくれた。友達の証あかしにしてくれた。


    　だから〝ツグミ〟はとても大事な名前。今の私を表わす、唯一の名前だった。


    



    　私は夜風に吹かれながら、教会の鐘しよう楼ろうから施設の明かりを眺める。ここにいるとセンパイやユキちゃんと出会った時を思い出す。私が〝ツグミ〟になった時の記憶が蘇よみがえる。


    　施設の建物からは子供たちの声が聞こえていた。そろそろ夕食が終わり、みんな食堂から部屋へと戻る頃だろう。


    　正直、お腹なかは減っていた。けれどまだ、皆の日常に交ざるのは抵抗があった。


    　それは私を初めに〝ツグミ〟と呼んだ少女──鈴りんも同じだったようだ。私が礼拝堂に来た時、そこには祈りを捧げる鈴りんの小さな背中があった。


    　木の巨人から解放されていたことに安あん堵どして声を掛けたが、彼女は気付かなかった。近づいて、前に回りこんでもダメだった。鈴は目を閉じて一心に祈り続けていた。


    　鈴も恐らく異界化した時のことを覚えている。きっといろいろと思うところがあるのだろう。


    　肩を叩たたけば気付いてくれたはずだが、触れれば心を覗のぞいてしまう。


    　それは、たぶんいけないこと。


    　なので私は鈴と話すのは諦あきらめて鐘しよう楼ろうに上った。それから、もう三十分ほど夜風に当たっている。礼拝堂の扉が開いた音はしていないので、鈴も恐らくまだ祈りを続けているに違いない。


    　鈴は、誰に、何を、祈っているのだろうか。


    　私も祈るべきなのだろうか──センパイたちが帰ってきてくれるように。


    　でも、祈りを捧げる対象が思いつかない。この世界に神は、いる。異界との戦いに打ち勝った《天牢ウオルフ＝ライエ》こそが神という概念に最も近い存在だ。つまりは《天牢ウオルフ＝ライエ》となったセンパイたちが神自身。


    　だから神に祈っても仕方がない。センパイは帰ってくると言ったのだから、自力で戻れるならとっくに戻ってきているはず。


    「センパイ……私は、何をすべきだと思いますか？」


    　夜風に呟つぶやきを乗せる。答えが返ってくるはずのない問いを口に出す。


    　《方はこ舟ぶね》の魔術師ウルト＝クラノ＝ストーリングは、私たちに日常へ帰れと言った。けれど、それが正解だとはどうしても思えない。


    　風が私の頬ほおを慰めるように撫なでる。


    　──────。


    「え……？」


    　気のせいだったかもしれない。でも、今……風の中に〝心〟を感じたように思えた。


    　精神感応テレパスの感度を最大に上げ、耳を澄ます。だが夜風からはもう何も読み取ることはできなかった。


    「っ────」


    　私は昇降口の蓋ふたを開けて、鐘楼の梯はし子ごを降り始める。


    　何をすればいいのかは、分からない。けれど、じっとしていられなかった。センパイが自分でどうにもできないのなら、私が何かをしなくちゃと思った。


    　礼拝堂に戻ると、鈴の姿はなかった。鐘楼にいた時に外へ出たなら気づいたはずなので、たった今出て行ったのだろう。


    　鈴は、するべきことを見つけたのかもしれない。


    　両開きの扉を開いて外に出る。私の背中を押すように、強い風が吹いた──。
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    　冬ふゆ上がみ雪ゆき絵え。


    　私は自分のネームプレートが嵌はまった扉を開けて、部屋に入る。机で黙々と勉強しているルームメイトを横目に見ながらベッドへ腰かけた。


    「おかえりー」


    　振り返らずにルームメイトが言う。


    「ただいま」


    「電話、何だったの？　ずいぶん慌ててたけど」


    　勉強の手を止めて、彼女は訊たずねてきた。


    「別に──大したことない用事だったわ」


    「そう」


    　会話はそれで終わる。カリカリとノートを削るシャーペンの音が再開された。文化祭の期間中だというのに真面目なことだ。


    　私は手にした携帯電話を枕元に投げ捨てて、ベッドに寝転んだ。


    　さっき……ウルトさんから電話があった。私は勉強しているルームメイトの邪魔にならないよう、外に出た。


    　そして、知らされた。異界化したこの街で何が起こったかを。遠とお見みくんと由ゆ衣いちゃんは、もう戻ってくることがないことを──。


    「全然、大したことじゃない……大したことにしたら、許さない」


    　私は口の中で低く呟つぶやく。


    　自分が怒っていることを、その時に自覚した。私は〝遠見啓けい介すけ〟にムカついていた。


    　今すぐにでも引っ叩ぱたいてやりたかった。


    　──ここまで苛いらついたのは、久しぶりね。


    　もしかしたら友とも月づきさんに魔術でいいようにされた時以来かもしれない。


    　やはり彼は自分にとって、数少ない〝人間〟だったのだろう。


    　以前は、違った。有う象ぞう無む象ぞうの人形でしかなかった。自分の意思次第でどうにでもできる駒としてしか見ていなかった。そもそも教室内の誰もが、その程度の存在だった。冬上家で叩たたき込まれた帝王学は、いとも簡単に私を教室の支配者にしてくれたから。


    　初めて話しかけた時のことを今でも覚えている。


    　遠見くんは、驚きながらも少し怯おびえていた。この子は教室内のヒエラルキーに敏感なのだとすぐに分かった。〝自分の立場を弁わきまえている〟と感じた。


    　そういう意味では、最初から教室の力関係を無視している友月さんとは正反対の人間だったと思う。


    　なのに遠とお見みくんは、教室のルールに逆らった。


    　友とも月づきさんを守ろうと、私に立ち向かった。それは〝人形遊び〟をしているつもりだった当事の私には〝敵役〟が増えただけのことだった。これで〝劇〟が楽しくなると思った。


    　私が支配した教室に〝人間〟は一人もいなかったから、どこまででも残酷になれた。でも……私は彼らに負けた。いつの間にか友月さんも、遠見くんも、人形ではなくなっていた。そして──人間と遊ぶ方が楽しいことを、私は知った。


    　たぶん私は、昔とそれほど変わっていない。単に別の遊びを覚えただけだ。


    　けれどその遊びは……想像以上に面白かった。ずっと続けてもいいかなと、思えるほどに。


    　それなのに、彼は戻ってこないという。私の知らないところで勝手に自分を犠牲にして世界を救ったのだという。


    　きっと友月さんを助けた時のような……痛みを覚悟した顔で戦いに赴おもむいたのだろう。それを想像すると苛いら々いらした。


    　遠見くんはアリッサさんたちに、必ず帰ってくると約束したそうだ。そこに自分がいなかったことがひどく悔しい。だから、これで終わりなんて許せない。


    「無理だろうが、何だろうが……絶対戻ってきなさいよ」


    　枕に顔を埋うずめて、私は呻うめくように呟つぶやいた。


    　彼がいないと──この遊びは途端につまらなくなる。根拠はないが、私は何となくそう確信していた。
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    　ガチャ。


    　扉の開く音が、それほど広くない二人部屋に響いた。


    「なあ、宮みや島じま」


    　ふらふらと定まらない足取りで中に入ってきたのは山やま崎ざき勉つとむ。電話がかかってきたと寮長に呼ばれ、出て行ったのが三十分ほど前のこと。ずいぶんと長電話だったようだ。


    「ん？」


    　学園祭で演奏するはずだった曲の楽譜を眺めていた宮島通とおるは、顔を上げる。


    「遠見──戻ってこねえってさ」


    　簡潔に、重い声こわ音ねで山崎は告げた。


    「は？　何言ってんだ山崎。そんなわけないだろ？」


    　笑い飛ばす宮島。電話の用件はもう分かっていた。それが自分の巻き込まれた非現実的な冒険の結末なのだと理解していた。けれど彼は動揺を見せなかった。


    「……そうだよな。そんなわけ、ねえよな」


    　山やま崎ざきも無理やり顔を歪ゆがめて笑おうとする。


    「ああ」


    　宮みや島じまは頷うなずくが、山崎の表情はすぐに崩れる。


    「でも、さっき寮部屋に行ってみたんだけどよ……遠とお見み、いなかったぜ……？」


    　恐らく山崎はかなり詳しく状況を説明されたのだろう。希望的観測を差し挟めないほどに、遠見啓けい介すけが帰ってこない理由を示されたに違いない。


    「寄り道でもしてるんだろ」


    　けれども宮島は軽く答える。最後まで付き合うことはできなかったが、宮島は〝戦おうとする〟遠見を間近で見た。その姿を思い出すと、絶望する気にはなれなかった。


    「寄り道、か……遅くなって寮長に見つかったら怒られるな」


    　あまりに平然としている宮島を見て、山崎の顔にも少しだけ余裕が戻る。


    「だろうな。仕方ない──捜しに行くか」


    　宮島がのっそりと腰を上げると、山崎はようやく〝らしい〟顔で笑った。


    「──そうだな。行くか」


    　踵きびすを返し、玄関に向かう山崎。その後に宮島も続く。


    　扉を開けると外の空気が部屋の中へ流れ込む。柔らかな風が吹く。


    　それは──すぐに冷え込む秋の美み傘かさ市には珍しい、外へ誘うような温かい夜風だった。
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    「アリッサ様、いらっしゃいますか？」


    　ノックの音と自分の名を呼ぶ声で、あたしは目を開けた。ベッドから上半身を起こし、乱れた髪を整える。寝ていたわけじゃない。眠れるはずが、なかった。


    　けれど、何かをしていたわけでもない。ミユの屋敷に戻ってから、あたしはただベッドに突っ伏していただけ。


    　ずっと……考えていた。


    　ケースケの言葉は一片も疑っていない。必ず帰ってくると信じている。でも、ただ待っているだけでいいのか……分からない。


    　だけど状況はどうにも手詰まり。結局、やるべきことは思いつかないまま時間が過ぎてしまった。部屋の壁にかかった古めかしい時計の針は、午後九時を回っている。


    「アリッサ様？」


    　ぼうっとしていると、また呼びかけられた。クダナの声だ。


    「──いるわよ。何？」


    　扉の向こうに言葉を返す。何の用事かは知らないが、今はケースケのことしか考えられなかった。他のことは、煩わずらわしいだけだった。


    「美み澄すみ透とう子こさまから、お電話です」


    　けれど、その言葉を聞いて心臓が跳はねる。


    「っ!?」


    　急いで扉を開けると、そこには電話の子機を手にしたクダナの姿があった。


    「どうぞ」


    　差し出された受話器を受け取って、あたしは呼びかける。


    「と、トウコ？」


    『──アリッサ、お久しぶりです』


    　受話器の向こうから懐かしい声が聞こえてきた。よく分からない感情が込み上げてきて、視界が滲にじむ。


    　クダナは無言で一礼し、静かに部屋を出て行った。


    「急に……どうしたの？　何かあったの？」


    　手紙はずっとやり取りしていたが、こうやって話すのはトウコが手術を受けるか迷っていた時以来だ。嬉うれしいが、同時に不安も覚える。ケースケが手の届かない場所に行ってしまった今、トウコにも良くないことがあったのではないかと考えてしまう。


    『そんなに心配そうな声を出さなくても大丈夫ですよ。術後の容態とリハビリは順調です。体力もずいぶん戻りました』


    「そう──よかった」


    　心から安あん堵どして息を吐く。


    『電話をしたのは、何だか胸騒ぎが収まらなかったからなんです。実は二時間ほど前にも何度か電話をかけたのですが、その時は繋つながらなくて……』


    「…………」


    　あたしはすぐに返事ができなかった。二時間前はまだこの街が異界化していた頃だ。隔絶された美み傘かさ市に、電話は通じなかったのだろう。


    『あと……これまではどんなに遠く離れていても、何となくアリッサのいる方角が分かったのに、今は何も感じることができません。だからアリッサの身に何かあったのかと思いました。ですが、無事のようでよかったです』


    「え……？」


    　あたしは驚き、目を閉じて集中してみる。だがあたしにもトウコとの繋がりが分からない。


    　たぶん……あたしの中から《天使王ミトロン》が失われてしまったからだ。《天使王ミトロン》は現在、異界をも呑のみ込んだ《天牢ウオルフ＝ライエ》の一部となっているだろう。トウコが持っていた天使の欠片かけらは、もうあたしの中にはない。だから絆きずなも、ない。


    「うっ……ひっく……」


    　途端にどうしようもなく悲しくなって、私は嗚お咽えつを漏らす。


    　嫌いやだ、嫌だ。繋つながりが消えるのは嫌だ。失なくしてしまうのは──嫌だ。


    　ケースケへの想いも重なって、涙が止まらない。


    『アリッサ、泣かないでください。不思議な繋がりがなくなったのは私も悲しいです。でも、こうして話せるのなら、私はそれで十分ですよ？　だって言葉を交わすのは何となくの絆きずなより、ずっと強い繋がりじゃないですか』


    「トウコ……」


    『よかったら、何があったのか話してください。私は今、アリッサと繋がっています。だからアリッサの力になりたいです』


    「…………う、んっ」


    　優しい言葉が胸に染み込む。


    　あたしは声を震わせながら、ぽつぽつとこれまでの出来事を語った。長い話をトウコは真しん摯しに聞いてくれた。


    　あたしがエノクに捕まったことや《天使王ミトロン》を失った経緯を話した時にはとても心配してくれた。ケースケがあたしを好きだと言ってくれたことを教えると喜んでくれた。そして、ケースケがまだ戻ってこないことを伝えると沈んだ声が返ってきた。


    『──そうですか、啓けい介すけさんが……』


    「うん……でも、ケースケは約束してくれたから……帰ってくるって。だから、信じてる。けど──あたし、待っているだけでいいのかな？　それが、分からないの」


    　ずっと答えの出なかった悩みを吐き出す。しばしの沈黙を挟んで、トウコは言った。


    『……私にも、アリッサが何をするべきかは分かりません。仮に私がアリッサの立場でも待っていることしかできないと思います。けれど──啓介さんなら、どうするでしょう』


    「ケースケ、なら？」


    『はい。さっき聞いた話の中で、啓介さんは何度も何度もアリッサを助けていました。どんなに遠い場所からでも、どんなに強い敵や高い壁に阻はばまれても、彼は来てくれたんですよね？』


    「そうよ。ケースケは、絶対にあたしの手を離そうとしなかった」


    『だったら、アリッサも同じようにすればいいんじゃないですか？』


    　それを聞いて受話器を握る手に力が籠こもる。


    「あたしだって……そうしたいわ。でも、手段がないの。ケースケのところまで手を伸ばす方法がないのよ」


    『アリッサ、私は啓介さんと〝同じこと〟をしろとは言っていませんよ？　〝同じように〟すればいいと言ったんです』


    「同じ、ように……」


    『私は啓介さんのことを、深くは知りません。でもアリッサなら分かるはずです。だって──好きな人のことなんですから』


    「────っ」


    　そうだ、分かる。いつだってケースケのことを傍そばで見ていたのだから、分からないはずがない。


    『大事なのは〝どうするか〟ではなく、〝どう在あるか〟だと思います』


    「……ありがとう、トウコ」


    　掠かすれた声で礼を言う。それで全てが伝わったようだ。受話器の向こうで微ほほ笑えむ気配がした。


    『アリッサ、頑張って』


    「──うん」


    　通話を終え、あたしは部屋を飛び出す。走りながら手の甲で涙を拭ぬぐう。


    　階段を駆け下り、廊下を渡り、南館の玄関ホールから屋敷の外へ出た。


    「願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連つらなり。遠き宙そら駆かける星の竜りゆう」


    　真っ暗で広い前庭を走りながら《姿の言葉シヤープワーズ》を唱える。


    「たゆたい、泳ぎ、止とどまることを忘れし、永久に巡めぐり巡る者」


    　お前は何者か。


    　そう問われたなら、あたしは〝アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト〟だと答える。


    「輪りん転てんせし輝き。集い、紡つむがれるは、夜の衣」


    　どう在る者か。


    　そう訊たずねられたら、あたしは〝魔術師〟だと宣言する。


    「終わりなき円環を導き、果てなき闇やみを包み、星を纏まとう！」


    　どんな魔術師か。


    　そう聞かれたら、臆おく病びような英雄が憧れた魔術師だと誇る。


    　誰よりも強くなった英雄に憧れ、恋をした魔術師だと告白する。


    　魔術師は条理に刃向かう者。現実に屈しない者。だから、どこまでも抗あらがう。


    「夜星の法衣セラフヴエール!!」


    　あたしは《起動言語トリガー》を叫び、魔術師に相応ふさわしい姿に変わる。傘さん陽よう学園の制服を金色の輝きが覆おおい隠し、幾き何か学がく模様の描かれた法衣が具現する。


    　白と黒を基調とした魔術衣を纏まとうと体が少しだけ軽くなった。世界の〝流れ〟があたしの味方をする。風に乗ってあたしは跳んだ。けれど、まだ足りない。あたしはさらに高く飛ぶために叫ぶ。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ!!」


    　風があたしを包み、空へ導く。


    　高く、高く、彼方を目指す。


    　ケースケがどこにいるかは分からない。呼び戻す方法も見つからない。


    　だけど、何一つできることがなくても──ケースケなら抗あらがうだろう。失われようとしているものが大切な繋つながりならば、たとえみっともなくても足あ掻がき続けるだろう。


    　だから、あたしも足掻くことにした。


    　何の意味もない行動だったとしても、傍はたから見て滑こつ稽けいに映ったとしても、抗うことにした。


    　雲が近づいたところで上昇を止める。風の結界を緩め、ゆっくりと降下していく。見上げれば星と月。見下ろせば電気の明かり。夜だというのに眩まぶしい街。ケースケの帰るべき世界。


    　あたしは大きく息を吸い込み、想いを乗せて吐き出した。


    「ケ───────スケェェェェェェ─────────────────ッ!!」


    　夜気を震わせ、声の限り叫ぶ。肺の空気を全て音に変える。酸素が足りなくなって、眩め暈まいがした。喉のどが熱い。


    　それでも、もう一度息を吸って言葉を続けた。


    「とっとと……戻ってきなさぁぁぁぁぁぁぁ───────────────いっ!!」


    　空の果てまで、地平線の向こうまで、ケースケのいる何ど処こかにまで──届けと祈りながら叫んだ。


    　あたしの声は山に反響し、夜の美み傘かさ市に響き渡る。


    　だが──当然のように返事はない。


    　けれど挫くじけはしなかった。届いていないのなら、届くまで続けるだけだった。


    　いつだってケースケはあたしの手を離さないでいてくれた。あたしとの繋がりを必要としてくれた。


    　だからあたしも、求め続ける。あの温かい手の平を──。
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    　体は風に溶けていた。感覚は薄く、広く、世界に広がっていた。


    　空を星が流れている。大地を光が泳いでいる。


    　移動しているのは自分だと気付くまで、少し時間がかかった。その間にも景色は移り変わる。違う街の、違う空が、流れ去る。


    　終わりのない、果てもない風の道を渡っていく。


    「お兄にいちゃん」


    　近くで声がした。隣を見る。自分と他者の境界を意識する。すると半透明な輪郭が浮かび上がった。


    　僕の腕、僕の体──人間だった頃の〝遠とお見み啓けい介すけ〟が精神の輪郭として象かたどられる。すぐ傍そばに妹の姿も現れる。しっかりと繋がれた手の温度を感じた。


    　ポニーテールを揺らして僕を見つめる由ゆ衣い。その首に枷かせはない。それは由衣が《天牢ウオルフ＝ライエ》に縛られる者から、《天牢ウオルフ＝ライエ》そのものになった変化の現れだろう。


    「由ゆ衣い……」


    　名前を呼ぶ。首輪から解き放たれた由衣は薄く微ほほ笑えむと、風にたゆたいながら夜空を指差す。


    「星が、綺き麗れいだね」


    「そうだな……ほとんどの約束は守れなかったけど──これなら一つだけ……果たせそうだ」


    「それって、何？」


    「由衣と約束しただろ？　冬の星空を一緒に見ようって。こうして風に浮かんでいれば、そのうち見られる。他の場所──知らない国からの夜空も眺められる」


    　だが由衣は寂しそうに笑って、首を横に振る。


    「違うよ、お兄にいちゃん。それじゃ約束を果たしたことにならないよ」


    「どうしてだ？」


    「だって、あれは三人で交わした約束だもん。お兄ちゃんはアリッサお姉ねえちゃんとも指切りしたでしょ？　だから三人で見ないとダメなの。三人だから──無理なの」


    「そっか……ここには、アリッサがいないしな」


    　僕は溜ため息いきを吐ついて苦笑した。結局、僕は一つも約束を守れないらしい。


    　けれど由衣は、また首を横に振った。どこか達観した──大人びた表情で口を開く。


    「ううん、足りないのは〝あたし〟だよ」


    「え……？」


    　意味が分からず、僕は由衣に疑問の眼まな差ざしを向ける。だが由衣ははぐらかすように小さく笑って、逆に問いかけてきた。


    「──お兄ちゃん、《道パス》って何か分かる？」


    　唐突な質問に面食らう。だが由衣の瞳ひとみは真剣で、僕は真面目に答えることにした。


    「……精神と精神を結ぶ経路みたいなもんだろ？　《高次存在ヴイナー》と《道パス》を作れば、その力を借りた魔術が使える。あと、精神体だった時のアリッサは、僕から精神力を補給するために《道パス》を繋つないだりしてたな」


    　それを聞いた由衣は、どこか大人びた顔で頷うなずく。


    「うん、結びつきの強い《道パス》はそんな風にも使えるね。でも、本当はもっと単純なものなんだよ。《天牢ウオルフ＝ライエ》になって、風になって皆を包んで──それが分かったの」


    「僕には……よく分からないけど」


    　戸惑いながら言う。


    「お兄ちゃん、《道パス》はね……すごく簡単に作れるんだよ。ただ相手のことを知る──それだけで細い繋がりが生まれるの。そしてお互いに理解を深めるほど、繋がりは強くなる。人と人、人と動物、人と神様……どんなモノの間にも《道パス》は作れるの」


    「由衣……？」


    　僕は不安になる。由ゆ衣いが当たり前のように語ることが、僕には知らないことばかりだった。同じ《天牢ウオルフ＝ライエ》のはずなのに何な故ぜ……。


    「同じじゃないよ」


    　僕が胸中で抱いた疑問に、由衣は答える。


    「え……？」


    　驚いて息を呑のんだ。僕たちは既に肉体を持たないが、それでも全ての思考が伝わるわけではない。現に僕は由衣の考えていることが分からない。それなのに由衣は僕の心を読んで返事をした。


    「お兄にいちゃんとあたしは、同じじゃない。お兄ちゃんは──呼ばれてる。だからここに、戻ってきたの」


    　そう言って由衣は地上を指差した。


    　僕らが漂っているのは雲よりも高い場所。だが《天牢ウオルフ＝ライエ》となった僕の知覚は、今いる場所を正確に把握する。


    「どうして……美み傘かさ市に──」


    　《天牢ウオルフ＝ライエ》の具現が解けた後、僕らは風になり、美傘市を歪ゆがめた異界の力を拭ぬぐい去った。けれど風は留とどまることはない。渡り鳥が旅立つように、僕らは街から遠ざかっているはずだった。それなのに、いつの間にか美傘市へ戻ってきている。世界を一周したにしては早すぎた。


    「《道パス》がお兄ちゃんを引っ張ったの」


    「《道パス》、が？」


    「うん。分からない？　お兄ちゃんの体には、たくさんの《道パス》が結びついているんだよ？」


    　由衣に言われて、僕は自分の体を眺める。


    　すると──聞こえた。


    　……啓けい介すけくん……啓介さん……センパイ……遠とお見みくん……遠見──。


    　皆が僕を呼ぶ声が聞こえた。声が、細い糸となって僕の体に巻きついていた。


    「これが……《道パス》なのか？」


    　様々な色の糸がある。それはエノクとの決戦で僕に力を貸してくれた光の色と同じだった。皆の魂の色だった。


    　そして──。


    



    「ケ───────スケェェェェェェ─────────────────ッ!!」


    



    　ひと際大きな声で僕を呼ぶ声が響く。《道パス》を通しての声ではない。僕らの真下──雲と大地の狭はざ間まで少女が叫んでいた。


    　幾き何か学がく模様が描かれた法衣を纏まとい、金色の髪を靡なびかせ、宙に浮かぶ魔術師が掠かすれた声で僕を呼んでいた。


    「アリッ、サ……」


    　歯を噛かみ締める。会いたい人が、触れたい人が、すぐ傍そばにいた。こんなにも近くで僕を呼んでいた。左手に巻きついたアリッサの《道パス》が僕を引き寄せる。


    　だが近づいたところで、触れることはできない。気付いてもらうことも叶かなわない。僕はそういう存在だ。だから、どうしようもなく悲しかった。


    「──お兄にいちゃん、泣かないで。今なら……帰れるから」


    　由ゆ衣いが手を伸ばし、僕の頬ほおに触れる。


    「な……本当、か？　もう、どうにもならなかったはずだろ？」


    　信じられずに問いかける。


    「うん──あたしたちには、何もできなかった。在あり方を変えることなんて無理だった。そんな奇跡、起こせなかった。でも──」


    　由衣はそこで一旦言葉を切り、雲の下で叫び続けるアリッサを見つめる。


    「お兄ちゃんを呼んでくれる〝人間〟がいた。あたしの言ったこと、覚えてる？　奇跡を現実に導けるのは──人間だけなんだよ？」


    「あ……」


    　そう言われて、僕は理解した。僕らがどうにもできなかった現実を、アリッサたちが打ち砕こうとしているのだと。


    「でも、そんな奇跡……本当に起こせるのか？　僕は既に《天牢ウオルフ＝ライエ》だ。それはもう──変えられない」


    　縋すがりつきたくなる言葉だった。でも、あまりに都合が良すぎて素直に受け入れられない。


    「大丈夫だよ。お兄ちゃんにはまだ器があるもん。導いてくれる力があれば、肉体に戻れる。《天牢ウオルフ＝ライエ》に溶けたお兄ちゃんの体は、まだ死んでいないの。限界が来る直前に召しよう喚かんを解除できたから」


    　僕を安心させるように由衣は微ほほ笑えむ。だがその台詞せりふには聞き逃せない言葉が混じっていた。


    「え……僕には、って──由衣、は？　由衣は、どうなるんだ？」


    　問い詰めると由衣は気まずそうに目を逸そらす。


    「──あたしは、戻れない……かな。さすがに器がないと、どうにもならないよ。それにあたしが《天牢ウオルフ＝ライエ》を引き受けないと、お兄ちゃんが完全に人間へ戻れないし」


    「ちょっと待て！　僕はそんなの認めない！　由衣を一人残していくなんて──」


    　僕は焦あせって詰め寄る。だが由衣は強い口調で僕の言葉を遮さえぎった。


    「一人じゃないよ」


    「何を、言って……」


    　気け圧おされる僕に、今度は視線を逸らすことなく由衣が言う。


    「あたしはもう、一人じゃない。《天牢ウオルフ＝ライエ》の中にはお父さんもお母さんもいるの。だから、お兄にいちゃんが一緒にいてくれなくてもいい。あたしは《天牢ウオルフ＝ライエ》に残っても、寂しくないよ」


    「け、けどっ！」


    「お兄ちゃん、あたしはこっち側にいるのが正しいの。ここが──あたしのいるべき場所なの」


    　そう言って由ゆ衣いは、僕の右手と繋つないでいた左手の指をゆっくりと解といた。


    「ゆ、由衣っ!?」


    　僕は慌てて右手に力を込めた。由衣が指を離したので、強く掴つかまなければ手からすり抜けてしまいそうだった。


    「手を離して、お兄ちゃん。今、アリッサさんたちが起こそうとしている奇跡を邪魔しているのはあたしなの。お兄ちゃんは人間に戻りかけているのに、あたしと繋がっているから《天牢ウオルフ＝ライエ》に囚とらわれているんだよ」


    　そうか、僕が人間に近づいていたから《天牢ウオルフ＝ライエ》の知識や感覚が由衣に及ばなかったのだ。


    　よく見れば半透明だった僕の体は実体を取り戻しつつあった。由衣と繋いだ右腕だけがまだ透き通っている。この手を離せば、僕は本当に人間へ戻れるのだろう。だけど……。


    「……っ！　嫌いやだ、絶対に、嫌だっ!!」


    　暗い海で、由衣を失った時の記憶が蘇よみがえる。手が空っぽになった瞬間を思い出す。


    「僕は……決めたんだ！　《方はこ舟ぶね》で……由衣と一緒に戦うって覚悟をした時に──この手だけは絶対に離さないって決めたんだっ!!」


    「でも──あたしの手を離さないと、他の手は掴めないんだよ？　アリッサお姉ねえちゃんと、未み由ゆお姉ちゃんのこと、諦あきらめるの？　みんなとの約束、破ってもいいの？」


    「──よく、ない。いいはずない！　だから連れていく。由衣も一緒に帰るんだ！　みんなのいる場所へ！」


    　アリッサたちの《道パス》が僕を地上へ導く。僕は由衣も連れていこうと、その体を引き寄せようとする。けれど由衣は空に縛られているかのごとく、動かない。


    「無理だよ、お兄ちゃん。どんな奇跡でも覆くつがえせないものがあるの。失った命は、絶対に取り戻せないの。肉体を失なくしたあたしは、どうやっても人間には戻れないんだよ。あたしと一緒にいる限り……お兄ちゃんも人間にはなれないの」


    　由衣は自分の左手を掴んでいる僕の右手に、もう片方の腕を伸ばす。


    「だから、全部断ち切らなきゃダメなの。《天牢ウオルフ＝ライエ》との《道パス》も、《魔狼フエンリル》の力も、あたしとの繋がりも、何もかも手放して！」


    「由衣は僕と一緒にいたいって言ったじゃないか！　生きていたいって──」


    「うん……その気持ちは今も同じだよ。好きな人と離れたくないのは……当たり前だよ。でも、その気持ちより……お兄ちゃんやアリッサお姉ちゃんたちに幸せになってほしい想いの方が、ずっと、ずっと大きいの」


    「僕だって、由ゆ衣いに幸せになってほしい！　幸せにしてやりたいんだ！」


    「あたしの幸せは、お兄にいちゃんの幸せだよ。お兄ちゃんは──違うの？」


    「っ……！」


    「お願いだよ……お兄ちゃん。あたしは嫌いやなの！　お兄ちゃんがあたしのために残ってくれたって嬉うれしくないの！　苦しいだけなの！　幸せじゃ──ないの」


    　本当に辛つらそうな顔で、痛みを堪こらえるような表情で、由衣は叫ぶ。僕の指を無理やり引き剥はがそうとする。


    　零こぼれた涙が、僕の頬ほおで弾ける。胸が──軋きしんだ。


    　由衣を泣かせているのは僕だった。悲しませ、苦しめているのは、僕だった。


    　──何のために、僕はこの手を掴つかんでいるんだ？


    　悔しさと怒りが込み上げて、僕は自分に問いかける。


    《方はこ舟ぶね》で由衣は一人で戦う決意をした。でも本当は一人で《天牢ウオルフ＝ライエ》になることを恐れていた。だから拒絶をはね除けて、僕は強引にその手を握った。


    　けど、今は違う。由衣の言うとおり、《天牢ウオルフ＝ライエ》には親おや父じとお袋がいる。由衣は一人きりじゃない。由衣はもう孤独を恐れてはいない。


    　ということは、これは僕のわがままだ。ただ僕自身が由衣を失いたくないから、手を握り締めているだけだ。由衣の想いを無視して、悲しませて、自分の〝在あり方〟を押し付けようとしているだけだ。


    　どうしようもないほどの一方通行。求めるだけの自分。失なくすことが怖こわくて仕方ない僕。


    　情けなかった。自覚しても──まだ手を離せない自分が、情けなくて仕方なかった。


    「ごめん……ごめん、由衣」


    　謝りながらも、僕の右手は由衣の左手を強く、強く握り締める。


    「お兄ちゃん……離して、離してよ……間違えてる……お兄ちゃんは掴む手を間違えてる！　アリッサさんたちが伸ばしてくれている手を掴んでよ、お兄ちゃん!!」


    　由衣の言葉が耳と心に突き刺さる。


    　分かっている。手を離すことが正しいのだと。由衣の望みなのだと。なのに〝遠とお見み啓けい介すけ〟が邪魔をする。何も失なくせない、失うことを許容できない、弱くて傲ごう慢まんな自分が立ちはだかる。《高次存在ヴイナー》となってしまうほどの強固な〝在り方〟が僕を縛る。


    　今になってホリィ＝ライトの言葉が理解できた。彼は自らを〝願いの奴隷〟と称し、愚かな願いを追い求める道程でしか、人を愛することもできないと語った。


    　僕も、同じだ。〝失いたくない〟という想いに突き動かされて戦った。僕から奪おうとする力に抗あらがった。でもそれは同時に僕が〝在り方〟に反する行動を取れなかったからでもある。だからこそ迷いがなかった。だからこそ、負けなかった。


    　そんな〝遠見啓介〟に敵かなうはずがない。今まで幾多の敵を退け、手にしたものを守り抜いてきた〝僕〟に勝てるはずがない。


    　だけど──！


    「由ゆ衣い……教えてくれ」


    　僕は無理やり声を絞り出して訊たずねる。


    　涙をボロボロ零こぼしながら僕の右手を振り払おうとしていた由衣が、動きを止めた。


    「な──何？」


    「由衣の一番の望みを……教えてくれ。そうしたら〝お兄にいちゃん〟がそれを叶かなえてやる。どんな願いでも──絶対に！」


    　震える声で言う。〝遠とお見み啓けい介すけ〟ではなく、由衣の兄として宣言する。


    「あたしの、望み？　それはさっき、何度も言ったじゃない！」


    「もう一度……聞かせてくれ。頼む」


    　由衣の目を見つめて、僕は求める。由衣にとって一番大切な願いを欲する。


    　由衣が息を呑のんだ。その表情に、理解の色が広がる。涙が溢あふれ、頬ほおに赤みが差す。


    「お兄、ちゃん……」


    「頼む──由衣」


    　僕が繰り返すと、由衣は涙を拭ぬぐって、頷うなずいた。真っ直すぐに僕の瞳ひとみを見ながら、自分の〝幸せ〟を告げる。


    「……この手を、離して。自分と、みんなを幸せにしてあげて。それがあたしの望みだよ、お兄ちゃん」


    「──分かった」


    　僕は由衣の言葉を受け止め、立ち向かう覚悟を決めた。


    　この願いを阻はばむ奴を、全てねじ伏せる決意をした。歯を噛かみ締め、僕は自分の右手を睨にらみつける。由衣の手をしっかりと握って離さない右手の指を、敵と定める。


    「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


    　渾こん身しんの力を右手の指に込めた。〝遠見啓介〟に逆らって、指を解く。


    　右手が震える。小指が、わずかに持ち上がる。


    　次に──薬指。


    　少しずつ、少しずつ、由衣の手から引き剥はがす。


    　重い。どれだけ力を込めても足りないぐらい、重い。


    　離すことは、掴つかむことの真逆。僕の〝在あり方〟に最も反する行動。だから右手は思い通りに動かない。由衣を失いたくないという想いが、指を押し止とどめようとする。


    　でも、負けられない。僕は由衣の──兄だから。


    　わがままで何も手放せない〝遠見啓介〟にだけは……負けられない！


    　中指を解く。


    　残りは人差し指と親指。一本では何かを掴つかむことはできない。だから、次で最後。


    「ぐっ……!?」


    　だが……硬い。自分の指が金属になってしまったかと思うほどに、硬い。


    　それは、これまで僕を支えていた強さ。それは、これまで僕を蝕むしばんできた弱さ。取捨選択ができない僕の形。でも──。


    「──選んでみせる。この願いだけはっ!!」


    　固まった指を軋きしませ、指を動かす。持ち上がったのは、ほんの一ミリか二ミリ程度。しかし──由ゆ衣いの左手から僕の右手がすり抜けるには十分な隙間だった。


    　手が滑る。由衣の小さな手から僕の手の平が零こぼれ落ちる。


    　指先が離れる瞬間、由衣は笑った。


    「ありがとう……お兄にいちゃん。一緒に帰れなくて──ごめんね」


    　由衣の姿が希薄になり、星空へ消えていく。


    　僕の体が実体を取り戻し、高空の風に翻ほん弄ろうされる。


    　あっという間に由衣の声と姿が遠ざかり、見えなくなった。


    「あ──」


    　僕からは、別れを告げる時間もなかった。姿を見失ってからようやく、空っぽの右手を意識する。
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    　身を切るような冷たい大気を貫いて落下しながら、僕は空に伸ばした右腕を見つめた。


    　僕は……手放した。


    　三年前、海難事故に遭ってから初めて──自分の意思で、繋つないでいた手を離した。


    「くっ……」


    　奥歯を噛かみ締めて感情の爆発を堪こらえる。きっと由ゆ衣いは僕を見ている。だから泣くわけにはいかない。兄として妹にみっともないところは、これ以上見せられない。


    　心の中は後悔で埋め尽くされていた。これで良かったなどとは微み塵じんも思えなかった。それでも僕は由衣の〝お兄にいちゃん〟だから、精一杯の強がりで夜空に微ほほ笑えんだ。由衣が少しでも安心してくれるように──。


    「由衣……僕も、ごめん。それと──ありがとう」


    　空を見上げながら礼を言う。体から力を抜いて、風に身を任せる。


    　そのまま僕は薄い雲を抜けて地上へと落ちていった。けれど恐怖は感じない。


    　人間に戻った僕の目にはもう見えないが、この体には《道パス》が繋がっている。僕はみんなの《道パス》に導かれている。


    　だからきっと──見つけてくれる。空の上まで僕を迎えに来てくれた人がいるのだから、僕はそこまで重力に運んでもらえばいい。


    　風が激しくて目を閉じる。仰向けに落下していく。背中に大気の厚さを感じながら、その時を待つ。


    　不意に──暖かい風が僕を包んだ。


    　落下速度が緩まる。体が柔らかく受け止められる。


    　ゆっくり瞼まぶたを持ち上げると、星明かりに照らされて輝く金色の髪が見えた。


    　視線を移動させると、泣き笑いの表情で僕を見つめる少女と目が合った。


    　宝石のような碧へき眼がんで僕の瞳ひとみを覗のぞき込み、少女が言う。


    「──おかえり、ケースケ」


    「ただいま……アリッサ」


    　僕らは帰還の挨あい拶さつを、星と月が見守る夜空の下で交わした──。
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    　緩やかに、夜の中を落ちていく。街の明かりに近づいていく。


    　月に懸かる薄い雲が遠くなる。大気が次第に暖かくなる。


    　それでも秋の夜風は冷たいが、寒くはない。触れ合う体温があるから、凍えることは決してない。


    「ケースケ、お姫様みたい」


    　僕を抱きかかえているアリッサが、目め尻じりに涙を浮かべながら笑った。


    　そういえばこれは完全にお姫様抱っこの体勢だ。


    「──さすがに、ちょっと恥ずかしいな」


    　僕は苦笑して、アリッサに左手を差し出す。アリッサはすぐに僕の意図を汲くみ取り、右手で僕の左手を握った。


    　アリッサの手を支点に体勢を変える。アリッサが作り出した風の結界の内側は無重力に近い。抱えてもらわなくても、手を繋つないでさえいればバランスを保てる。


    　風の揺り籠かごの中に並んで浮かびながら、ゆっくりと僕らは地上へ降下していく。


    「ねえ、ケースケ」


    「……ん？」


    「あたしのこと──まだ、好き？」


    　地上の明かりを見下ろしながら、アリッサが小さな声で訊たずねてくる。


    「まだって……お前な、僕が告白したの数時間前だろ」


    　呆あきれながら僕が答えると、アリッサは安あん堵どしたように溜ため息いきを吐ついた。


    「よかった……ケースケの心、変わってない。あたしのこと、好きなままっ！」


    　本当に嬉うれしそうな様子でアリッサが僕の腕にしがみ付いてくる。もしかしたら《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんによる精神への影響を心配してくれたのかもしれない。


    「ああ……僕は僕のままだ。英雄でも《天牢ウオルフ＝ライエ》でもない、ただの人間だ」


    　意識しても《天牢ウオルフ＝ライエ》との《道パス》は感じない。それはすなわち、もう魔術を使えないということでもある。由ゆ衣いを具現化することも叶かなわない。


    　僕は《天牢ウオルフ＝ライエ》から完全に切り離されることで、人間に戻ることができたのだ。


    「あ、でも……変わってないってことは、ミユのことも好きなのよね？」


    　息がかかる距離で気まずい質問をぶつけられる。だが、ごまかすわけにもいかない。


    「──好きだよ。こんな答えしか出せなくて……ごめん」


    「謝らなくても……別にいいわ。あたしは、ケースケの隣を誰かに独占されるのが嫌いやだったの。傍そばにいちゃいけなくなりそうで、怖こわかったの。だからあたしはケースケの〝好きな人〟でいられるなら、それでいい。でも──」


    　アリッサはちらっと地上を見下ろす。どうも人気のない場所に降りようとしているようで、僕らの真下は街灯のない真っ暗くら闇やみだ。街明かりと川の位置関係から考えて、自然公園の辺りに思える。


    「──ケースケ、あたし……ミユとは対等でいたい。だから……お願いがあるの」


    　地上を気にしつつ、アリッサは僕の腕をぎゅっと抱き締めた。


    「お、お願い？」


    「うん……あたしね、ケースケにキスをしてほしい。ケースケの方から、してほしいの」


    　潤うるんだ瞳ひとみでアリッサが僕を見つめる。


    「へっ……？」


    　思わず声が裏返った。


    「あたし……覚えてる。ケースケが自分からしたキスは一回だけだって。ミユとしか、してないって。だから──あたしにも、して？」


    　それは恐らく、《嘆きし魔王》を召しよう喚かんしようとした未み由ゆの口を無理やり唇くちびるで塞ふさいだ時のことだろう。正直、まともなキスとは言えない。けれど確かに僕の意思で口づけたのは、あの一回だけだった。


    　──自分と、みんなを幸せにしてあげて。


    　僕は由ゆ衣いとの約束を思い出す。それは絶対に叶かなえると決意した誓い。


    　今、アリッサは〝幸せ〟を求めている。僕も──アリッサの瞳に魅み入いられている。


    　なら、躊躇ためらう理由はなかった。


    「アリッサ……」


    　僕は左腕でアリッサをさらに抱き寄せ、顔を近づける。


    　アリッサは頬ほおを染め、僕に体を預けて目を閉じた。


    「ん……」
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    　柔らかく小さな唇に、僕はそっと口づける。唇と唇を触れ合わせる。


    　アリッサが僕の背中に手を回し、ぎゅっと縋すがりついた。


    　──繋つながった。


    　そんな感覚を抱いた。通じ合った想いが心を満たしていく。深い安心感に包まれ、僕はアリッサの背中を優しく撫なでた。


    　そのまま、ただ触れ合うだけのキスを続ける。やがて息が苦しくなり、僕は名な残ごり惜おしさを感じながらも顔を離した。


    　アリッサは目を開けると、ぼうっとした顔で僕を見つめる。しばらくすると、じわっと瞳ひとみに涙が滲にじみ、顔が真っ赤になった。


    「ケースケ……ケースケぇっ──」


    　僕の名を呼びながら、甘えるように頬ほおをすり寄せるアリッサ。僕はアリッサの髪を右手で梳とく。


    



    「────────」


    



    　その時、下方から声が聞こえた気がした。アリッサの肩越しに地上を見下ろすと、地面がずいぶん近くにあった。そこはやはり自然公園。アリッサや未み由ゆと魔術の訓練をした思い出の場所。大きな木が一本だけ生はえた丘の上。


    　丘には何人もの人影があった。暗くて顔は見えないが、誰かは予想ができた。


    「ケースケ、今のキス……ミユには内緒ね？　そうじゃないと、またすぐに追い抜かされちゃう気がするから」


    　僕に抱きついていたアリッサが体を離し、悪いた戯ずらっぽく笑う。どうやらアリッサは、大分前に彼らの存在を察知していたようだ。


    「啓けい介すけくーんっ！」


    　今度ははっきりと声が響く。未由の声だ。木の枝が伸びる高さまで下りてくると、弱い月明かりでも全員の姿が見えた。


    　未由がいた。陽ひ名なちゃんがいた。ツグミがいた。冬ふゆ上がみがいた。山やま崎ざきがいた。宮みや島じまがいた。


    　みんな、僕らを見上げて手を振っていた。


    　ふわっと芝生の上に降り立つと、未由たちは駆け寄ってくる。


    「どうして──ここに？」


    「アリッサさんが屋敷を飛び出していったって九く棚だなに聞いて……私もじっとしていられなくなって……何となく学園の方に向かっていたら陽名さんたちと出くわしたの。そしたらここに降りてくるはずだって──」


    　未由は僕の右手を握り、額に押し当てながら答える。すると陽名ちゃんが無言で進み出てきて、ばふっと僕の腰にしがみついた。肩を震わせ、涙目で僕を見上げると、未由の言葉を引き継いだ。


    「空に──啓けい介すけさんの気配が〝視み〟えた気がしたのです。なので急いで寮を抜け出そうとしたら、雪ゆき絵えに見つかって……途中で未み由ゆさんとも鉢合わせして、一緒に気配の真下へ向かったのですよ」


    　陽名ちゃんの後ろで冬ふゆ上がみが肩を竦すくめる。


    「私は、塀を乗り越えようとしている陽ひ名なさんを止めただけよ。それで仕方なく秘密の抜け道を教えてあげたの。付いてきたのは、単なる好奇心」


    　そっけなく言う冬上だったが、その手を横からツグミが握る。


    「──ユキちゃん、今ぐらい……本当のことを言ってもいいんじゃないですか？　ユキちゃんもセンパイを捜しにいこうとしてたんですよね？」


    「ちょっ、ちょっと！　ツグミちゃん！」


    　冬上は慌てて口を塞ふさごうとするが、ツグミはその手からするっと逃れると僕の背中に隠れた。


    「センパイ、ここへは私が一番乗りだったんですよ？　この場所がセンパイを一番強く感じられたので、ずっと空を見上げていました。そしたら近くに山やま崎ざき先輩と宮みや島じま先輩もいることに気付いたので、案内したんです」


    　そう言ってツグミは皆より一歩離れた場所に立つ二人の男子生徒を示す。


    「──よっ、遠とお見み。迎えに来たぜ」


    　山崎が片手を上げて告げる。


    「絶対に帰ってくるとは思ってたけど、まさか空からとはなぁ……」


    　宮島は感心した様子で呟つぶやく。


    「みんな……」


    　僕を迎えてくれる優しい視線と言葉に熱いものが込み上げる。だが──。


    　ツグミが後ろから僕の肩をがしっと掴つかみ。人間離れした力で締め上げる。


    「ちなみに私、センパイが空の上で何をしていたのか……読んじゃいましたからね？」


    　耳元で囁ささやかれ、冷や汗が流れた。さらに陽名ちゃんも抱きついたまま僕の胴を締め上げ始める。


    「──啓介さん。わたくしにも、ちゃーんと〝視〟えてましたよ？　ですから喜ぶ気持ちも吹っ飛んじゃいましたです」


    　底冷えする笑顔で僕を見み据すえる陽名ちゃん。


    「い、痛い痛い痛いっ！」


    　僕は悲鳴を上げるが二人は離してくれない。


    「えっ？　え？　何？　どうしたの？」


    　未由だけがきょとんとした顔で僕らを眺めている。


    「きっと生きてる実感が欲しいんじゃないかしら。私も手伝ってあげる」


    　冬ふゆ上がみが意地悪い表情で僕の頬ほおを引っ張る。


    「あ、そうなの？　ケースケ、痛くしてほしい？」


    　アリッサまで冬上の言葉を真に受けて、反対側の頬を抓つねった。


    「ひひゃう！　ひひゃい、ひひゃいっ！」


    　僕は違うと抗こう弁べんするが、もはや言葉にならない。


    「ははははははっ！　遠とお見み、すげー顔！」


    「ははっ、何言ってんだか分かんねーっ！」


    　腹を抱えて笑う山やま崎ざきと宮みや島じま。


    「えっと……じゃあ私も」


    　未み由ゆがおずおずと僕の鼻を摘つまんだ。


    　痛い上に呼吸も苦しくなって、もう何が何だか分からなくなる。


    　だが──冬上の言うように、生きているという実感だけは嫌いやというほど得られた。


    　僕は確かに、帰ってきたのだろう。


    　皆との約束を守れたのだろう。


    　一人と、一つの約束を手放すことで──僕は戻ってきた。


    　顔を引っ張られながら、僕は星空を見上げる。


    　由ゆ衣いは僕を見ているだろうか。皆と同じように笑ってくれているだろうか。


    　それだけが……どうしても気になった。
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    　月の光が淡く射さし込む森の中──白い修道服姿の少年が草むらの上に横たわっていた。その傍かたわらには一人の幼い少女が膝ひざをつき、少年の肩を揺すっている。


    「院長さん！　起きて、院長さん！」


    「ん……」


    　少年は呻うめき声を上げて、瞼まぶたを持ち上げる。自分を起こした少女の姿を瞳ひとみに映す。


    「……鈴りん、か？」


    　乾いた声で少年は問いかける。


    「うん……わたし。鈴だよ、院長さん」


    　少女──鈴は頷うなずき、少年の手を握った。


    「どう、して……オレは──負けたはず……」


    　困惑した表情で少年は呟つぶやく。


    「あのね、わたし……ずっとお祈りしてたの。院長さんが、帰ってきてくれますようにって。そうしたら──部屋の中なのに風が吹いて、ゆいちゃんの声が聞こえたの」


    　鈴りんは涙を流しながら言葉を続ける。


    「こっちだよって……院長さんは、帰ってきたよって……ゆいちゃんの声がする方に進んで……林の中に入ったら、院長さんを見つけたの」


    「見つけた？　鈴、キミはまさか目が──」


    　少年が驚きの声を上げ、鈴の目をまじまじと覗のぞき込む。


    「うん……見えてる。わたし、まだ……見えてるよ」


    　鈴は、深い緑色の瞳ひとみで少年を見る。


    「──そうか、鈴の瞳には奇跡が残ったか。その上、キミの願いにまで応えるとは……新しい神はずいぶん甘いらしい」


    　少年は苦笑するが、鈴は首を横に振る。


    「甘いんじゃないよ。ゆいちゃんは、優しいの……」


    「優しい……か。それなら、キミも相当だよ。何な故ぜ、オレを呼び戻した？　オレはただキミを利用しただけだというのに」


    「それでも──院長さんは、わたしに世界の〝色〟を見せてくれたから。本当にわたしのことを想ってくれてたの、わかってたから……だから、わたしは誰よりも院長さんに幸せでいてほしいって思ったの」


    　そう言って鈴は少年の手を両手で強く握り締めた。


    「はは──参ったな。生あい憎にくオレはもう……何が幸せかすら分からないんだよ。それに力を失ったオレを《群クラれウド》は党首と認めないだろう。早晩……暗殺されるはずだ。こんなオレでは、キミの期待に応えるのは難しい」


    　諦てい観かんの表情で少年は呟つぶやく。


    「そ、そんなっ!?」


    　顔を蒼そう白はくにして鈴は叫んだ。


    「だから……幸せになるのは、キミでいい。オレが最後にキミの願いを叶かなえてやる。何でも言ってくれ。金ならいくらでも動かせる。大抵の幸せは実現できるさ」


    　疲れたように少年は言う。


    「……本当に、何でもいいの？」


    　鈴は躊躇ためらいを見せて確認する。


    「そうだ、何でも構わない」


    「じゃ、じゃあ……わたし、家族が欲しい！」


    「……は？」


    　その答えは予想外だったのか、少年はぽかんと口を開けて鈴を見つめた。


    「施設の人たちは家族みたいなものだってシスターは言うけど、でも……ずっと一緒にいられるわけじゃないの、わたし知ってる。だから離れ離れにならない、家族が欲しい。できれば院長さんに……なってほしい」


    「オレが……キミの家族に？」


    　呆ぼう然ぜんとしたまま少年は問い返す。


    「うん……ダメ？」


    「え？　いや……その、な。いいとか悪いとかじゃなくてだな──」


    「あ、あの、院長さんのこと……お兄にいちゃんって呼べるだけでもいいの。だからわたしを妹に──」


    　戸惑う少年を前にして鈴りんの声は小さくなる。


    「……妹、か」


    　途端に少年の表情が険けわしくなった。鈴はそれを見て慌てる。


    「え、えっとね、妹じゃなくても、何でもいいよ！　で、でもお姉ねえちゃんにはなれないし……あ、じゃあお嫁さん！　お嫁さんなら、どう……ですか？」


    　最後だけ様子を窺うかがうように敬語を使う鈴。


    「…………………」


    　絶句して硬直する少年。


    　鈴は不安そうに少年の返事を待った。十秒ほど沈黙が続いた後、少年は小さく肩を震わせた。


    「──ははっ、はははははっ！」


    「え？　え？」


    　笑い出した少年を見て鈴はオロオロする。


    「はははっ……分かったよ、鈴。キミの願いを叶かなえよう。自分で言い出したんだ……責任は取るさ」


    　少年は口の端はを歪ゆがめて呟つぶやき、体を起こす。


    「ほ、本当に？」


    　半信半疑の顔で問う鈴の頭に空いている手を乗せて少年は頷うなずく。


    「ああ──オレは今からキミの家族だ。肩書きは、好きに決めてくれ」


    「う、うんっ！」


    　顔を輝かせる鈴を見つめ、少年は自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「だが……そうなると、簡単には死ねなくなったな」


    　そう呟いて立ち上がる少年。鈴はその手を握りながら、表情を翳かげらせる。先ほどの言葉を思い出したのだろう。


    「──そんな顔をしなくていい。形なり振ふり構わなければ、人はどうにか生きていけるものなのさ。とりあえず……優秀なボディーガードを雇いにいくことにしよう」


    　少年は安心させるように笑い、鈴の手を引いて歩き出す。


    「ぼでぃーがーど？」


    「命を守ってくれる、強い人のことだ。一人、当てがある。鈴りん、少し長旅になるが……構わないか？」


    「いいよ、だって家族だもん。どこまでだって一緒に行くよ。あ、でもシスターやツグミさん……心配しないかなぁ」


    「──施設には連絡を入れておくさ。まあ上う手まく事が運べば、一か月ほどで戻ってこられる。鈴は旅行だと思って楽しめばいい」


    　それを聞いた鈴の顔からようやく暗い影が消えた。頬ほおを紅潮させて少年を見上げる。


    「あっ、新婚旅行？」


    「………………………………………………………………………………………………………………………………………鈴、とりあえず、オレたちは兄妹ということにしておこう」


    　ひどく真ま面じ目めな顔で少年が提案する。


    「えー……っ、好きに決めていいって言ったのに」


    　頬を膨ふくらませ、少年に文句を言う鈴。その様子はまるで本当に家族のようで──少年は鈴が心の底から〝願いが叶かなった〟と喜んでいることを知る。


    　──重い、な。


    　胸の内で呟つぶやく少年。


    　──だが、地に足を下ろして歩くにはちょうどいい重さだ。


    　唇くちびるを皮肉気に歪ゆがめ、少年は鈴の髪をぐしゃぐしゃと掻かき回す。


    「結婚相手は慎重に選べ。さもないと一生後悔することになる。兄としての、忠告だ」


    「むぅ……」


    　鈴は複雑な表情を浮かべたが、最終的には笑顔になった。兄、という言葉も彼女にとっては十分に嬉うれしいものだったのだろう。


    　少年はそんな少女を見ながら、足を早める。手を引いて、少女を導く。


    「行くぞ、鈴。ぐずぐずしていると、群れから逸それた梟ふくろうが逃げてしまう──」


    　二人の姿が闇やみの中に消えていく。


    　静寂が戻った森の中に季節外れの暖かい風が吹く。


    　まるで二人を見送るかのように──梢こずえがささやかに揺れた。


    



    
      ＊

    


    



    　青白い半月の輝きを浴びながら、金髪碧へき眼がんの女性が空に浮かんでいた。幾き何か学がく模様が描かれた法衣を風に靡なびかせ、地上を眺めていた。


    　彼女は全ての〝奇跡〟を見届けていた。


    　そして、彼女の腕にも一つの〝奇跡〟が抱かれていた。


    「ルナ……おかえりなさい」


    　彼女は腕に抱いた着物姿の女性を見つめ、その長い黒髪を手で梳といた。


    　返事はない。だが胸は上下しており、眠っているだけのようだ。


    「想いが届けば……応えてくれる。新しい神様は──確かにちょっと優しすぎるわね」


    　切なげに笑い、女性は呟つぶやく。


    　すると、その傍かたわらに半透明の少女が現れた。


    「ウルト姉ねえ様、優しいことは悪いことじゃないでしょう？」


    　そう問いかけられ、女性──ウルトは頷うなずく。


    「まあね。でも、これから先が少し心配になったの。他人を幸せにするというのは、自分の幸せを分け与えているようなものだから……」


    　憂いを帯びた眼まな差ざしで星空を見上げるウルト。


    「そうだね……ユイちゃんのおかげでパパは《天牢ウオルフ＝ライエ》にならなくても済んだんだもん。スーラも幸せをもらっちゃってる……」


    　半透明の少女──スーラは申し訳なさそうに顔を俯うつむける。


    「──スーラだけじゃないわ。これは《方はこ舟ぶね》にとっても最善以上の戦果だった。結果的にアル様──《嘆きし魔王》を失っただけで《世界蛇ウロボロス》に勝利できたんだから」


    　その言葉にスーラの表情は暗くなった。


    「アル様……もういないんだね」


    「ええ。でも、あの方はこの時のためだけに戦ってきた。私たちに力を貸してくれた。だから何も後悔はなかったと思うわ。月から続く物語はやっと終わったの。次は──私たちの番」


    「うん……」


    　ウルトに励まされ、スーラは顔を上げた。眩まばゆい半月を見つめ、目を細める。


    「ねえ、ウルト姉様。この状況って本当に──イレギュラーだったのかな」


    　ぽつりと言葉を零こぼすスーラ。


    「何を言ってるの？　本来《世界蛇ウロボロス》との決戦は百年近く先だったじゃない。それがホリィの反乱をきっかけに歪ゆがんでしまった。だからこんなに切せつ羽ぱ詰つまった戦いになったんでしょ？」


    「あはは、スーラも勝手なことをしちゃったもんね。だけど……少し思ったの。スーラの知っているパパは、一度も間違えたことがなかった。だからこれも計画通りなのかなって」


    　それを聞いてウルトは呆あきれた顔になる。


    「あのね……確かにお父様はすごい人だけど、そこまで見通せるわけがないわ。これは、ユイたちが頑張ってくれたおかげよ」


    「……そう、だね。ごめん、ウルト姉様。ユイちゃんたちにも失礼なことを言っちゃった」


    　苦笑いを浮かべ、スーラは謝る。


    「スーラ、感謝と謝罪は行動で示すものよ。だから、行ってあげて。あなたには《高次存在ヴイナー》の先達として……伝え、教えられることがあるはずだから」


    「──うん」


    　スーラは頷うなずき、ふわっとウルトから離れる。


    　半透明のスーラの体が光に包まれ、細かな金色の粒子となって夜空に消える。


    　ウルトは黒髪の女性を腕に抱きながら、スーラが消えた空を見上げる。


    　闇やみの中に残された光跡は、半月から垂れた細い糸のよう。その糸も夜風に散らされて、すぐに見えなくなってしまった──。
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     終章


    



    　何もかも、元通りになったかのようだった。ただ、当たり前のように日常が続いていた。


    　土曜日の次は日曜日。


    　時計は規則的に時間を刻み、カレンダーの日付は淡々と先へ進む。


    　今日は文化祭の二日目。ほとんどの生徒は昨日の出来事を忘れ、何の疑問もなく祭りを楽しんでいるようだった。


    「僕たちだけが、夢を見ていたみたいだな……」


    　教室の前、プラネタリウム展示の受付に座る僕は、客が途切れた合間に小さく呟つぶやいた。


    「うん……なんだか、昨日の戦いが嘘うそみたい。これまでの人生で一番長い一日だったのにね」


    　僕と同じく受付を担当している未み由ゆが頷うなずく。文化祭一日目は第九総合音楽サークルの発表がある予定だったので、受付の持ち回りは二日目にしてもらっていたのだ。今の担当は僕と未由。次はアリッサと陽ひ名なちゃんが受け持つことになっている。


    「まあ、な。僕らは《方はこ舟ぶね》で一週間近く過ごしたもんな……あんな〝一日〟はこの先二度とないさ」


    　しみじみと僕は言う。


    　本当に──長かった。昨夜、皆に迎えられてからも……長かった。


    　僕と由ゆ衣いの戦いを、最後までしっかりと語ったから。


    「啓けい介すけくん……本当に由衣ちゃんとは、もう会えないのかな？　これだけ全部、元に戻ったのに……由衣ちゃんだけがいなくて、すごく不自然に感じるよ」


    　未由も昨日のことを思い返したのか、そんな言葉を口にする。


    「──僕はもう、由衣を具現化させる魔術が使えない。だから少なくとも、生きている間は会えないと思う。由衣は本来〝いる〟ことの方が不自然だったんだ。由衣は……正しい居場所に、残ったんだよ」


    　僕はもうどうにもならない結論を告げる。


    　自らの意思で僕は由衣の手を離した。だから、受け入れるしかない。どれだけ胸が苦しくても、痛くても、後悔していても、僕は人間として──このまま生きていく。


    「そう……」


    　未由は相あい槌づちを打つが、何か言いたげに僕を見る。


    



    「おっ、やっと見つけた！」


    



    　だがそこに、聞き覚えのある声が響いた。張りのある明るい声こわ音ね──よく知っているが、ここにいるはずのない従姉いとこの歓声。


    「えっ……？」


    　驚いて振り向くと、こちらに歩いてくる人たちの姿が視界に入った。


    　三人いる。一人はショートカットの少女で、傘さん陽よう学園のものではない制服を着て手を振っている。後の二人は四十代前半の男女。少女の一歩後ろで、温かい笑みを浮かべている。


    「咲さきねえ……忠ただ志しさん……茜あかねさん……」


    　僕は呆ぼう然ぜんとしながら彼らの名前を呼ぶ。


    「まったく、この学校は広すぎだな。最初、間違えて中等部の方へ行っちまった」


    　受付の前で足を止め、忠志さんが肩を竦すくめた。


    「もう……あなたがちゃんと案内板を見ないからでしょ？　そそっかしいんだから……」


    　茜さんがやれやれと首を振る。


    「……母さんは母さんで、地図と睨にらめっこしながら歩いたのに迷ってただろ？」


    　咲ねえは二人の会話を聞いて、溜ため息いきを吐ついた。


    「三人とも、どうしてここに……？」


    　驚きよう愕がくから覚めぬまま、僕は訊たずねる。すると忠志さんが、咲ねえを指差した。


    「いや、な。咲のやつが昨日やけに啓けい介すけのことを心配しだしてよ……んで、そのわりには電話するのを恥ずかしがりやがる。だから、直接会わせに来た」


    「あ、会わせに来たって……」


    　正直、全然説明になっていない。呆あつ気けに取られていると茜さんが顔を近づけて耳打ちした。


    「あのね、啓くん。実は私たち、結構前から文化祭には来るつもりだったの。それなのに、何な故ぜか昨夜までみんな忘れていて……咲が啓くんのことを言い出さなかったら、危ないところだったわ」


    　申し訳なさそうに言う茜さん。


    　それはたぶん、美み傘かさ市が異界化していた影響だろう。この街での出来事が〝ない〟こととして扱われていたのだ。


    「おい、茜。余計なことは言うな。これはサプライズだ、サプライズ！　啓介もぼーっとしてねえで、俺たちを案内しろ。特急使って最速で来たが、また夕方にはとんぼ返りなんだ。目一杯楽しまないと、元が取れん」


    　忠志さんはそう言って教室の中へ入っていく。茜さんも後に続いた。


    「あ、啓介くん。ここは私一人で十分だから、行ってあげて」


    「分かった。ありがとう」


    　未由に礼を言い、まずはプラネタリウムの説明をするため、僕は席から立ち上がる。


    　だが、咲ねえが受付の前から動かない。無言で僕を見つめている。


    「……咲ねえ？」


    　ごんっ！


    　呼びかけるといきなり脳天に拳こぶしを落とされた。


    「ったぁ……何するんだよ」


    　頭を押さえて抗議すると、咲さきねえは憮ぶ然ぜんとした表情で僕を睨にらんだ。


    「──今のお前は、なんとなく殴らなきゃいけない気がしたんだよ。まるで、奈な波なみから出ていった時みたいだ」


    「……え？」


    　僕はそんなに酷ひどい表情をしていたのかと、自分の顔を手で触る。戸惑う僕の様子を咲ねえはしばらく眺めていたが、やがて苦笑いを浮かべた。


    「いや──あの時よりはマシか。自分で考えられる程度の余裕はありそうだ。まあ姉貴分からのお節介だと思ってくれ」


    　そう言うと咲ねえは僕の腕を掴つかみ、教室の中へ引き摺ずっていく。


    「へ？　え？」


    　未いまだに混乱している僕は、為なすがままになる。


    「が、頑張ってね……」


    　未み由ゆがぎこちない笑顔で僕に手を振っていた。


    



    　太陽が山やま間あいに沈んでいく。


    　昼が遠ざかり、夜が近づく。


    　校庭では櫓やぐらが組まれ、後夜祭の準備が進んでいた。僕は一人、校舎の屋上からそれを見下ろす。


    　風は少し冷たいが遠い喧けん騒そうが心地いい。


    「あ、やっぱりここにいた」


    　屋上の鉄扉てつぴが開く音がして、明るい声が響いた。


    　振り返る必要もなく分かる。


    　アリッサの声だ。


    　けれど、近づいてくる足音は二人分。


    「咲さんたちは、もう帰ったの？」


    　その声でもう一人の正体が未由だと分かる。


    　僕は赤と藍あいが混じる空を眺めながら返事をした。


    「さっき、校門まで送ってきたよ。お世辞かもしれないけど、うちのプラネタリウムが一番すごかったってさ」


    「そっか……できれば第九総合音楽サークルクツクルの演奏も聞かせてあげたかったね」


    　未由はそう言いながら、僕の右隣に立つ。


    「また来年もやればいいじゃない。そうでしょ？」


    　アリッサが左側から僕の顔を覗のぞき込む。


    「そうだな……今年はちゃんと発表できなかったし、来年リベンジするか」


    　僕は苦笑を浮かべ、頷うなずく。


    　来年は三年生で、いろいろと忙しくなるだろう。


    　山やま崎ざきと宮みや島じまはまた参加を渋るかもしれない。その時はまたいろいろと策を講じよう。


    　一年も後のことなのに、想像するのは容易たやすかった。


    　未来は簡単に思い描けた。


    　それはきっと今の日常がこの先も続いていくのだと、確信を抱けているからだ。


    　ずっと、ずっと〝このまま〟世界は進んでいく──。


    「っ……」


    　物思いに沈みかけた僕だったが、咲さきねえに殴られた痛みが急にぶり返す。


    「ケースケ？」


    　頭を押さえた僕を見て、首を傾かしげるアリッサ。


    「いや──会っていきなり咲ねえに拳げん骨こつを落とされてさ。それがまだ痛くて……。これはたぶん、たんこぶができてるな」


    「……どうして拳骨を落とされたのよ？」


    「分からない。殴らなきゃいけない気がしたって……それだけ」


    「ふうん……」


    　不思議そうな表情でアリッサは手を伸ばして僕の頭をさする。


    「──たぶん、啓けい介すけくんらしくなかったからじゃないかな」


    　未み由ゆがぽつりと言葉を漏らす。


    「僕らしく、なかった？」


    「うん……帰ってきてからずっと、啓介くん……無理してる。由ゆ衣いちゃんの話題になると──怖こわい顔になる」


    「それは……仕方ないだろ？」


    　表情が強こわ張ばるのを感じながら、僕は言う。


    　昨日の今日で、吹っ切ることはできない。心に整理は付けられない。


    「違うの……悩んだり、悲しんだりしちゃいけないって意味じゃないの。ただ、今の啓介くんは無理やり自分を納得させようとしている気がして……」


    　未由は不安そうな表情で、僕の右手を握った。


    「ねえ、啓介くん。お願いだから〝正しい〟ことに拘こだわらないでほしいな……」


    「え？」


    「由衣ちゃんは正しい場所に残ったとか、ここにいることが不自然だったとか……そんなことを言うのは啓介くんらしくないよ」


    　未由は真しん摯しに訴える。アリッサもその言葉に同調した。


    「──そうね。その言葉は確かにケースケっぽくないわ。昨日、大体の話は聞いたけど……《天牢ウオルフ＝ライエ》が由ゆ衣いの〝正しい〟居場所だから、ケースケは手を離したの？」


    「……違う。僕はただ、由衣の望みを叶かなえてやりたかっただけだ」


    　僕と皆が幸せでいること。


    　僕が人間として地上へ戻ること。


    　それが由衣の望みだったから、僕は自分さえも捻ねじ伏せて手を離した。


    「なら、他に何も言い訳はいらないじゃない。ケースケにとって、それがどれだけ重い決断だったのか、あたしには分かるわ。由衣のために正しい選択をしたんだと思う。だけど今も〝正しいこと〟をしなくていいの」


    　アリッサはそう言って、僕の左手を握る。


    「ケースケは、あたしとミユを好きだと言ってくれた……けど、それを間違った答えだとも言った。でもね、あたしはそれでいい。ケースケには間違えていてほしいの。正しくなくたっていいのよ」


    　身を寄せて、アリッサは僕を見つめる。未み由ゆも僕の腕を抱き締め、頷うなずいた。


    「うん……私もそう思う。啓けい介すけくんはただ、由衣ちゃんがいなくなったことを普通に悲しめばいいんだよ。そうしないと私たち、慰めたくても慰められない。励ましたくても励ませられない──」
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    「アリッサ、未み由ゆ……」


    　温かい体と心に挟まれて、感情が決壊しそうになる。でも、堪こらえた。


    「──ありがとう。だけど、決めたんだ。泣かないって。空にいる由ゆ衣いを心配させないって」


    　そのためには自分を納得させる必要があった。だからこの結末が正しいのだと自分に言い聞かせた。現状を受け入れるために。だが──。


    「それなら、ケースケの泣き顔を空から隠してあげる」


    「啓けい介すけくんが、泣ける場所を作ってあげる」


    　アリッサと未由が、僕の頭を自分たちの間に抱き寄せる。小さな世界に囲ってくれる。


    「あ……」


    　強がる必要のない場所へ誘われ、塞せき止めていた感情が流れ出す。


    「────────────────────────────────────っ！」


    　涙が零こぼれた。それでも声だけは噛かみ殺した。


    　二人にしがみついて、無言で泣く。


    　僕はずっと、悲しかったのだ。


    　由衣がいないことが、どうしようもなく寂しかったのだ。


    　それだけ──だったのだ。


    　どれぐらいの間、僕は泣き続けていたのだろう。


    　涙を制服の袖そでで拭ぬぐい、顔を上げると、辺りは暗くなっていた。太陽は山に没して、空には星が瞬またたいている。


    「すっきりした？」


    　アリッサが微ほほ笑えむ。


    「ああ……」


    　僕は照れ臭い思いを感じながら頷いた。


    「啓介くん、目が真っ赤」


    　未由が僕の目め尻じりに残った涙を指で拭ってくれる。


    「……ごめんな」


    　苦笑いを浮かべて僕は謝る。


    　そして三人でグラウンドを見下ろす。


    　木の櫓やぐらには火が焚たかれ、その周りではフォークダンスが始まっていた。生徒たちが組になり、音楽に合わせて踊っている。


    　炎に照らされた影が揺れ動く様は、幻想的ですらあった。


    「まるで何かの儀式みたい。あたしたちも参加できる？」


    　興味深そうにアリッサが訊たずねてきた。


    「いや、まあ一応誰でも参加はできるけど……でも──」


    「それなら、あたしも踊ってみたい！」


    　僕が最後まで言葉を紡つむぐ前に、アリッサは歓声を上げ、僕と未み由ゆの手を掴つかんで走り出す。


    「お、おい、待てって！」


    「あ、アリッサさん？」


    　僕と未由は慌てるが、アリッサは止まらない。


    　そのまま階段を下り、校舎から外へ出て、フォークダンスを遠巻きに眺める生徒の輪の近くまでやってくる。


    「あれ……？　どうして見ているだけの人が多いのかしら？」


    　ようやく立ち止まったアリッサが首を傾かしげる。グラウンドを囲むようにして、大勢の生徒が腰を下ろしていた。


    　僕は溜ため息いきを吐ついて、踊っている生徒の方を指差す。


    「──ほら、踊ってるのは二人一組で、カップルがほとんどだろ？　いろいろと……その、ハードルが高いんだよ」


    　肩を竦すくめ、僕は曖あい昧まいに説明した。


    　このフォークダンスは自由参加で、特に踊り方も決められていない。それだけに、暗黙の了解が多い。あそこで踊るということは、彼氏彼女だと宣言するようなものなのだ。


    「えー……三人じゃダメなの？」


    「絶対ダメってわけじゃないけど、僕にそんな度胸はない……」


    　下手をすれば学園史に名が残る。それだけは避けたい。


    「わ、私もそれはちょっと恥ずかしい……」


    　未由も顔を赤くして手を振った。僕はそれを聞いてほっとする。


    　だが、そこに余計な口を挟む人間がいた。


    「なら、順番に踊ればいいんじゃないの？」


    　声の聞こえた方に視線を向ける。僕らのすぐ後ろに、にやにやと笑う冬ふゆ上がみが立っていた。隣にはツグミもいる。


    「センパイ、踊るんですか？　なら私ともお願いします」


    　ぺこりと頭を下げるツグミ。僕は自分の表情が凍りつくのを感じた。


    「あ、それいいアイディアね！　二人ずつで踊れば何もおかしくないわ！」


    　アリッサが冬上の案に飛びつく。


    「ちょっ……」


    　慌てて止めようとする。次から次へと違う女子と踊るのも、相当に不ま味ずい。間違いなく明日には学園中の噂うわさになる。


    　だが冬上がポンと僕の肩に手を乗せて、耳元で囁ささやく。


    「……遠とお見みくん、ツグミちゃんからぜーんぶ聞いたわよ？　あなたに体面を気にする資格があるのかしら？　自分を犠牲にして、アリッサさんたちにいい思い出を作ってあげるべきじゃない？」


    「ぐ……」


    　それを言われてしまうと、抗こう弁べんできない。僕は観念して肩を落とした。


    「ふふ、そんなに落ち込む必要はないわよ？　私も踊ってあげるから、むしろ喜びなさい」


    　冬上はくすっと微ほほ笑えみ、僕から離れた。


    「──じゃあ、じゃんけんで順番決めるわよー」


    「ちょっと待ってくださいです！　わたくしを置いて、話を進めないでください！」


    　皆を集める冬ふゆ上がみの元に、陽ひ名なちゃんが走ってやってくる。


    「何だ？　何のじゃんけんだ？　俺らも交ぜてくれ」


    　何な故ぜか近くを通りかかった山やま崎ざきと宮みや島じままで、じゃんけんの輪に交ざった。


    「おいおい……」


    　僕は一人、少し離れた場所でツッコミを入れる。


    　そして学園の片隅に、やけに気合の籠こもったじゃんけんの掛け声が響き始める。


    　人数が多いせいか、なかなか勝負が付かない。付近の生徒が怪け訝げんそうに僕らを眺めていた。


    　微妙に距離を取って他人のふりをしつつ、空へ目を向ける。キャンプファイヤーから生まれた火の粉が空へ昇っていくのが見えた。


    　煙る夜天に舞う火の粉は、わずかな間だけ瞬またたく星のよう。


    　風が吹いて、星が踊る。


    「勝負が長引いてる間に、後夜祭が終わったりしてな……」


    　途切れることのないじゃんけんの唱和を聞きながら、苦笑する。


    　風向きが変わり、柔らかい夜風が頬ほおを撫なでた。


    　僕の右手にも、風は触れる。それはまるで、細い指先のようで──。


    



    「じゃあ終わる前に、あたしと踊ろっ！」


    



    「え──？」


    　右手と重なる、柔らかな手のひら。伝わる体温。元気で明るい声こわ音ね。


    　腕を引かれ、走り出す。


    　視線を下ろすと、ポニーテールが僕の目の前で弾んでいた。青いワンピースが風に靡なびいていた。


    　僕を振り向き、〝彼女〟は言う。


    「お祭りはね、神様と一緒に楽しむものなんだよ？」


    　確かめたかった笑顔が、そこにあった。


    　それは夜空に舞う星たちよりも、眩まぶしい微ほほ笑えみ。


    　小さいけれど、強い輝き。


    　右手に触れる光は──とても、とても、温かかった。
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     あとがき


    



    　どうも、ツカサです。


    　とうとうここまで来ました。ついにクライマックスです。


    　いつもはあとがきのネタに困るのですが、今回は書きたいこと・書くべきことがたくさんあります。具体的なネタバレはしないつもりですが、文脈で伝わってしまう部分もあると思うので、ここから先は本編後に読んでいただいた方がいいかもしれません。あとがきを先に読む派の人はお気をつけください。


    　この十二巻は『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』の大きな区切りとなります。魔術バトルの着地点……要するに長い「戦いの決着」の巻というわけです。


    　そういえば五巻の時は「天使王編・完」という煽あおり文句がありました。そういう「～～編」を当てはめると、一～二巻は「ジン編」、三～五巻は「天使王（アリッサ）編」、六巻は番外編、七巻～十一巻は「友とも月づき編」、そして一～十二巻をまとめて「第一部・天牢編」みたいな感じになると思います。


    　正直、ここまで辿たどり着けるとは思っていませんでした。毎巻毎巻、書きたいことを詰め込んで遠く見えるゴールを目指していましたが、いざそこまで来てみると現実感がありません。ただ、少しだけ気が楽になりました。


    　物語は「始まり」と「終わり」があって初めて成立するものだと思うので、やっと『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』を一つの物語にしてあげられたなという安あん堵ど感が強いです。


    　ですが、終わりの後には次の始まりがあります。大きな事件が終わっても、登場人物たちの人生は続いていきます。ですから今巻はクライマックスではあっても、最終巻ではありません。このＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴシリーズはまだまだ広がります。


    　前巻のあとがきでも少し仄ほのめかしていましたが、新シリーズスタートです。


    　一～十二巻が「第一部・天牢編」なら、「第二部・日常編（？）」が始まる予定です。ＴＶアニメで言うと二期目な感じです。ゲームで言うならファンディスク的なノリでしょうか。


    　明るく楽しいラブコメ……が書けたらいいなぁ。いつの間にかバトルしてたらすみません。


    　六巻では日常を描いたつもりだったのに、いつの間にか太平洋横断してましたからね……。


    　何となく普通のラブコメにはならない予感がします。


    　そういえば『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』のジャンル名って、一巻のときは「異色マジカルコメディ」、二巻のときは「ゴシック・コメディ」でしたね。


    　色々な方面から「コメディ……？」という反応をされた記憶があります。私も「異色でマジカルなコメディって何！　ゴシックなコメディって何！」とツッコミたかったのですが、当時はその勇気がありませんでした。


    　ですが今見ると「異色＝普通じゃない」で「マジカル＝魔術」な「コメディ」は、新シリーズの方向性を指し示しているような気がします。ついにあのジャンル名が真実になる時が来たのかもしれません。


    　まあどんなものになるかは正直まだ分からないのですが、少なくともラブ成分は補充できると思います。今回いちゃラブ要素が物足りないと思われた方は、新シリーズにご期待ください。


    　天牢編で使わなかった大きなネタも一つ残っているので、きっと面白いものになるはずです。


    　新しいゴールに向けて再び駆け出すので、よろしくお願いします。


    　発売時期は秋頃を予定しています。タイトルは微妙に変わったりするかもしれません。


    　あと新シリーズとは別に、新作『九つ十く九もの空から傘かさ』が七月に出る予定です。


    　人間がいなくなった町で、人間の真ま似ね事をして暮らす九つ十く九も神がみたちのお話です。今、書きたいこと、紡つむぎたい物語を、そのままストレートに描きました。


    　こちらもぜひ、よろしくお願いします。


    　さて、あとがきのスペースも残り少なくなってきたのでそろそろ謝辞に移ろうと思います。今回は大きな区切りということで、いつもより多くの方に向けて。


    　編集のＭさん。もうこれまで何度も何度も繰り返してきましたが、本当にありがとうございます。Ｍさんがいなければ、間違いなく『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』は今の形になっていなかったと思います。これからもよろしくお願いします。


    　近この衛え乙おと嗣つぐさん。近衛さんのイラストによって、啓介やアリッサたちは姿を得て「生まれる」ことができました。本当にどれだけ感謝しても足りないぐらいです。京都まで打ち合わせに来てくれたＭさんが差し出したアリッサのラフイラスト……それを見たときの衝撃は今でも忘れていません。自分の中にあった曖昧なイメージが一瞬で塗り替えられて、アリッサが頭の中で実体を持ちました。本当に、あの瞬間、アリッサが誕生したんだと思います。


    　次に大学時代の友人。変わった人、面白い人、クセのある人、諦めない人、漫画を描く人、その道のプロを目指す人──そんな人達の影響を受けて『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』は生まれました。小説家を目指そうと思うきっかけになった人もいますし、登場人物のモデルになった人もいます。彼らと、その出会いに心から感謝します。


    　あと毎回、一人のラノベ読者として意見をくれる弟。毎度誤字チェックとかやらせてごめんなさい。今後ともよろしく。


    　第一回小学館ライトノベル大賞選考委員の方たちや、校正さん、デザイナー、営業部、印刷所の方々。『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ』が世に出ることができたのは皆様のおかげです。本当にありがとうございます。


    　そしてなにより、読者の皆様が応援してくれたからこそ十二巻まで書くことができました。


    　さらに「その先」へも進んでいけます。本当に、本当に、心の底から感謝です。


    　もしよければ、この先も一緒に歩いていただけると嬉しいです。


    　では、また。
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    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ、二十代。真っ直ぐ歩くことが苦手で、蛇行した人生を送る。余所見に道草、遠回りはお手の物。けれど立ち止まっているよりはマシだと開き直る方向オンチ。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ　12　～繋がる声と届く指先～


    



    ２０１２年11月１日　電子書籍版発行


    著　者　ツカサ


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　望月充


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１１年５月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸTSUKASA 2012　ISBN978-4-09-451274-8


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/0011_01.png
FE

drlid,. oL Eib%ul
9 < TE > % 0w





OEBPS/Images/0129_01.png
W=® BEX¥F.AOXR

BHEHEICEILZDIL,
ANBZGRALEL, BEL2A ——





OEBPS/Images/0125_01.png





OEBPS/Images/0077_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		序章



		第一章　幸福の街、絶望の檻



		第二章　選ぶ過ち、導く答え



		第三章　白き天牢、月の大蛇



		第四章　重なる心、繋がる道



		終章



		あとがき



		巻末付録　Ｒ×Ｌ　魔術師ファイル　Ver.03











OEBPS/Images/0241_01.png





OEBPS/Images/0079_01.png
apterg '

BoE BXB5.W{EZ

L@ ——LoKDHEI
‘BRTRBTVWE,





OEBPS/Images/0003-0005_01.png





OEBPS/Images/0263_01.png
%;ogue

®E





OEBPS/Images/000a.png
RIGHT><LIGHT 12

~BIFBPEEESER ~

FAMERZR

EINY A






OEBPS/Images/0099_01.png





OEBPS/Images/0292_01.png
¥ DI HE

& J\PRRIRL
(AEBEiER] S2AC

RAROHR. NARCETSEE. DRELDSLAOLDE, MARKORMEE
bTEHﬂéﬂt%Eaﬂ)ﬁ"?ﬁ%EnmL mzHFENCLEZXEOHERVT, ‘Qut%iﬁ
Ui BMEIRRZOBRFTEH /0. BLaBL, BREBBLEHICKREH -7,

X ELNALL

& N\EEX

(REXEET] RROZMEE

[REBER] AL - AKEIE
NHROE., BIRORNH, TERCBIHHIES, BAOLHICSOREPK A K
OEREFE A, E5P>THERTELVHARXCERL HLORREE % >
ERBERELLE, BROXBEETEBRCBUALC ETEALL, TEOHRE -
EF. ZhBABCRKOXEGE I EVEIE >4l EEB%T 5, REZOHTH
DRKERD S5, KEPENLESEOFICKIEL L L.

IV<¥$$>&<$%+@>®%W%K6

FHFIWICEE RIS, ﬁﬁ%&ﬁk%ﬁb’(%to ZRFEIEHEIHE
ru%‘ﬁ&ﬁﬁq FBEAFOLRHL. LHMORE RIS BRAETROER. ZR
R tif_LESTZ» HRSNATFREEFX AV T AV AT LHLDOHES>
73/‘7)3:')4;?17%“ REERATEIORMAICSH 2 BFRIEECLHH TR
o TOBRBEENNFBICBFERALBEMA OO BLBRELHLATN B,

EB & BOTH
RIEEEN
(oo 2] K
(RERHT] ANEE  RAZ2R218

BEHE, WHHEE> T OREPBRITOET Yy 45, MEORRELT
£EESRAL LD E, BORCBRFEORN RT3 <RR> £HL. Z0HTF
ERBBHCHAB Y SL1 - ERBEAD [H] ELTRIAN, SEZTMALS
DEBESEVEDIHS. < K E>ONEFIZHTRFELSAY. B LHOF
BELTOUS, 1. MADNERY B ETKHE> ORBBEELELTHI CED
AR B> 1o






OEBPS/Images/0169_01.png





OEBPS/Images/0281_01.png





OEBPS/Images/0154_0155_01.png





OEBPS/Images/0287_01.png
RiTEH7271 1L

Ver.03





OEBPS/Images/0289_01.png
®ﬁ1»=75/—xh—u>7

[CaLeL SRAr) /7?5 h T E
[REHHT] REORK - FAHNESE

7y OBH, £— Z Ar—UCTDORTHY., Z@mBEORK, AHHL, AiE

li<<7iﬁ>>|’qk&6<<%§£>>®lﬁ%ﬁ><?'(i T'J{—?'f FEESLTW S,

€57

KEEOHEES BHEHT U v ¥ O I hl > - BT, BEHEELE.

N ®A—F=UF =R =Y T=INE - A
[BhExESR] //mhbé
[BEERH] RhOBRE
E-Z=2h=U>OXM, ZHHEOZk. TEH. CKEI>EHDTELHOB
WTCHA RN LR ESEEBRL, Afk. Z0HKELS, REETHRSTHY. #

DEDHICLERD>DEHENCHES 2720 R—IVERFENZATBROENERY. <HA>
DETEEBL TV S,

@hU =51k

[ExrEHER] KOLEE

[BEERH] H2OER
E—AFRNL L ZROBREED—1, AMELTOBBES. E—ADBTFELT
CHR>O—RER>Fe T IV ERIEL, B7U v HERT B, EHRTELC K F >
EWEL, KHBR>AEHILD, BOLBESOEREEDLNF. 71 v HOH
NEBOFTHIES W3, BELHAY ORBEEETH-EIS,

RT7IN=HBFT=rTLF1

(Breas] B2 URE  (SERH] AOBHEORE
E—ZBRHL - Z RO REED— ﬁgtu<&ﬂb<xAﬁT<iEi>t®$U
CHEHE, BOOBRTERGELE S, MARXGHOR. KARCREONE S

15 ULBAATHH5. REXMERBLTEORY 580k, AEFRCRD, O
DFEHIBYLLES

®I/
ISR AL Py [REEW v g
E-ZDETHY. T hebOB ZLTTY Y HESTBEBLSLDAM. B

EATHBEVS ZEBS. BLWI ERTE, BROKEDE §>>>(’ﬁ') vHiEED
ERAEBEVEFABTHIEHI. BXOHFEEICEAL TS5 LWL,






OEBPS/Images/0001_01.png
RIGHT <G

E:YhY AFAMERZM





OEBPS/Images/0009_01.png
- RIGII'|T><'-s'(?'HT12 -






OEBPS/Images/0290_01.png
Il KBNS OEETE7- 5

E-Z=ZF—U> TR &> THRRD #SARRHOHASEDNLOSE, #
REWTHEL TO > LMABILSHE SN TS ML [REORARHILL. 85
DM 5 BHEIE T = ARRHOEE £ ROBHE LTV 5K, HOBNE

KK F D>ERIH— ®<<f’€«7?7’7‘>>'(ZF)%:<<%1§>>0){E/E%:F$L~./F")’(?¥‘R
b'(ift.e

GA4J T =
MKTEDHEY 2 T/9=4r5N
(REXEET] BHOBLEE
X [ %mF] BEO=8 A%

£8T1C 5B RERMARORETS Y, CHN>ONH, RROXEEFEHL, 20
BEEERG, AAUERINERS, BAE—ERIE UL, 7Y $OROKKEL>
OhE BILBOLEHY, KETHBERE MG, ABEALBERY O BRET
54 ERHEBE S NERANER RS B,

AZya=7
KL — B> ®RE VU3
[REVERIER] Z& - WHHEIT

<<E¥?;{7>>0)§!§’($iitﬁéhti1$5§s <<&%>>0)5&F&{’E’(§)é%l+0)m$

CHEB > ememETRET 3. CHASORXMATH L0 AARALE
DERERTRD. Z0H BHEE LBROBBTERHICREY LEAES>TV S,

#<BEEE >

[SHOBERT /2] KD U B
IREREH] EOUE . BHEES

<¥ﬂ>®ﬂ§<]§@m§>@ﬁjk_o REOGSEEET 2RENEE> MELEZ A
<<f1§£>>i—5§iﬁé1i5f OHERHERETHHELLFE, AU =74 POERIC
f-THE, BOBILHE -/, BEDHERIIFREA,






OEBPS/Images/0021_01.png
(G

B—8 FREOH.KLOE

SCi,.EFEo - FERC LR,
FEFEELLZVEF—





OEBPS/Images/0023_01.png





OEBPS/Images/0191_01.png
apte

Bax Aaie. o

F=XrdABEHRILIoTHEo %o
Ehb&olfoTS b,





OEBPS/Images/0247_01.png





OEBPS/Images/0006-0008_01.png
)
/

RN PORD 0 :‘\
ST





OEBPS/Images/0273_01.png





OEBPS/Images/0288_01.png
| <FHH> DR 5

ﬁﬂgg~;i%fﬁﬁtt bhé<iﬁﬁ>t~u®%i<%éﬁ>éﬁ16
B X FO0ESR, HRETEEULOBEN$H5 @%Fﬁl B2E— b§t1
ALEE “RHUEE “BxUEI" EWEhsZ@OBrFEEE<E >&§<
=HEEITICE > T, B2 BARICEDIENTE D,

®E—X=ZXb=U>J

(SEOBAAR] HnUEE - HEURE - ROLBE - X #

\ [REmH] FOE

SHOBRFEERIL £ &N SRR, —T £, BEORFIE>TC X & >
EREL. MERTORMAER EHOLLCHEE>. B, BO—BKENER > 73
LORFTENSHEEDNBEER Y. KHA>NOKREES CBAEC I LS.
FASBEEEREOR CRERECS Y. BOBRERTT 5 AHFRRHICCH
B>OHEEEFL TV L, BHEREUBHEE > LBME [LEFSL0] TH3
5LV, HBIBRE,

&7 Uyﬁ—75/—2b—u>7=5fh

(91-8’3)%115/\2] ;7‘ h L E EE
[REBE) & ORI% - HHAENE

E—ZR=2 k=) 2T DHR. <?J‘ﬂ>>ﬁlbﬁfﬁ§§&ti‘.’bf<<i%>>§Lo'(9+ﬁ/\
biie Li)’b;&‘)“]%kLt‘ﬁﬁliﬁl%éh #ﬁ%@*‘*#%@ﬁ’(ilf&tonxlw
RN %ﬁﬁﬂ)ﬁkﬁtb‘((?ﬁ>%¥51§ﬂb ﬁﬁ@fﬁé’&lﬁt?’\<<?¥h>t
B EHMT S, Xﬁ@)Wk&)éﬂiﬁ-ﬂ)—raﬁ%(f{ii>0)jﬂ’&<3¥h>®x§l/’7t-.§ﬁ

RINI=UF7 /=X =U2T

CETTAPSIE FIN0 5 S
(REm] 855 E% - WRORK

E—ZX=Zb=U2CJICB=ZADEIFEY. ZOZMHKEDORE, 7Y vy HTORBICH
£U. BRCHREEERBOFETHRL L, AROBBEEEHL. BAPT
Uy YOBRVETHT S, KAROBEBARKE CHBIETHEE LV, KTHY,
FhUBEEDRkTo55 -5 ELEAHLTS,






OEBPS/Images/0002_01.png
CONTENTS

FE

B—% FEOH.BEOE
B BXAS.WEZ
W=E BEX¥.AOXRE

BHE E&530.RHVFIHE

E-F 308 ]
RXLE#WM@Z77C1lV Ver.03

011

021

079

129

191

263

287





OEBPS/Images/0291_01.png
Il < KBRS DR 5

KRARIEEXREBRPSKAE L. ﬁﬁl:%g’%“ﬁ?gi’i%\kﬁﬁﬁa ‘?j)?k%liﬁt‘ﬁ?
BORICH ) 5%bf§t:!i.‘i‘.&h‘§0)¥:$'«(Eﬁ%illx')’(,’ﬁﬁ/\"Bﬂ’(t\éa
WSDEDRRNSH Y. %0)43({1—’)’(’85Z:f\;‘ﬁ%lif&@m%’(’li%ﬁi’(biaf:
PHREENDERFLTV S, BB THIROLEFZEBRLAEAROLFHIYCRE W,

HBREHENZK>T. BADFVWHFBRIVETFONBIEHBLIAW,

EHDE B X‘L‘
TLAR Ak mE i s el
(RrmEiER) XA - %k
ARROBETH Y. FEMPSTRUBITOSEOLE, MERNELLXERON
kY., REROMESIK AMBHLELICHES A5V, KH/O>O—BTHHY., %
DHEO—#%5, BHARHROEEE, SRAEECEZLEE>ORTESH5, 7
Vb ERBRDOER

- 2B
“RRAAXH
PH=PTERD LT b

G T APIN. AW 4

b

(RERF] EEORA - KD BA

BEM=E, 4 IXTLREY EBENBPE, BREEEE URE> ERRN LR
WERET. BARKCHEMEL LCRADON, BEOMESASNS. ZORE
AMEECBHENEBERS. S 5LERONEF AN, —BE<CEE UEED
EREFRELICREUASTUEIF. BAONULITICL Y BRERYET,

WDk :)
& AR
(R ER] A

EBRDAR. AWREHDEE. REBRABRAOMERRL., BRIE2HER
WEhTEEREEK >, ABEZERIREESLBXENPRICHS DO, MBI MKk%E
RETIBFELTEDN D, RROBFERBELTREBEDHFEAT. HEDE
LHBABEDOBBEV /2o EHFREADBVEEBULARBRADFICL>TEI®L
BhWEDR =,






OEBPS/Images/0293_01.png
\tsl:y & D W
Rix BHEK
vom34x

[CES IR

nI=L

] BROZE

BENO%K, ZEFOBRERCEZIALTWITHIRALL DS, <<§5E>>(Dﬁt L'(#cE?
PEDETER. KU1 =51 hOFLLI—ERINDH, BAFCERO LR
ELTBHRLE, FREVEADEEFEVNRTIZENTES, T/ VEDR B
Bt BAEe—#tEl .

WA
i
IREREET] ZEORTE
(R &=mA] ELDRA
REBURBATHS > LEEOY L, CEHIE - BNE1 VAR, BRILEFETANS >
EHEOTVWS, T/ 7hroHmHaRtEdH, BROXFERFTHIKEREORITEY &
HO, Zhz [fBAZERICTEED] IEo>7. B ZOBVPFBOLOREADE
Kibe HHDBEVEBEWEHLEZBICE BHOPICRYAATEEREI LI EL LD,
LALZU vy HICKLEDFEEZ2HI PO, BOOITVWAEEVE > EES,

LEMNET ¥

WE sl &

[REmT] Ed
%tﬂblugﬁfﬁnx’(sb by T A= t&ot%ﬂﬁo EHRERFEARICEL
'(L\tt*h\‘(<<2¥h>>lh§ bh. BEND, KKEI>E—HLE>LBEBTY v 5
KHEE5Z. TOREATENERTLIEEH 5.

B FHED T
REEBT
IRERBET] BEOKEE
[RERF) EoER
TUYHERALE bk, BORKBSNTRBUEELEMEATOLY, B
LERBERFOATHRADETERVEDTOSE, RERTFEEK-LHE, FrRR
ShERSECLAE I T, AREFHOBR. RARSALHD >TOS.






